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〇 巻 頭 言

A T R の 基 本 理 念 の 一 つ に 、  電気通信分野における基礎的 ・ 独創的研究の推進が謳われている。 設立後10

年 目 に 入 り 、  今世紀から来る21世紀へ と 橋 渡 し を す る プ ロ ジ ェ ク ト で 研 究 を 続 け る A T R で あ る が 、  こ こ で

基 礎 的 ・ 独 創 的 研 究 の 推 進 に っ い て 、  研究を支援する事務系の人間が振り返 つ て 素 人 的 考 察 を し て み た い 。

A T R の 基 礎 的 研 究 は 、  そ の 成 り 立 ち か ら 他 の 研 究 機 関 と の 分 担 を 考 え て 、  主として目的基礎研究、 即 ち

大 学 に 於 け る 純 粋 基 礎 研 究 と 民 間 企 業 で 行 う 応 用 研 究 の 中 間 に 位 置 す る 研 究 を 展 開 し て 来 た と こ ろ で あ る 。

では基礎的たる所以は何か。 最近のすばらしい科学技術の発展は、 人 間 に 大 き な プ ラ ス 面 を も た ら し た 反

面、 個 人 や 社 会 に 対 し て マ イ ナ ス 面 も 少 な か ら ず 出 て 来 て い る 。  来る21世紀は高度情報社会・高齢化社会で

あ り 、 人 間 尊 重 の 時 代 と 言 わ れ て い る が 、 A T R が 人 類 の 幸 福 を 願 い 、 人 間 を 主 体 に 、 人 間 の す ば ら し い 機

能 に 学 び 、 人 間 の 生 活 を よ り ス ム ー ズに、 よ り 豊 か に す る 観 点 か ら 、 終 始一貫 研 究 を 続 け て 来 た そ こ に こ そ

基 礎 的 た る 所 以 が あ る と 考 え て い る 。

で は 独 創 的 と は 何 か 。  ま ず 考 え ら れ る の は テーマ で あ る が 、  1 0 年 前 に は と て も リ ス キーで 誰 も が と り あ げ

よ う と し な か っ た テ ー マ に 取 り 組 ん だ こ と が 、  着 眼 点 も 良 く 先 駆 的 で あ っ た と 言 え る の で は な い か と 考 え て

い る 。  そ れ で は 研 究 そ の も の の 独 創 性 は ど う か と 言 う と 、  こ の 問 題 にっいては、 国際高等研究所の奥田東先

生 が 「 創 造 と は 蓋 然 の 先 見 に あ り 、  着 実 に 偽 物 を 見 分 け て 本 物 だ け を 自 分 の 頭 の 中 に 積 み 込 ん で い く 。  そ の

矛 盾 を 見 つ け た と き に 何 か 出 て く る 。  創 造 と い う の は 、  非 常 に 地 道 に こ っこ っや っ て い く と こ ろ か ら 出 て く

る 」 と 言 わ れ て い る 。 ま た 束 北 大 の 西 沢 潤一学 長 も 「 独 創 と は 奇 を て ら う こ と で は な く 、 き わ め て 当 た り 前

の こ と を や る だ け で あ る 。  最 も 独 創 的 な 仕 事 を し た 方 々 は 、  き わ め て 緻 密 な 方 々 だ と 思 う 。  ご く 微 細 な 既 成

概 念 で は 説 明 の で き な い こ と を と ら え た 方 々 で あ る か ら 、  既 成 概 念 も よ く 知 ら な け れ ば な ら な い 」  と 言 わ れ

て い る 。  こ れ ら か ら 考 え て 、  独 創 的 研 究 は 研 究 者 個 人 の 研 究 の 進 め 方 が 大 き な フ ァ ク 夕 一 に な る と 思 わ れ る 。

と す れ ば 、 我 々 と し て は 独 創 的 研 究 が 生 み 出 さ れ る よ う な 研 究 環 境 を 整 備 す る こ と が 、 独 創 的 研 究 の 推 進 に

大 い に 役 立 つ と 考 え て い る 。  そ う し た 面 か ら A T R の 今 ま で の 歩 み を 振 り 返 つ て み る と 、  「研究の方向を先

導 し な が ら 、  自由な雰囲気を釀し出す」 「研究費を不足させない」 「 成 果 を 正 し く 評 価 す る 」  「特許取得を

支 援 す る 」  「自由な国内外での論文発表の機会を設ける」 「 学 位 論 文 と し て 纏 め る こ と を 支 援 す る 」  「各分

野の優れた研究者を集め、 学 際 的 な 交 流 を は か り 、  学際的研究分野の重要性を認識する」 「国内外の研究機

関 ・ 大 学 と の 共 同 研 究 の 推 進 」  と い っ た こ と を 進 め て き て お り 、  こ れ ら が 研 究 の 基 盤 を 支 え て 、  結 果 的 に 独

創 的 な 研 究 を 生 み 出 し て き て い る 。 平 成 5 年 度 ・ 平 成 7 年 度 の 科 学 技 術 庁 長 官 賞 を は じ め 、  3 回 に わ た る I

E E E か ら の 受 賞 な ど 、  数々の外部団体から毎年10件以上の表彰を受けており、 ご く 最 近 で は 、  日 本 デ ザ イ

ン フ ォ ー ラ ム か ら 「 学 術 ・ 技 術 ・ 芸 術 の 3 つ の 世 界 を 一 つ に 融 合 し 、 2 1 世 紀 に 先 駆 す る 業 績 を 世 に 送 り 出 し

て い る 文 化 創 造 集 団 」  と し て 認 め ら れ 、  平 成 7 年 度 日 本 文 化 デ ザ イ ン 大 賞 の 受 賞 が 決 定 し た こ と 等 は そ の 証

左 と 言 え る で あ ろ う 。

こ れ か ら 2 1 世 紀 に 向 け て 余 す と こ ろ 5 年 、  マ ル チ メ デ ィ ア が ま す ま す 重 要 性 を 増 し て く る 時 代 に 向 け て 、

人 類 の 幸 福 を 願 い な が ら 、  研 究 を 強 力 に 推 し 進 め て い き ま す の で 、  引 き 続 き 関 係 各 位 の ご 理 解 ・ ご 支 援 を お

願 い 申 し 上 げ る 次 第 で あ り ま す 。



〇 特 . 集

中 間 時 試 験 研 究 報 告 を 終 え て

一 ヒューマンコ ミュニケーションの本質を探る一

( 株 ) A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所

代 表 取11111,役 社 長

東 倉  洋一

[i] は じ め に

来 た る べ き マ ル チ メ デ ィ ア 通 信 の イ ン フ ラ を 充 分

に 生 か す た め に は 、  ユーザ で あ る 人 間 の 情 報 処 理 に

フ ィ ッ ト し た 技 術 の 確 立 に 重 点 を 置 く 必 要 が あ る 。

こ の た め 、  人間の優れた機能に学び、 人間の情報生

成 ・ 処 理 機 構 を 解 明 す る こ と に よ っ て 、 豊 か な

ヒ ュ ーマ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 実 現 の た め の 感 性 に

訴 え る こ と の で き る 要 素 技 術 を 確 立 す る こ と が 重 要

で あ る 。  A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所 で は 、 平 成 4 年

3月の設立以来、上記の目的のもとに研究を推進し、

平 成 6 年 度 末 で 3 年 が 経 過 し た  (全研究期間は平成

1 3 年 2 月 ま で の 9 年 ) 。

この間、工学、心理学、生理学などの異分野間の

壁 を 乗 り 超 え た ト ラ ン ス デ ィ シ プ リ ナ リ  ( 超 分 野

的 )  な 手 法 に よ る 研 究 の 遂 行 に 務 め 、  情報発信基地

と し て の 役 割 を 強 く 意 識 し た 運 営 を 行 つ た 。  こ れ ら

の 積 極 的 な 施 策 に よ っ て 、 人 が 人 を 呼 び 、 情 報 が 情

報 を 呼 ぶ 好 循 環 な 環 境 を 実 現 す る と 共 に 、  研究員の

雇 用 に 関 し て も 買 手 市 場 を 形 成 し 、  当初計画を充分

に 達 成 す る 研 究 の 進 捗 に 結 び 付 い た も の と 考 え る 。

本 年 5 月 、 当 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト へ の 最 大 出 資 機 関

で あ る K  T C (基盤技術研究促進センタ ー ) の規定

に基づき、 研 究 内 容 と 進 捗 状 況 な ど を ま と め た 中 間

時 試 験 研 究 報 告 ( 注 )  を 提 出 し た 。  こ れ に 対 す る K

T C の 技 術 評 価 結 果 に よ れ ば 、 研 究 の 進 捗 と と も に

プ ロ ジ ェ ク ト の 運 営 が 高 く 評 価 さ れ 、 今 後 の 研 究 の

一層 の 進 展への強い期待が示された。 以下に報告内

容を概観する。

国 研究内容

本 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト ( 試 験 研 究 ) で は 、 様 々 な 情

報 が 、  大脳中枢で生成される過程、 神 経 系 に よ っ て

大 脳 か ら 末 梢 ( 目 、 耳 な ど ) に 伝 達 さ れ る 過 程 、 更

に は 、 音 声 言 語 情 報 、 視 覚 情 報、 運 動 情 報 な ど と し

て 外 界 に 表 現 さ れ る 過 程 の 解 明 を 目 指 す 。  そ し て 、

そ の 研 究 成 果 を 利 用 し た コ ン ピ ュ 一 夕 モ デ ル の 構 築

と ヒ ュ ーマ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 要 素 技 術 の 確 立 を

目 的 と す る 。  こ の た め 、 以 下 の 3 つ の サ ブ テーマ を

設 定 し た 。

(1) 音声言語情報生成機構の研究

生 成 と 知 覚  ( 発 話 と 聞 き 取 り )  の相互作用、 更

に は 、  周 囲 環 境 ま で 考 慮 し た 新 し い 視 点 に よ っ て 、

音 声 言 語 情 報 処 理 ( 生 成 ・ 知 覚 ) 機 構 総 体 を 明 ら

か に し 、 そ の 成 果 を 取 り 入 れ た 音 声 イ ン タ フ ェ ー

ス要素技術を提案する。

(2) 視覚情報生成機構の研究

視 覚 環 境 を 総 合 的 に 認 識 ・ 理 解 す る 人 間 の 視 覚

情報処理機構を研究する。 脳 や 神 経 系 に お け る イ

メ ー ジや視覚パ夕一ンの表現形式、 自 然 な 立 体 視

の メ カ ニ ズ ム な ど を 明 ら か に し 、  そ の 成 果 を 利 用

し た 視 覚 情 報 イ ン 夕 フ ェ ー ス要素技術を提案する。

(3) 情報生成統合機構の研究

視 覚 、 聴 覚 、 体 性 感 覚 な ど の 異 種 複 数 感 覚 情 報

の 統 合 的 な  ( マ ル チ モー ダ ル )  処理の過程を解明

し 、 そ の 成 果 を 取 り 入 れ た マ ル チ モ ー ダル - イ ン

夕 フ ェ ー ス要素技術を提案する。 ま た 、 人 工 生 命

や 進 化 的 計 算 論 を 方 法 論 と し た 自 律 性 と 創 造 性 に

富む新しい情報処理系、 新 し い 機 能 や 構 造 を シ ス

テ ム 自 ら が 獲 得 ・ 形 成 す る 進 化 シ ス テ ム を 提 案 す

る 。

( 注 )  K T C に よ る 中 間 技 術 評 価 は 、  研 究 期 間 が 7

年 以 内 の プ ロ ジ ェ ク ト に は 中 間 時 に 1 回 、  7

年 超 の も の に は 2 回 行 わ れ る 。



国 研 究 活 動 と 成 果

研 究 の 具 体 化 に あ た り 、 研 究 期 間 の 前 期 3 年 間 を

新 し い 研 究 の 視 点 や ア プ ロ ーチ に よ る 研 究 計 画 具 体

化 の 期 間 と 位 置 付 け 、  研究費の人材への重点投資政

策 を と っ た 。 特 に 、 歴 史 が 浅 く 研 究 成 果 の 蓄 積 が 少

な い 未 開 拓 分 野 に は 、 適 材 を 世 界 か ら 集 め る と と も

に 、 長 期 的 視 野 に 立 つ た 人 材 の 育 成 を 開 始 し た 。  こ

の 結 果 、  ト ラ ン ス デ ィ シ プ リ ナ リ な 研 究 ア プ ロ ー チ

に 必 要 な ハ ラ ン ス の と れ た 研 究 者 構 成 を 実 現 で き た

こ と が 、  活発な研究活動と質の高い成果を生むため

の 原 動 力 と な っ た 。 研 究 者 の 国 際 化 も 進 み 、 海 外 研

究 者 の 比 率 は 通 年 で 約 3 0 % と な っ た 。  しかし、 こ れ

ら異質性と流動性に富む研究環境の定着には今後の

継続的努力が必要である。

情 報 発 信 基 地 と し て の 役 割 を 強 く 意 識 し た 運 営 を

行 つ た 。 学 会 、 国 際 会 議 、 学 術 誌への積極的な研究

発 表 は 、  3 年 間 ( 平 成 6 年 度 末 ま で ) で 総 計 6 1 9 件

と い う 発 表 数 で 裏 付 け ら れ る だ け で な く 、 工 技 院 電

総研との研究交流による小脳の運動制御機構の研究

に お け る 理 論 と 生 理 実 験 を 融 合 し た ト ラ ン ス デ ィ シ

プ リ ナ リ な 成 果 が 、 英 国 科 学 誌 ネ イ チ ャ ー に 掲 載 さ

れ る な ど 、 質 の 面 で も 高 い 評 価 を 受 け た 11 . 。

主 た る 研 究 テー マ に 関 連 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ や シ

ン ポ ジ ウ ム な ど を 積 極 的 に 開 催 す る こ と に よ っ て 、

研 究 の 成 果 を 世 界 に 問 う と と も に 広 く 国 内 外 に 研 究

協 力 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 行 い 、 こ の ネ ッ ト ヮ ー ク

を 活 用 し た 研 究 の 加 速 的 推 進 に 務 め た 。

「 顔 と 物 体 認 識 」 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム を 2 回 に

渡 つ て 企 画 - 実 施 し た 。 視 覚 の 計 算 理 論 、 認 知 心 理

学 、  神 経 生 理 学 な ど の 分 野 で 世 界 的 に 活 躍 し で い る

第一線の研究者の参加を得て、 顔 の 認 知 に 関 す る 国

際 的 な 研 究 ネ ッ ト ワ ー ク 作 り に 重 要 な 役 割 を 果 す こ

と が で き た 。 ま た 、  「 音 声 知 覚 ・ 生 成 に お け る 生 物

学 的 基 礎 」 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ を 企 画 ・ 実 施 し

た 。 人 間 の 音 声 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 支 え る 音 声 の

知 覚 ・ 生 成 能 力 が 様 々 な 感 覚 と 密 接 に 結 び 付 い て お

り 、  人間の総合的環境把握能力の上に構築されてい

る と い う 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 研 究 視 点 を 国 内 外 に

ア ピー ル し 、 音 声 の 知 覚 ・ 生 成 研 究 に 新 し い 流 れ を

生 み 出 す こ と に 成 功 し た 。 更 に 、  「人工生命の最前

線 一 情 報 と 生 命 と C  G の 交 差 一 」 と 題 し た シ ン ポ ジ

ウ ム の 企 画 - 開 催 ( 人 工 生 命 研 究 会 お よ び 並 列 人 工

知 能 研 究 会 と の 共 催 ) 、  「 進 化 的 計 算 論 に 関 す る 国

際 会 議 」 及 び 「 第 4 回 人 工 生 命 ワ ー ク シ ョ ッ プ

( A r t i f i c i a l L i f e  I V ) 」 の 両 国 際 会 議への 積 極 的

成 果 発 表 が 国 際 的 な 関 心 と 注 目 を 集 め 、  当 研 究 所 が

人工生命研究の世界的拠点の一つである こ と が 国 際

的 に 認 め ら れ た 。

こ の よ う な 施 策 が 、 人 が 人 を 呼 び 、 情 報 が 情 報 を

呼 ぶ 好 循 環 な 環 境 を 実 現 す る と 共 に 、 研 究 員 の 雇 用

に 関 し て も 買 手 市 場 を 形 成 し 、  当初計画を充分に達

成 す る 研 究 の 進 捗 に 結 び 付 い た も の と 考 え る 。  結 果

と し て 、 当 研 究 所 の 研 究 活 動 と 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 研

究 成 果 に 関 す る 新 聞 、  放 送 な ど マ ス メ デ ィ ア の 報 道

も 研 究 進 捗 に 伴 つ て 増 加 し 、 平 成 3 年 度 末 か ら 平 成

6 年 度 末 に 到 る 3 年 間 の 新 聞 報 道 は 1 2 7 件 、 T  V 放

送 は 1 0 件 を 数 え た 。 ま た 、 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 成 果 等

に 対 し て 、 学 会 等 外 部 団 体 か ら 1 3 件 ( 1 9 名 ) の 表 彰

を 受 け た 。 主 な 賞 に 、 平 成 5 年 度 科 学 技 術 庁 長 官 賞

(研究功績者賞)、 第11回大阪科学賞、 1995年度目

本 文 化 デ ザ イ ン 大 賞 ( 1 0 月 受 賞 ) な ど が あ る 。

尚 、 研 究 成 果 に 関 し て は 、 紙 面 の 都 合 に よ り 、 極

め て 限 ら れ た 内 容 の一部 を 具 体 例 と し て 示 す  [付]

に 留 め る こ と を お 許 し い た だ き た い 。

[4] 今後の研究計画

本 プ ロ ジ ェ ク ト で 積 極 的 に 採 用 し て き た ト ラ ン ス

デ ィ シ プ リ ナ リ  ( 超 分 野 的 ) な 研 究 手 法 が 効 果 的 に

働 き 、  研 究 期 間 前 期 の 研 究 成 果 に 結 び 付 い た こ と を

評 価 し 、  今 後 の よ り 一 層 の 充 実 を 図 る 。

プ ロ ジ ェ ク ト 中 期 以 降 の 課 題 で あ る 脳 ・ 神 経 系 の

高次機能の解明に向けて、 非侵襲性脳活動計測技術

等 の 研 究 遂 行 に 必 要 な 技 術 が 成 熟 に 達 し て き た 。  総

合的な情報処理過程の神経計算論的アプロ ー チ に よ

る 大 胆 な 仮 説 と 非 侵 襲 性 脳 活 動 計 測 技 術 に よ る 仮 説

検 証 を 併 用 す る 研 究 手 法 が 有 力 と 考 え る 。  また、 人

間 の 情 報 生 成 ・ 処 理 機 構 の 解 明への具体的アプロ ー

チ に お い て 重 視 し て き た 3 つ の 視 点  (マルチモー ダ

ル 処 理 、 生 成 と 知 覚 の 相 互 作 用 、 脳 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 機 構 ) と と も に 、 一 見 受 動 的 と 思 わ れ が ち な

聴 覚 や 視 覚 の 能 動 的 な 働 き 、  人 間 と 機 械  ( コ ン

ピ ュ 一 夕 ) と 自 然 ( 環 境 ) の 共 生 と い っ た 視 点 を 重

視 す る 。

2 1 世 紀 に は 、 マ ル チ メ デ ィ ア 社 会 の イ ン フ ラ 整 備

は よ り 一 層 進 展 し 、  コ ン ピ ュ 一 夕 の ハー ド ウ ェ ア が

人 間 の 頭 脳 に 迫 る こ と が 予 測 さ れ る 。  イ ン フ ラ 整 備

の 完 了 と ハー ド ゥ ェ ア 技 術 の 成 熟 に 調 和 す る ソ フ ト

ウ ェ ア 技 術 、  イ ン フ ラ の 性 能 を 十 二 分 に 発 揮 さ せ 、

人 間 の 感 性 に 訴 え る ヒ ュ ーマ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

要 素 技 術 と し て 、 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 成 果 を 活 用 す る

こ と に 照 準 を あ わ せ た 研 究 の 遂 行 に 注 力 す る 。
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【 付 :  研究成果の具体例】

(1) 音声言語情報生成機構の研究

発声発話機構の研究では、 肉 声 の 響 を 作 り 出 す

音声合成技術に向けた発声発話の要素モデルを作

成 し た 。  磁気共鳴画像 ( M R I )  な ど の 新 し い 計

測 手 段 に よ り 、 発 声 発 話 器 官 の 構 造 や 機 能 に 関 す

る 未 知 の 部 分 を 明 ら か に し た こ と が 、 多 く の 成 果

を も た ら し た 。

代表例は、 鼻 腔 の 3 次 元 モ デ ル の 構 築 で あ る 。

鼻腔のモデル化においては、 二 つ の 問 題 が あ っ た 。

第 一 は 、 従 来 、 標 準 と さ れ て い た 鼻 腔 の 形 状 デー

タ は 死 体 解 割 に よ っ て 得 ら れ た デー タ で あ り 、  こ

の デ 一 夕 を 使 つ た 鼻 腔 モ デ ル に よ る 鼻 音 の 合 成 で

は、 満 足 す べ き 結 果 を 得 る こ と は で き な か っ た 。

第二は、 左右二つの鼻腔の非対称を考慮したモデ

ル が な か っ た 。  M R I を 用 い る こ と に よ り 、 生 体

の 鼻 腔 の 3 次 元 形 状 の 計 測 が 可 能 と な っ た ( 図 1 、

図 2 ) 。 こ れ に よ っ て 、 従 来 の 死 体 解 割 デ 一 夕 を

塗 り 替 え る と 共 に 、  左右二つの鼻月空の非対称を考

慮 し た モ デ ル を 開 発 し 、  こ の モ デ ル を 使 つ て 鼻 音

の 合 成 を 行 つ た と こ ろ 、  肉声の持つ鼻音の音響特

徴 を 再 現 す る こ と に 成 功 し た 。

音声パ夕一ン神経情報処理の研究では、 音声の

生 成 と 知 覚 ( 話 す こ と と 聞 く こ と ) に 関 し て 、 こ

の分野のブレ ー ク ス ルー と し て 期 待 で き る 新 し い

実 験 と デー タ 解 析 の 手 法 「 変 換 聴 覚 フ ィ ー ド バ ッ

ク 」  を 開 発 し た 。  こ の 手 法 を 使 っ て 、  発 声 中 の 音

声 の 基 本 周 波 数 ( 声 の 高 さ )  に 微 小 な ゆ ら ぎ を 加

え て 変 換 し 、  発 声 に 現 わ れ る 影 響 を 解 析 し た 。  そ

の結果、 音 声 の 基 本 周 波 数 制 御 に お け る 知 覚 ・ 生

成 相 互 作 用 の 存 在 と 基 本 特 性 を 定 量 的 に 示 す こ と

が で き た 121。本方法の開発と、新しい知見の獲

得 、  基礎デ一夕の蓄積は、 音 声 知 覚 と 生 成 に 対 す

る 統 合 的 ア プ ロ ー チ を 推 進 す る 核 と な る 。

(2) 視覚情報生成機構の研究

視覚パ夕一ンの生成過程では、 運動残効現象を

利 用 し た 新 し い 実 験 に よ る 奥 行 き 運 動 知 覚 機 構 の

解 明 、  両眼融合視での知覚ひずみの定量的把握な

ど 、 視 覚 情 報 イ ン 夕 フ ェ ー ス に お い て 重 要 な 「 自

然な立体視」 の た め の 要 素 技 術 の 確 立 に と っ て 充

分 に 有 効 な 研 究 展 開 と 成 果 を 得 た 。

視覚環境の認識理解機構の研究では、 環 境 の 認

識 ・ 理 解 の た め の 視 覚 基 本 情 報 の 抽 出 に っ い て 検

討 し た 。  一つの画像の中で複数の物体の形やその

動 き 等 が 重 な り 合 つ た 多 重 ・ 多 義 的 視 覚 情 報 抽 出

の 統 一 的 な 数 学 理 論 を 提 案 ・ 体 系 化 し 、 種 々 の 視

(a)養因頭後壁面から5.4om前方 (b)幅頭後堅面から8.4cm前方

図 1  MRIによる鼻月空の3次元計測

幅
頭

へ
の
入
ロ

右

図 2  M R I デー タ に よ る 鼻 腔 3 次 元 モ デ ル

覚 情 報 抽 出 課 題 に お け る 有 効 性 を 実 験 的 に 検 証 し

た l 31。

こ れ ら の 成 果 は 、  見 よ う と す る 意 図 に 基 づ い た

限 球 運 動 や 視 点 の 移 動 等 の 行 動 を 伴 っ た 視 覚 、  い

わ ゆ る 意 図 的 ( 能 動 ) 視 覚 ( イ ン テ ン シ ョ ナ ル 。

ビ ジ ョ ン ) の 研 究 等 の 今 後 の 重 点 課 題 に 対 す る 基

礎 検 討 と し て も 、  着 実 か っ 意 味 の あ る 成 果 で あ る c

視 覚 イ メ ー ジ 認 知 。生成機構の研究では、 3 次

元 物 体 と し て の 顔 の 認 知 モ デ ル に 関 し て 、 顔 を 見

る 角 度 に よ っ て 同 定 能 力 が 変 化 す る 顔 認 識 の 視 点

依 存 性 に 関 す る 基 本 的 性 質 を 発 見 し た 。  コ ン

ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス を 用 い た 陰 影 づ け に よ っ

て 3 次 元 形 状 情 報 だ け を 表 わ し て い る 顔 画 像 を 刺

激 と し て 心 理 物 理 学 的 実 験 を 行 つ た 。  そ の 結 果 、

顔認識の視点依存性に関する基本的性質 ( 斜 め 顔

を 学 習 し た 場 合 に は 、 正 面 顔 や 横 顔 を 学 習 し た 場

合 と 比 較 し て 、  学 習 し て い な い 見 え 方 の 顔 画 像 に

対 し て も 高 い 同 定 能 力 を 持 つ )  を 明 ら か に し た 。

(3) 情報生成統合機構の研究

学 習 と 行 動 の 神 経 計 算 原 理 の 研 究 に お い て 、  運

動 制 御 の 学 習 の 本 質 に 迫 る 基 本 モ デ ル の 提 案 を 行

い、 モデルの有効性に関して生理学的、 実験的両

面 の 検 証 を 行 う こ と に 成 功 し た 。
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運動制御の逆モデル ( 腕 の 動 き か ら 運 動 神 経 情

報 を 推 定 す る ) 学 習 に 焦 点 を 当 て 、 フ ィ ー ド バ ッ

ク 誤 差 学 習 と い う 新 し い モ デ ル を 提 案 し た 。  具 体

的には、 このモデルは、 未 熟 な 運 動 と 望 み の 運 動

と の 誤 差 を 減 少 さ せ る 学 習 機 能 に よ っ て 逆 モ デ ル

を 習 得 し 、  俊 敏 な 運 動 も 望 み 通 り に 達 成 で き る 逆

ダ イ ナ ミ ク ス モ デ ル で あ る  ( 図 3 ) 。 モ デ ル の 生

理 学 的 検 証 に も 成 功 し た 1 1 ] 。

順 モ デ ル  ( 運 動 神 経 情 報 か ら 腕 の 動 き を 推 定 す

る )  と 逆 モ デ ル の 繰 り 返 し に よ る 運 動 軌 道 生 成 の

モデルを提案した。 こ の モ デ ル に よ る 最 適 化 原 理

に 基 づ く  「 見 ま ね 」 学 習 ( 人 の 動 作 を 見 て ま ね

る )  モデルを提案し、 け ん 玉 学 習 ロ ボ ッ ト に よ っ

て 、 モ デ ル の 有 効 性 を 検 証 し た ( 図 4 )。

こ れ ら の 成 果 は 、  学 術 的 な 質 が 高 い だ け で な く 、

マルチモー ダ ル ・ ヒ ュ ー マ ン イ ン 夕 フ ェ ー ス技術

へ の 応 用 可 能 性 に 関 し て も 強 い 期 待 を 与 え る 。

脳 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機 構 の 研 究 で は 、 進 化 シ

ス テ ム や 人 工 生 命 な ど の 未 開 拓 の 分 野 に 挑 戦 し

1 4 l 、 ソ フ ト ゥ ェ ア 進 化 と ハー ド ウ ェ ア 進 化 に 関

し て 、 具 体 的 な 可 能 性 を 示 す こ と に 成 功 し た 。

自 己 複 製 機 能 を 基 に 新 し い 機 能 を 自 律 的 に 生 成

獲 得 す る ソ フ ト ゥ ェ ア 進 化 の 可 能 性 を 検 討 す る

た め 、  突 然 変 異 と 自 然 淘 汰 を モ デ ル 化 し た 仮 想 環

境 を 超 並 列 計 算 機 上 に 構 築 し 、 計 算 機 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン に よ っ て 、 新 し い 機 能 を 自 ら 生 成 ・ 獲 得 す

る プ ロ グ ラ ム の 進 化 が 、  自 然 淘 汰 に よ っ て 可 能 で

あ る こ と を 実 証 し た  ( 図 5 ) 。

セルオ ー ト マ ト ン をべー ス に 、 任 意 の ニ ュ ー ラ

ル ネ ッ ト を ハー ド ゥ ェ ア と し て 発 生 ・ 成 長 - 進 化

さ せ る 画 期 的 な ア イ デ ァ C A M - B r a i n を 提 案 し 、

動 作 シ ミ ュ レーシ ョ ン 実 験 に よ り 、 原 理 的 な 有 効

性 を 確 認 し た  (表紙および本紙12- 13ペー ジ ) 。

高 級 言 語 を 用 い た 記 述 性 と 了 解 性 に 優 れ 、  かっ、

ソ フ ト / ハー ド / 行 動 の 進 化 実 験 に 幅 広 く 適 用 で

き る 進 化 シ ミ ュ レ 一 夕 の 構 築 を 進 め 、 言 語 文 法 を

書 き 換 え 規 則 に 焼 き 直 す こ と に よ り 遺 伝 的 操 作 を

可 能 と す る 、 プ ロ ダ ク シ ョ ン 遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム

を 提 案 し た 。

こ れ ら は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 中 枢 で あ る 脳

と 同 様 に 自 律 性 や 創 造 性 に 富 む 新 し い 情 報 処 理 系

の 創 出 に 向 け た 基 礎 検 討 と し て 質 の 高 い 成 果 で あ

る 。

望み

望みの運動

↑学基に

実際の運動

図 3  運 動 制 御 の ダ イ ナ ミ ク ス モ デ ル

図 4  「見まね」 学習モデルを使つたけん玉ロボッ ト

図 5  突 然 変 異 と 自 然 淘 汰 を モ デ ル 化 し た

仮 想 環 境 テ ィ エ ラ の イ メ ー ジ図

( I m a g e s  b y  A n t i  Grav i ty  Work shop

cour tesy  of the S a n t a  Fe  Inst i tute)
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pp.50 - 5 2 ( 1 9 9 3 )

121 河 原 英 紀 :  “耳 を 使 つ て 話 す ” 、 A T R  J o u r n a l 2 0 、

p p . 8 - 9 ( 1 9 9 5 )

13] 志 沢 雅 彦 :  “ 物 を 見 る た め の 方 程 式 ” 、 A T R  J o u r n a l 1 8 、

pp .6 - 7 ( 1 9 9 5 )

[41 下 原 勝 意 :  “ 人 工 生 命 の 最 前 線 ” 、 A T R  J o u r n a l 1 5 、

p p . 6 - 7 ( 1 9 9 4 )
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あ な た の 曖 味 な 要 求 を 理 解 し ま す

一 通 信 サ ー ビスの要求理解一

( 株 ) A T R 通 信 シ ス テ ム i1jf究1所

通 信 ソ フ ト ウ ェ ア 石ft究室

田 倉  昭

通信ソフ トゥェア開発におけるコス トを下げるためには、 ソ フ  トゥェア開発の最上流工程において通信サー ビスに

対する要求から誤りのない完全なサー ビス仕様を得ることが月子要です。 当研究所では、 このソフトゥェア開発にお

ける最上流工程の自動化を含めた通信ソフトゥェア自動作成の研究を進めています。通信サー ビス設計者が最初に

記述する要求仕様は、 一般に曖味で、 誤りや矛盾が含まれる不完全な仕様です。 この不完全な仕様から完全なサー

ビス仕様を得る方法にっいて紹介します。

l1] は じ め に

ネ ッ ト ヮ ー ク や 通 信 サー ビスの設計に精通してい

る専門家以外の人、 す な わ ち 非 専 門 家 が 、  通 信 サ ー

ビ ス を 開 発 す る ネ ッ  ト ヮ ー クのオ ー プ ン 化 が 進 みっ

つ あ り ま す 。 一 方 、 通 信 サー ビ ス が 多 様 化 し 、 通 信

サー ビ ス を 実 現 す る 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア は ま す ま す 複

雑 で 大 規 模 な も の に な っ て い ま す 。  当研究所では、

非 専 門 家 が 記 述 し た 通 信 サー ビス仕様に基づき実際

の 交 換 機 の 動 作 を 可 能 と す る ソ フ ト ゥ ェ ア 自 動 作 成

手 法 の 研 究 を 進 め て い ま す 。

完 全 な サー ビ ス 仕 様 か ら ソ フ ト ゥ ェ アへ変 換 す る

ソ フ ト ゥ ェ ア 自 動 作 成 の 研 究 は 他 の 機 関 で も 行 わ れ

て い ま す 。  し か し 、 非 専 門 家 が は じ め か ら 誤 り の な

い、 完 全 な サー ビ ス 仕 様 を 書 く こ と は ほ と ん ど 不 可

能 で す 。 そ こ で 、 不 完 全 な サ ー ビ ス 仕 様 か ら 通 信

サー ビ ス と し て 意 味 の あ る 完 全 な サー ビス仕様への

変 換 が 必 須 と な り ま す 。  不 完 全 な 仕 様 に 含 ま れ る 要

求 を 理 解 し 、 完 全 な 仕 様へ変 換 す る こ と を 要 求 理 解

と 呼 び ま す ( 図 1 ) 。

0::1
図 1  要 求 理 解 と は

国 ユー ザ が 記 述 す る サ ー ビス仕様

通 信 サ ー ビス仕様を記述する仕様記述言語の一つ

に 、  既 に 本 ジ ャ ー ナ ル で も 紹 介 さ れ て い る S T R

(S ta te  Tran s i t i o n  R u l e )  111 が あ り ま す 。 ま た

よ り ュー ザ フ レ ン ド リ な 記 述 の 仕 方 と し て サー ビス

仕 様 を 日 本 語 や 図 形 を 用 い て 記 述 す る こ と も 可 能 で

す。 こ れ ら の 記 述 は S T R に 変 換 す る こ と が 可 能 で

す 121。更に、 S T R で 記 述 さ れ た 完 全 な 仕 様 か ら 、

実 際 の 交 換 機 で 動 作 す る ソ フ ト ゥ ェ ア を 自 動 作 成 す

る こ と が で き ま す 。 そ こ で 、 サ ー ビ ス 仕 様 は S T R

で 記 述 さ れ た も の を 対 象 と し ま す 。  サー ビスの仕様

は 、 電 話 端 末 を 操 作 し た と き に 、 端 末 が ど の よ う に

状 態 遷 移 す る か と い う 規 則 の 集 合 に よ り 定 義 し ま す 。

例 え ば 、  ダ イ ヤ ル ト ー ン が 聞 こ え て い る 端 末 A か ら

空 き 状 態 の 端 末 B の 番 号 を 回 す  ( ダ イ ヤ ル す る )  と 、

端 末 A で は 端 末 B を 呼 び 出 す 青 が 聞 こ え 、  端 末 B で

は 呼 び 出 し 音 が な り ま す 。  こ の 選 移 規 則 を S T R で

は 図 2 の よ う に 書 き ま す 。

dia1-tone(A),idle(B)
dia1(A,B):

ring-back(A,B), ringing(B,A)

図 2  S T R 規 則 の 例

S T  R を 用 い て サ ー ビ ス 仕 様 を 記 述 す る 場 合 の 特

徴 は 、 サー ビ ス を 受 け る イ メ ー ジ そ の ま ま で 書 く こ

と が で き る と こ ろ で あ り 、 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア に 関 す

る 知 識 や 既 存 サ ー ビ ス に 関 す る 詳 細 な 知 識 を 必 要 と

し な い と こ ろ で す 。

国 要 求 理 解

S T R で 記 述 さ れ た 通 信 サ ー ビ ス に 対 す る 要 求 仕 様

に 含 ま れ る 不 完 全 性 に は 、  個 々 の S T R 規 則 の 記 述

誤 り と S T R 規 則 の 不 足 の 2 種 類 が あ り ま す 。  こ の

よ う な 不 完 全 な 要 求 か ら 通 信 サー ビ ス と し て 意 味 の

あ る 仕 様 を 導 出 す る た め に は 、  誤 り が あ る こ と や

S T R 規 則 が 不 足 し て い る こ と を 検 出 し 、 望 ま し い
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仕 様 に す る た め の 仕 様 の 変 更 や 補 完 が 必 要 で す 。 仕

様 の 不 完 全 性 を 検 出 し 補 完 す る た め に 、  仮 説 推 論 を

用 い た 解 析 を 行 い ま す 。  仮 説 推 論 と は 、  不 足 し て い

る 情 報 を 仮 定 し て 推 論 を 進 め る 方 式 の こ と で す 。  仮

説 推 論 を 行 う こ と に よ り 、 S T R 規 則 中 の 情 報 の 不

足 を 補 つ て 推 論 を 進 め る こ と が 可 能 と な り ま す 。  こ

の結果、 推 論 を 進 め る 途 中 で 補 つ た 情 報 を 基 に 、  通

信 サー ビ ス と し て 意 味 の あ る 仕 様 を 求 め ま す 。 図 3

に お い て 、  状 態 A か ら 状 態 B へ の 遷 移 が な い 場 合 に 、

状 態 A 、  状 態 B に 仮 説 H A、 H B を 追 加 し た 状 態 を 用

い ま す 。  仮 説 H A は 初 期 状 態 i d l e  ( 空 き 状 態 )  か ら

到 達 可 能 な 状 態 に 限 ら れ ま す 。  こ の と き A に H  A を

追 加 し た 状 態 か ら B に H  B を 追 加 し た 状 態 に 至 る 動

作 が 補 完 す る サー ビ ス 仕 様 と な り ま す 。

図 3  仮 説 推 論 を 用 い た 要 求 理 解

こ の 仮 説 推 論 を 用 い た だ け で は 、  予 め 蓄 積 さ れ て

い る 既 存 サ ー ビ ス に 関 す る S T R 規 則 に 基 づ く 範 囲

内 で の 推 論 し か 行 う こ と が で き ま せ ん 。 そ こ で 、 通

信 サー ビ ス に 関 す る一般 知 識 や 通 信 サー ビ ス を 抽 象

化 し た 通 信 サー ビ ス に 関 す る 領 域 知 識 ( こ こ で は ド

メ イ ン モ デ ル と 呼 び ま す )  を 用 い て 不 足 す る 仕 様 の

補 完 を 行 い ま す 。  こ の ド メ イ ン モ デ ル を 用 い る こ と

に よ り 、 新 規 の 仕 様 の 生 成 が 可 能 と な り ま す 。  ド メ

不完全な仕様

イ ン モ デ ル を 用 い て 不 足 す る 仕 様 を 補 う た め に 行 う

推 論 を こ こ で は モ デ ル 推 論 と 呼 び ま す ( 図 4 ) 。

こ の よ う に 仮 説 推 論 や モ デ ル 推 論 を 行 う こ と に よ

り 、 不 完 全 な サー ビ ス 仕 様 か ら 通 信 サー ビ ス と し て

意 味 の あ る 完 全 な サー ビ ス 仕 様 を 得 る こ と が で き ま

す。 得 ら れ た サー ビ ス 仕 様 が サー ビス設計者の意図

を 満 た し て い る こ と を 、 S T R 規 則 の イ ン 夕 プ リ 夕

を 用 い た ア ニ メ ー シ ョ ン ( 端 末 動 作 の シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン ) に よ り 確 認 し ま す 1 3 。 こ の ア ニ メ ー シ ョ

ン に よ り 、  サー ビス設計者は補完された仕様が自分

の 意 図 に あ っ て い る か 否 か を 確 認 す る こ と が で き ま

す。

国 ぉ わ り に

こ こ で は 、  仮 説 推 論 に 基 づ く 解 析 的 な 手 法 と モ デ

ル 推 論 に 基 づ く 意 味 的 な 手 法 を 組 み 合 わ せ た 通 信

サー ビスの要求理解手法について述べました。 こ の

二 種 類 の 手 法 の 組 み 合 わ せ に よ り 、 定 型 的 な 処 理 に

対 す る 仕 様 の 補 完 も 新 た な サー ビスに対する抽象的

な モ デ ル 上 で の 推 論 に 基 づ く 仕 様 の 補 完 も 可 能 に な

り ま す 。 現 在 、 補 完 に よ り 得 ら れ た 仕 様 が 通 信 サー

ビ ス と し て の 性 質 を 満 足 す る こ と を 高 速 に 検 証 す る

方 式 にっ い て の 研 究 を 行 つ て い ま す 。

参考文献

1 、l川 、1i「通イ,サー ビス記述と検,;l11の容易化をめさして

- 1 十 1 - 2 ? 一 」 A T R ジ ャ ー ナ ル , No 10 ,,

pp  9 - 1 4 ( 1 9 9 1 )

2 小4本,' f純 「 あ な た の 一 集を理角'「します一通信サー ビスに対

す る 要 求.i 述 一 _ A T R ジ ャ ー ナル,  N o  16 ,,

p p  2 - 3 ( 1 9 9 4 )

3 l 1 」見 -l1- 「 系 会 て プ 口 ク ラ ム ー アニメで者1f二 認 一」

A T R シ ャ ー ナ ル ,  N o  1 4 , p p  2 - 5 ( 1 9 9 3 )

完全な仕様

ド メ イ ン モ デ ル

図 4  モ デ ル 推 論 を 用 い た 要 求 理 解
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e研究動向紹介

新しいコ ミ ュニケ ー シ ョ  ンの場をつくる

ー「 M I C  Exploration Space」 の 構 築 に 向 け て 一

( 株 ) A T R 知 能 映 像 通 信 研 究 所

第 1 研 究 室

ク リ ス タ  ソ ム ラ ー 、  ロ ラ ン  ミ ニ ョ ノ ー

「 イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ ア ー ト」  は、 観 客 と 作 品 の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン が 可 能 な ア ー トの新しい分野です。 また

人間同士、および人間とコンピュ ー タ の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 扱 う の は 工 学 の 重 要 な

分 野 の 1 つ で す 。 こ の 2 つ の 異 な っ た ア プ ロ ー チを組み合わせるこ .と に よ り 、 新 し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 形 や 場 が 生 ま れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 こ の よ う な 考 え の も と で 、 新 し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 の 創 造

に向けた研究を開始しました。

[ j] イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ァー ト と は

私 た ち の 研 究 所 で は 、 イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ ア ー ト と

工 学 の 共 同 作 業 に よ り コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 新 し い

形 態 を 作 り 出 す こ と を め ざ し た 研 究 を 開 始 し ま し た 。

ま ず 、 イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ ア ー ト と は ど の よ う な も の

か 理 解 し て も ら う た め に 、 私 た ち の 2 つ の 代 表 作 品

を 紹 介 し ま し ょ う 。

(1) A - Volve本

「 A -volve」 は 、  観 客 が 水 の 張 つ て あ る 水 格

で 仮 想 的 な 生 物 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン を 行 う こ と

が で き る 作 品 で す 。 夕 ツ チ ス ク リ ー ンから任意の

形 を 入 力 す る こ と に よ り 、  そ の 形 を 持 つ た 仮 想 生

物 が ス ク リ ー ン に 写 し 出 さ れ ま す 。 仮 想 生 物 は 、

観客の水の中の手の動きに反応します。 観客が角虫

れ る と 、 仮 想 生 物 は そ の 手 を 避 け て 逃 げ よ う と し

た り 、  ま た 時 に は 戻 つ て き て 遊 び た が る こ と も あ

り ま す 。 仮 想 生 物 の ふ る ま い は 、 観 客 が 入 力 し た

形 状 に 基 づ い て 決 定 さ れ て い ま す 。  同 時 に 、  仮 想

生 物 に は 進 化 の 法 則 が プ ロ グ ラ ム さ れ て お り 、 他

の 仮 想 生 物 を 捕 捉 し た り 、  交 配 し て そ の 遺 伝 子 を

受 け 継 い だ 子 孫 を 残 し た り し ま す 。  「 A - Vo lve」

は、 現 実 に は 存 在 し な い 仮 想 的 な 生 命 体 が あ た か

も 実 際 の 生 命 体 で あ る か の よ う な ふ る ま い を す る

と い う 、  いわば現実と非現実が同居した新しい世

界 を 作 つ た 作 品 で す 。

(2) Trans  P l an t * *

「 T r a n s  P l a n t 」 は 、 観 客 が 仮 想 的 な 植 物 の

繁 る 空 間 に 入 り そ の 植 物 と イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン す る

こ と が で き る 作 品 で す 。  観客が展示スペー ス に は

い る と 、 大 き な ス ク リ ー ン の 前 に 出 ま す 。 そ の 前

で 自 由 に 動 き 回 る と 、  観 客 の 歩 み や 動 作 に よ り 仮

想植物が生育します。 動 き や そ の 早 さ を 変 え る と 、

植 物 の 生 育 の 度 合 い を 変 え る こ と が 出 来 ま す 。 ま

た 、  観 客 の 外 形 に よ り 生 育 す る 植 物 の 種 類 が 変 わ

り ま す 。  こ の よ う に 、  自 分 の 外 形 や そ の 動 作 に よ

り 、  観 客 は 彼 等 自 身 の 森 を 作 り 出 す こ と が で き ま

す。 い い か え る と 、  この森は観客の個性を仮想空

間 と し て 可 視 化 し た も の と い う こ と が で き ま す 。

植物の種類が增え、 ま た そ の 生 育 の 程 度 が 進 む と

共 に 、 観 客 に あ た か も 環 境 と 一 体 と な っ た よ う な

感 覚 を 与 え る こ と を 狙 つ て い ま す 。

[1量] コ ミ ュ ニ ケー シ la ンへの適用

さ て 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ア ー ト は コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン に ど の よ う に 使 え る の で し ょ う か 。 ま ず 、 現

在 構 築 中 の 「 M I C  Exp1orat ion S p a c e 」 は ど の よ

う な も の か 説 明 し ま し ょ う 。 図 に あ る よ う に 、 離 れ

た 場 所 に い る 2 人 が そ れ ぞ れ ス ク リ ー ンの前に立 っ

て い ま す 。 ス ク リ ー ン に は 2 人 の 3 次 元 の 映 像 が 映

し 出 さ れ て い ま す 。  お 互 い が 身 振 り 手 振 り を 交 え て

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を す る と 、 そ れ に 応 じ て ス ク

リ ー ンの中で3次元の仮想植物や仮想生物が成長し、

姿 を 変 え ま す 。  こ れ に よ っ て 、  あ た か も 3 次 元 の 仮

想 環 境 の 中 で 環 境 と 一体 と な っ て 相 手 と コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン し て い る か の よ う な 感 覚 を 味 わ え ま す 。

人 と 環 境 と の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン は 、  「 A - Vo l ve」

や 「 T r a n s  P l a n t 」  を 制 作 し て き た 経 験 を ベ ー ス

に 、 自 然 で か っ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 活 性 化 す る よ

う な 方 法 の 実 現 を 狙 っ て い ま す 。  人 を 仮 想 空 間 に 投

影 す る 方 法 と し て 、  「 T r a n s  P l a n t 」 で 開 発 し た

「 3 D  K e y 」 と い う 方 法 を 用 い ま す 。  「 3 D  K e y 」

は、 3 次 元 の 空 間 に お け る 人 の 位 置 の 検 出 を カ メ ラ

に よ る 検 出 シ ス テ ム に よ っ て 行 い 、  そ れ に 基 づ い て

人 の 映 像 を 3 次 元 の 仮 想 空 間 に 投 影 す る と い う 手 法

で す 。 ま た 、 当 面 は 映 像 を 介 し た イ ン タ ラ ク シ ョ ン

のみですが、 将 来 は 音 声 認 識 技 術 な ど を 用 い て 音 を

介 し た イ ン タ ラ ク シ ョ ン 機 能 も 取 り 入 れ る 予 定 で す 。
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E] 工 学 的 な ァ プ ロ ーチ と の 比 較

イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 工 学 に

お い て も 重 要 な 研 究 分 野 と し て 扱 わ れ て い ま す 。  工

学 的 な ア プ ロ ー チ に 対 し こ こ で の ア プ ロ ー チの特徴

を 列 挙 し て み ま す 。

(1) ノ ン バーバ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

対 面 型 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で は 手 振 り 、 身 振

り 、 表 情 な ど に よ る 意 思 伝 達 ( ノ ン バー バ ル コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ) が 重 要 な 役 割 を は た し て い る

こ と は 良 く 知 ら れ て い ま す 。  最 近 工 学 で も そ の 重

要 性 が 認 識 さ れ る よ う に な っ て き ま し た が 、 具 体

的 な 取 り 組 み は こ れ か ら で す 。  こ れ に 対 し 、  こ こ

で は 離 れ た 地 点 に い る 人 を 同 じ 仮 想 空 間 に 投 影 し

仮想空間を共有させ、 ジ ェ ス チ ャ ーや 体 の 動 き に

応 じ て 周 囲 の 仮 想 環 境 を 変 化 さ せ る と い う 方 法 を

と る こ と に よ り 、 ノ ン ノ、、 ー ノ、、ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 強 調 ・ 支 援 す る こ と を 狙 つ て い ま す 。

(2) 人 間 と 環 境 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

人 は 他 の 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン す る ば か り で

な く 、 環 境 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 つ て い ま

す 。 例 え ば 家 は 住 む 人 の 人 柄 を あ ら わ し て い る と

い わ れ ま す 。 ま た 、 ぺ ッ ト の 性 格 は 飼 い 主 の 人 格

に 染 ま る と い い ま す 。 人 と 仮 想 環 境 と の イ ン 夕 ラ

ク シ ョ ン を 通 し て 、 仮 想 環 境 の 表 現 は 人 の 個 性 や

心 理 状 態 を 反 映 し た も の と な り ま す 。 仮 想 空 間 を

他 の 参 加 者 と 共 有 し た 場 合 は 、  環 境 は こ の 新 し い

状 態 に 適 応 し 、 複 数 の 人 の 個 性 、 心 理 状 態 を 反 映

し た も の と な る こ と が 期 待 さ れ ま す 。  こ の よ う に

して、 相 手 お よ び 環 境 と 一 体 と な っ た よ り 深 い コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 実 現 で き る 可 能 性 が あ り ま す 。

(3) リ ア ル 夕 イ ム イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン

イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ な 作 品 を デ ザ イ ン す る 際 、 イ

ン タ ラ ク シ ョ ン の 結 果 を リ ア ル タ イ ム で フ ィ ー ド

バ ッ ク す る こ と が 必 須 条 件 で す 。 基 本 的 に は 、

フ ィ ー ド バ ッ ク の 内 容 に 、 ゲー ム や 純 粋 に 技 術 的

な デ モ と ァ ー ト 作 品 の 違 い が あ る と い え ま す 。

ゲー ム で は ボ 夕 ン を 押 す と 対 応 し た 結 果 が 得 ら れ

る 単 純 な イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン が 採 用 さ れ て い ま す 。

フ ラ イ ト シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な ど で は イ ン 夕 ラ

ク シ ョ ン は よ り 複 雑

と な っ て い ま す が 、

そ れ で も 予 測 可 能 な

リ ア ク シ ョ ン を 返 す

よ う に プ ロ グ ラ ム し

て あ り ま す 。 一 方 、

イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ

ア ー ト の 作 品 に お い

て は 、  ア ク シ ョ ン に

対 す る リ ア ク シ ョ ン

が 観 客 に 与 え る 知 的 な ま た 感 覚 的 な 効 果 に 重 点 を

お い て い ま す 。  こ こ を い か に プ ロ グ ラ ム す る か が

ア ー テ ィ ス ト の 感 性 に 基 づ く 部 分 で す 。

(4) 自 然 な イ ン 夕 フ ェ ー ス

仮 想 空 間 と の イ ン 夕 フ ェ ー ス と し て 、 ゴー グル

や デ 一 夕 グ ロ ー ブ 等 が 使 わ れ る の が 通 常 で す が 、

動 き を 不 自 由 に す る こ れ ら の デ バ イ ス の 着 用 を 不

要 に す る こ と が 、  仮想空間へ の 自 然 な ア ク セ ス の

た め に 必 要 で す 。  私 た ち の 開 発 し た 手 法 で あ る

「3D  Key」 に よ っ て 、 参 加 者 は 、 実 空 間 に お け

る 動 作 に よ っ て 、  仮想空間内を移動しかっ仮想物

体 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン が 可 能 と な り ま す 。  こ の

方 法 は 従 来 よ り 仮 想 空 間 内 で の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン

を 容 易 に 行 う こ と が で き る 方 法 と い え ま す 。

回 む す び

工 学 の 分 野 か ら み る と 、 ア ー ト は 異 質 な も の 、 理

解 不 能 な も の と し て 取 り 扱 わ れ て き ま し た 。  しかし

な が ら 、 上 に 説 明 し た よ う に 、 イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ

ア ー ト で は 工 学 と 同 様 、 イ ン タ ラ ク シ ョ ン 、  コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 扱 っ て き た と い え ま す 。  アー ト か ら

の ア プ ロ ー チ の 方 法 が 工 学 と 異 な る の は 、  ア ー テ ィ

ス ト の 感 性 、 直 感 に 基 づ い て い る 点 で す 。  こ れ を 、

工学的な方法、 特 に ジ ェ ス チ ャ 一 認 識 や 音 声 認 識 な

ど と 統 合 す る こ と に よ り イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン と コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン が よ り 高 度 化 し て い く こ と が 期 待 で き

ま す 。  こ の よ う に 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ア ー ト と コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 は 、 人 間 と 人 間 の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を サ ポ ー ト す る と い う 共 通 の 目 標 を も っ

て 相 互 に 助 け あ い な が ら 発 展 し て い く 可 能 性 が 大 き

い と い え る で し ょ う 。

( 本 文 は ソ ム ラ ー & ミ ニ ョ ノ ーの車稿を基本にィ度等とのディ ス

カ ッ シ ョ ン を 通 し て 中 津 良 平 が 書 き 直 し た 。 )

* A - V o l v e 」 は 、  ソ ム ラ ー & ミ ニ ョ ノ ー が N T T - I C C の 支

援 の も と に A T R で 制 作 し た 。

* *  「 T r a n s  P l a n t 」 は 、  ソ ム ラ ー & ミ ニ ョ ノ ーが 束 京 都 写 真

美 術 館 の た め に A T R の 協 力 で 制 作 し 、  常 設 展 示 さ れ て い る 。

図 M I C  E x p l o r a t i o n  Space
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地 図 を 見 な が ら し ゃ べる

一 マルチモーダル音声翻訳通信を目指して 一

私たちは、 日常の多くの場面で、 言業だけでなく、 身振りゃ手振りを無意識に使いながらし ゃべっています。 そし

てしばしば、そのような言業以外の仕草は、会話をわかりやすく、効率的にしています。この仕組を、音声翻訳通

信システムに適用できれば、異なる言語の間の対話がより柔軟で的確なものになるのではないでしょうか。 このよ

うな考えのもとに、言葉以外の仕草のひとっである、 「指差し」に関する実験と分析を行い、 「指差し」 と音声を

組み合わせて解釈できるマルチモー ダル・システムを作成してみました。

[ j] マルチモー ダ ル 。 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

日 常 、 他 人 と 向 か い 合 っ て 話 を す る と き 、 私 た ち

は 、 声 以 外 に も 、 身 振 り 、 視 線 、 表 情 な ど の い ろ い

ろ な 手 段 を 無 意 識 の う ち に 使 っ て い ま す 。  そ し て 、

こ れ ら の 手 段 は 、  し ば し ば 対 話 を わ か り や す く 円 滑

に す る 役 割 を 演 じ て い ま す 。  こ の よ う な 事 実 に ヒ ン

ト を 得 て 、 最 近 、 対 話 の 研 究 の 分 野 で は 、 上 で 述 べ

た よ う な 音 声 以 外 の 情 報 も 積 極 的 に 利 用 し て 、  対話

の 理 解 に 役 立 て よ う と す る 、 い わ ゆ る 「 マ ル チ モー

ダル 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 の 研 究 が さ か ん に な っ

て き ま し た 。 私 た ち は 今 回 、 音 声 以 外 の 1一 役 に 立 つ

情 報 」 と し て 、  「 地 図 な ど を 指 差 す 行 為 1 を 取 り 上

げ て み ま し た 。

[2] 指 を 差 し な が ら し ゃべ る こ と

地 図 な ど を 指 差 し な が ら し ゃ べ る と い う 行 為 は 、

日 常 生 活 の 私 た ち の 対 話 で 頻 繁 に 行 わ れ て い ま す 。

人は、 も の を 指 差 す こ と に よ っ て 、  自分が話す内容

を よ り 明 確 に し よ う と し ま す 。 さ ら に 考 え る と 、 指

差 し に は も う 一 つ の 役 割 が あ る こ と が わ か り ま す 。

す な わ ち 、  も の を 指 差 す こ と に よ っ て 、  差 さ れ た 対

象 物 に 関 し て 一 々 言 葉 で 長 く 説 明 し な く て も す む と

い う こ と で す 。 例 え ば 、 あ る 人 が 「 A T R 音 声 翻 訳

通 信 研 究 所 ま で 行 き た い の で す が 」  と し ゃ べ っ た と

し ま し ょ う 。 こ の 時 、  も し 手 近 に 地 図 で も あ れ ば 、

地 図 上 の A T R 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 の あ る 場 所 を 差

し な が ら 、  「 こ こ ま で 行 き た い の で す が 」  と 言 う だ

け で 相 手 に は 意 味 が わ か る わ け で す 。  こ の よ う に 、

指 差 し に は 、  地 図 や 絵 な ど の 視 覚 的 な 情 報 と と も に

使 わ れ て 、 人 間 が し ゃ べ る 労 力 を 減 ら し 、 人 間 同 士

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を よ り 円 滑 に す る と い う 特 徴

も あ る と い う こ と が わ か り ま す 。

私たちは現在、 以 上 の よ う な 指 差 し の 効 用 を 、  音

声 翻 訳 対 話 シ ス テ ム に 適 用 す る 研 究 を 行 っ て い ま す 。

指 差 し は 対 話 の 場 面 で は 非 常 に 効 果 を 発 揮 す る一方、

そ れ を 対 語 シ ス テ ム に 利 用 し よ う と す る と 、  い ろ い

ろ な 技 術 的 課 題 が あ り ま す 。 そ の う ち 、  も っ と も 根

本的な課題は、 「 言 葉 で し ゃ べ っ た 内 容 と 、  指 で 差

さ れ た 対 象 物 に 関 す る 情 報 を 統 合 す る 」  こ と で す 。

先 ほ ど の 例 で い え ば 、  「 こ こ ま で 行 き た い の で す

が 」  と い う 文 の 内 容 を 理 解 す る た め に は 、  指 差 し や

地 図 の 情 報 を う ま く 組 み 合 わ せ て 考 え な い と 、  こ こ

が 示 す も の や 、  ひ い て は 文 の 内 容 が 理 解 で き な い と

い う こ と で す 。

今回は、 指差しの使われ方や、 指 差 し と 言 葉 の 関

係 を 実 験 結 果 を も と に し て 述 べ 、 さ ら に 、 言 葉 と 指

差 し を 同 時 に 受 け 付 け て 意 味 を 推 定 す る 、  マ ル チ

モー ダ ル 情 報 の 統 合 シ ス テ ム を 紹 介 し ま す 。

[3] 指 差 し の 方 法

人 は 、 地 図 な ど を 使 つ て 道 案 内 を す る と き 、 ど の

よ う な 方 法 で 、  も の を 指 差 し た り 、  あ る 場 所 か ら あ

る 場 所 ま で の 行 き か た を 説 明 し た り す る の で し ょ う

か ?

私 た ち は 、 コ ン ピ ュ ー タ 画 面 に 夕 ツ チ ス ク リ ー ン

を 取 り 付 け 、  そ こ に 地 図 を 表 示 し 、  被験者二人の間

で 道 案 内 に 関 す る や り 取 り を し て も ら う 実 験 を 行 い

ま し た 。 そ の 結 果 、 人 は 主 に 図 1 の よ う な 5 種 類 の

パ 夕 一 ン の 組 み 合 わ せ で 地 図 の 内 容 を 説 明 し て い る

こ と が わ か り ま し た 。

そ れ ぞ れ の 指 差 し の 用 途 を 観 察 す る と 、  サー ク リ

ン グ 、  マー キ ン グ な ど 、  ド ラ ッ ギ ン グ 以 外 の 指 差 し

は 、 主 に も の の 場 所 を 伝 え る と き に 使 わ れ 、  ド ラ ッ

ギ ン グ は 主 に 道 順 を 伝 え る と き に 使 わ れ て い ま し た 。
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図 1  指 差 し の 種 類

[4] 「 指 差 し 」 と 「 差 さ れ る も の 」

「 指 差 し 」 と 、 地 図 上 の 「 差 さ れ る も の 」 の 位 置

的 な 関 係 にっ い て み て み る と 、 図 2 の よ う に 、 曖 味

な 場 合 が と て も 多 い こ と が わ か り ま し た 。

図 2  指 差 し の 曖 味 さ

つ ま り 、  人 間 は 必 ず し も 、  地 図 上 の も の を き ち ん

と 丸 で 囲 ん だ り 、  道 な ど に 沿 っ て き ち ん と 線 を 引 い

た り は し な い と い う こ と で す 。 で す か ら 、 ま ず 、 何

が 差 さ れ て い る の か を 判 断 す る こ と が 重 要 で す 。  そ

れ に は ど う す れ ば よ い で し ょ う か 。 サー ク リ ン グ と

ド ラ ッ ギ ン グ に つ い て 考 え て み ま し ょ う 。

「 こ の 駅 で 降 り て く だ さ い 」  と 言 い な が ら 、 地 図

の 一 部 を 丸 で 囲 む 動 作 ( サー ク リ ン グ ) を す る 場 合

を 考 え て み ま し ょ う 。 ま ず 、 丸 で 囲 ま れ て い る か 、

丸 の 近 く に あ る も の を 、  「 差 さ れ て い る も の 」 の 候

補 と し て 取 り 出 し て き ま す 。 次 に 、 そ れ ら の う ち か

ら 、 文 と の タ イ ミ ン グ ( 文 を し ゃ べ っ た 時 刻 と 指 差

し の 時 刻 が か け 離 れ て い な い )  や 単 語 と の 意 味 関 係

( 「 こ の 駅 」 と 言 つ て い る な ら ば 、  「 駅 」 を 表 わ し

て い る も の が 差 さ れ て い る と 判 断 す る )  を 考 慮 し て 、

最 終 的 に 「 差 さ れ て い る も の 」 が 決 定 さ れ 、  「 こ の

駅 」  が ど の 駅 な の か 、  ひ い て は 文 の 意 味 が わ か り ま

す 。

次 は 線 を 引 く 動 作 ( ド ラ ッ ギ ン グ ) で す 。  「 こ の

よ う に 行 っ て く だ さ い 」 と 言 い な が ら 、 道 路 に 沿 つ

て 線 を 引 い た 場 合 は 、  線 が 通 つ て い る 代 表 的 な 場 所

( 始 点 、  終 点 、  通 過 点 、  線 が 由 が っ て い る 場 所 な

ど ) を 取 り 出 し て 、 最 終 的 に は 、  「 こ の よ う に 」 と

い う 言 葉 が 「 始 点 か ら 終 点 ま で こ の よ う な 通 過 点 を

通 つ て 」  と い う 意 味 に 置 き 換 え ら れ て 、  文全体の意

味 が 理 解 さ れ ま す 。

[li] 指 差 し と 言 葉 を 理 解 で き る シ ス テ ム

私 た ち は 、 以 上 の よ う な 考 え 方 を も と に 、  し ゃ べ

り な が ら コ ン ピ ュ 一 夕 の 画 面 上 の 地 図 を 指 で 差 す と 、

そ の 言 葉 と 指 差 し を 認 識 し て 、  し ゃ べ っ た 文 の 意 味

を 理 解 す る シ ス テ ム を 作 り ま し た ( 図 3 ) 。

図 3  指 差 し と 言 葉 を 理 解 で き る シ ス テ ム

し ゃ べ っ た 音 声 は 、  音 声 認 識 部 で 認 識 さ れ 、  そ の

後 細 か く 言 語 解 析 さ れ ま す 。  画面上の指差しは、指

差 し 認 識 部 で 解 析 さ れ 、  地 図 情 報 な ど を 使 つ て そ の

種類、 用途、 差 さ れ た も の な ど が 特 定 さ れ ま す 。  そ

の後、 統合処理部では、 言 葉 と 指 差 し の 意 味 関 係 や

時 間 関 係 が 判 断 さ れ 、  両 情 報 が 統 合 さ れ た  「指差し

+音 声 」  全 体 の 意 味 が 得 ら れ ま す 。

国 む す び

こ こ で は 、  地 図 や 絵 を 指 で 差 し な が ら 話 す 時 の 言

葉の特徴や、 指 差 し と 言 葉 の 関 係 、  そ し て こ の よ う

な 複 数 の 異 な る 種 類 の 入 力 を 処 理 す る こ と が 可 能 な

シ ス テ ム にっ い て 述 べ ま し た 。  今後は、 ひきっづき

当 シ ス テ ム を 音 声 翻 訳 通 信 シ ス テ ム に 応 用 す る た め

の 研 究 を 行 う と と も に 、 指 差 し だ け で な く 、 音 声 翻

訳 技 術 に 有 益 な 他 の 情 報 に 関 す る 研 究 も 行 っ て い く

予 定 で す 。
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e研究動向紹介

進 化 す る コ ン ピ ュ ー 夕 は 可 能 か

邊 見  均 、 H u g o d e  G a r i s

コンピュ ー タに人間のようなふるまいをさせる、 というのは多くの研究者を引き付けるテーマです。 私たちはこの

研究テーマにちょっと変ったアプローチをしました。人間も生物の一員です。そして、生物を作つてきたのは何十

億年という進化のプロセスです。 では、 コンピュ ー タを直接進化させたらどうでしょうか。 しかも最大の効率が得

ら れ る よ う に ハー ドゥェアそのものを進化させるのです。 今までになかった生き物のように柔軟なコンピュ一夕が

できあがるかも知れません。 ここでは、 私たちが行なっている進化するハー ドゥェアの研究をご紹介します。

[lj] ハー ド ウ ェ ア の 進 化 と は

し て 欲 し い こ と を 伝 え る だ け で 、 あ と は コ ン

ピ ュ 一 夕 が 自 分 で う ま い 方 法 を 探 し て や っ て く れ る 。

あ る い は 、 仕 事 の 状 況 が 突 然 変 つ た 時 で も コ ン

ピ ュ 一 夕 が 条 件 の 変 化 に 柔 軟 に 対 応 し て 、  今 ま で と

は 別 の 方 法 で 同 じ よ う に 仕 事 を こ な し て く れ る 。

プ ロ グ ラ ミ ン グ を し た こ と の あ る 人 な ら 、 現 実 の

コ ン ピ ュ ー タ が そ ん な 夢 と か け 離 れ て い る こ と を

知 つ て い る で し ょ う 。 コ ン ピ ュ 一 夕 に 仕 事 を さ せ る

に は 、  仕 事 の 目 的 を 伝 え る の で は な く 仕 事 の 手 順 を

細 か く し か も 完 全 に 正 確 に プ ロ グ ラ ム し な け れ ば な

り ま せ ん 。 仕 事 の 目 的 を 知 り ま せ ん か ら 、  コ ン

ピ ュ 一 夕 は プ ロ グ ラ ム が 間 違 つ て い る 場 合 で も 間

違 つ た 通 り に 実 行 し ま す し 、  状況が変 つ て も 今 ま で

と 同 じ 手 順 を 繰 り 返 す だ け で す 。

しかし、 も し コ ン ピ ュ ー タ が 生 物 の よ う に 進 化 す

る こ と が で き た ら 、 初 め に 書 い た よ う な こ と が で き

る の で は な い か 。  さ ら に 、  目的を達成するのに手持

ち の 機 能 で 不 足 し て い れ ば 、  足 り な い 機 能 を 新 た に

創 り 出 す 、 仕 事 の こ な し 方 が 遅 け れ ば 、 遅 い 部 分 を

自 分 で 強 化 し て も っ と 速 く で き る よ う に す る 、 そ ん

な 夢 の コ ン ピ ュ 一 夕 を っ く る 。  そ れ が 進 化 す る ハー

ド ゥ ェ ア の 研 究 の 目 的 で す 。

国 た く  さ ん つ く  っ て は こ わ す こ と で 進 化 さ せ る

生 物 で な い も の を 進 化 さ せ る と い っ て も ち ょ っ と

ピ ン と こ な い か も 知 れ ま せ ん 。  そ こ で 、  こ の 研 究 で

使 う 進 化 の し く み を お お ま か に 説 明 し ま し ょ う 。

図 1 の ( a ) を 見 て く だ さ い 。  〇 が 1 0 個 あ り ま す 。 そ

の 一 個 一 個 が 何 か の ハー ド ゥ ェ ア で あ る と 思 つ て く

だ さ い 。  進 化 を 考 え て い る の で 、  生 物 の 言 葉 を 借 り

て 各 ハー ド ゥ ェ ア を 個 体 と 呼 ぶ こ と に し ま す 。 次 に

そ れ ぞ れ の 個 体 に ど れ だ け 目 的 に あ っ て い る か に 応

じ て 点 数 を 付 け ま す ( 評 価 ) ( b ) 。 そ し て 点 数 の 低 い

個 体 は 捨 て て し ま い ま す ( 選 択 ) ( c ) 。 図 1 の 場 合 4

個 を 捨 て て 6 個 だ け 残 し て い ま す 。  も ち ろ ん ハー ド

ウ ェ ア を 本 当 に 捨 て る こ と は し ま せ ん 。  と り あ え ず

無 い も の と 考 え る と い う こ と で 、  ハー ド ゥ ェ ア そ の

ものは変化させた上で再び使います。 さ て 、  残 っ た

点 数 の 高 い 6 個 の 個 体 を 元 に 、 い く っ か の 個 体 か ら

部 品 を 持 ち 寄 つ て 新 た に 1 0 個 の 個 体 を っ く  り ま す

( 交 又 ) ( d ) 。 さ ら に 、 い く っ か の 個 体 ( 図 の 場 合 は

2 個 ) の 一 部 を 適 当 に 変 え ま す 。  ( 突 然 変 異 ) ( a ) 。

こ う し て 最 初 の 1 0 個 の 状 態 に も ど り ま し た 。  こ の サ

イ ク ル を 何 回 も 繰 り 返 し ま す 。 評 価 、 選 択 、 交 叉 、

突 然 変 異 の 各 操 作 の パ ラ メ 一 夕 を う ま く 調 節 す る と 、

サ イ ク ル を 回 す ご と に 次 第 に 個 体 達 の 評 価 値 が 上

が っ て 来 る と い う こ と が 起 こ り ま す 。

こ れ を 進 化 と 考 え る わ け で す 。

E] 固いハー ド ウ ェ ア を 柔 ら か く 使 う

さ て 、 進 化 の し く み は よ い と し て も 、 対 象 は 「 固

い」 ハー ド ゥ ェ ア で す 。 普 通 に 考 え れ ば 、 固 い も の

は 進 化 ど こ ろ か 変 化 だ っ て し そ う に あ り ま せ ん 。

こ の 問 題 は 次 の よ う に 解 決 す る こ と が で き ま す 。

つ ま り ハー ド ゥ ェ ア の お お も と の 構 造 は 変 え ず に 実

質 上 の 機 能 だ け を 進 化 さ せ る よ う に す る の で す 。  私

た ち が 使 つ た 2 つ の 方 法 を 次 に 紹 介 し ま し ょ う 。

(1) 論 理 回 路 と プ ロ グ ラ ム 言 語 を 使 う

図 2 ( b ) の 回 路 を 見 て く だ さ い 。  こ の 回 路 で メ モ

リ A が 0 の 時 は N O R ( B , C ) が 、  ま た A が 1 の

時 は A N D ( B , C ) が 0 に 出 力 さ れ ま す 。  こ う い

う 種 類 の 回 路 を 1 つ の ブ ロ ツ ク と し 、 多 数 の ブ

ロ ツ ク を 格 子 状 の 配 線 の な か に 、 配 置 ・ 接 続 し ま

す 。 ま た 同 じ よ う に メ モ リ で 制 御 さ れ る ス イ ッ チ

で 配 線 達 を 各 交 点 に お い て 接 続 す る と 、  F P G A

( F i e l d  P r o g r a mma b l e  Ga t e  A r r a y )  と 呼 ば

れ る 回 路 が で き ま す ( 図 2 ( a ) ) 。  こ の 回 路 は 各 ブ

口 ツ ク や ス イ ッ チ の メ モ リ に 適 当 な 値 ( ア ー キ テ

ク チ ャ ・ ビ ッ ト ) を ロ ー ド す る こ と に よ り 、 任 意

の 論 理 機 能 に プ ロ グ ラ ム す る こ と が で き ま す 。

論理回路の機能は、HDL (Ha r dw a r e  Descr ip -
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図 1  進 化 の し く み

c

t ion L a n g u a g e )  と 呼 ば れ る C 言 語 に 似 た プ ロ

グ ラ ム 言 語 で 記 述 す る こ と も で き ま す 。  H D L プ

ロ グ ラ ム は ソ フ ト ゥ ェ ア と 同 等 の 柔 軟 性 を 持 ち 、

ま た コ ン パ イ ル す る こ と で F P G A の ア ー キ テ ク

チ ャ ・ ビ ッ ト の 列 へ と 変 換 す る こ と が で き ま す 。

そこで私たちの研究では、一つ の 方 法 と し て H D L

プ ロ グ ラ ム を 進 化 さ せ 、 そ れ に よ り 対 応 す る F P G A

上 の 論 理 回 路 を 進 化 を 実 現 す る こ と に し ま し た 。

(2) セ ル ラ オ ー ト マ タ の 上 の 模 様 を 使 う

も う 一 つ の 方 法 と し て 、 セ ル ラ オ ー ト マ 夕 を 使

う 研 究 も 行 な っ て い ま す  ( 表 紙 ) 。  セ ル ラ オ ー ト

マ タ  ( C A ) は 例 え ば 正 方 形 の 形 を し た 「 セ ル 」

を 2 次 元 に 、 あ る い は 立 方 体 の 形 を し た セ ル を 3

次 元 に 敷 き 詰 め た 空 間 で す 。  各 セ ル は い く っ か の

状 態 を 取 る こ と が で き 、 ま た す ぐ と な り に あ る セ

ル 達 と だ け 情 報 を や り と り し て 一 定 時 間 ご と に 一

斉 に そ の 状 態 を 更 新 し ま す 。  こ の 状 態 の 更 新 の

ルー ル に よ り C A は そ の 上 に い ろ い ろ な 変 化 す る

模 様 を 作 る こ と が で き ま す 。 表 紙 の 写 真 は 2 次

元 C A を 動 作 さ せ て 、  そ の 上 に ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト

を 模 様 と し て っ く ら せ た も の で す 。 赤 - 緑 - 黄 の

線 に 見 え る の は そ の 色  ( 状 態 )  を 持 つ セ ル が 連

な っ て 並 ん で い る た め で 、  そ れ ぞ れ ニ ュ ー ラ ル

ネ ッ ト の 興 奮 性 軸 索 、 抑 制 性 軸 索 、 樹 状 突 起 に 相

当 す る 信 号 線 で す 。  そ し て 、  その線の中心をセル

か ら セ ル へ バ ケ ッ リ レ ーの よ う に 情 報 ( 状 態 ) が

流 れ て い く ょ う に な っ て い ま す 。

こ う す る こ と で C A そ の も の は 不 変 で も そ の 上

の 信 号 線 と し て の 模 様 を 変 え る こ と に よ り ニ ュ ー

ラ ル ネ ッ ト の 構 造 - 機 能 を 変 化 さ せ る こ と が で き

る わ け で す 。

国 発 生 。 成 長 に よ り 矛 盾 の な い 形 を つ く る

交 又 ・ 突 然 変 異 な ど で 個 体 を 変 化 さ せ る と き に は

も う 一 つ 問 題 が あ り ま す 。 例 え ば 表 紙 の よ う な C A

上 の ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト を 2 つ 持 つ て き て そ れ ら を

「 親 」 と す る 「 子 供 」 の ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト を っ く る

こ と に し ま す 。  そ の と き 片 方 の 親 の 上 半 分 の 平 面 と 、

も う 片 方 の 親 の 下 半 分 の 平 面 を っ な ぎ あ わ せ た ら ど

機 能 ブ 〇 ツ ク

(a)FPGAの観念図

(b )機能プ〇ツクの税

配総の交点にはメモリで
制 翻 さ れ る ス イ ッ チ が あ る

B

1 D

C

Aが0の時はBとCのANDになる

B

1 D

C

Aが1の時はBとCのNORになる

図 2  F P G A の し く み

う な る で し ょ  う 。  大抵の場合、 信 号 線 と な る 模 様 は

つ な ぎ 目 で 切 れ て し ま う で し ょ う 。  そ う な る と 信 号

の 伝 達 が う ま く で き な い の で 、 模 様 は ニ ュ ー ラ ル

ネ ッ ト と し て 機 能 し な く な り ま す 。

こ の 事 情 は H D L プ ロ グ ラ ム を 使 つ た 場 合 も 同 じ

です。 1 つ の プ ロ グ ラ ム の 前 半 分 と 別 の プ ロ グ ラ ム

の後半分をっないだ場合、 大抵の場合文法エラ ーに

な っ て し ま い ま す 。

私 た ち は 、 こ こ で も 生 物 の 真 似 を す る こ と で 問 題

を 解 決 し ま し た 。  実は表紙の写真のニュ ー ラ ル ネ ッ ト

は 各 ニ ュ ー ロ ン の 信 号 線 が そ の 中 を 流 れ る 成 長 情 報

を も と に 自 分 自 身 を 伸 ば し な が ら で き あ が っ た も の

な の で す 。  子 供 が 親 か ら 受 け 継 ぐ の は 完 成 し た 信 号

線 で は な く 、 成 長 情 報 と し ま す 。 こ う す る と 両 親 か ら

情 報 を 半 分 ず っ も ら っ て も 、 成 長 が そ れ に 応 じ て 変

る だ け で 信 号 線 が 切 れ 切 れ に な る 心 配 は あ り ま せ ん 。

こ こ で は 詳 し く 説 明 で き ま せ ん が 、 H D L プ ロ グ

ラ ム の 個 体 も 発 生 と い う 過 程 を 通 し てっ く ら れ て 、

文法エラ ーを 回 避 す る こ と が で き ま す 。

国 超 高 速 の 進 化 を め ざ し て

進 化 す る ハー ド ゥ ェ ア と い っ て も 、  今 ま で は ソ フ

ト ゥ ェ ア で シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実 験 を し て い ま し た 。

し か し こ れ ま で の 研 究 で ど う や ら 論 理 回 路 や C A

ニ ュ ー ラ ル ネ ッ  ト を 進 化 さ せ る め ど が っ き ま し た 。

こ れ か ら は 、  実 際 に 電 子 回 路 を 使 つ て 研 究 を 進 め よ

う と し て い ま す 。 そ う す る こ と に よ り 進 化 の 速 度 が

飛 躍 的 に 大 き く な り ま す 。  う ま く 行 け ば 目 の 前 で コ

ン ピ ュ 一 夕 が 進 化 す る よ う す を 見 れ る よ う に な る か

も し れ ま せ ん 。  私 た ち は 近 い う ち に そ ん な 目 が や っ

て く る と 考 え て い ま す 。
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E,研究動向紹介

ミ リ波電波で移動通信も情報イ ンフラに

一 光 フ ァ イ バ 。 ミ リ 波 パ ー ソ ナ ル 通 信 一

将来の移動通信では固定通信と同様に、 映像やデー タなどマルチメディ アに対応できることが要求されています。

このためには、現在使われている移動通信の通信容量や速1度を飛解14fに高める必要があります。当研究所では、 ミ

リ波という波長の短い電波を開拓することによりこの間題を克服し、光ファイバと融合することによりミリ波電波

の特長を最大限に活かした将来の大容量パー ソナル通信システムを開発しました。

[i] は じ め に

固 定 通 信 で は 光 フ ァ イ バ 網 に よ り 、 家 庭 ま で 含 め

て 高 速 。 大 容 量 通 信 が で き る 情 報 イ ン フ ラ ス ト ラ ク

チ ャ ーが 整 備 さ れっ つ あ り ま す 。 一 方 、 移 動 通 信 は

いっで も 、 ど こ で も 、 だ れ と で も” 通 信 で き る 利

点 が あ り 、 自 動 車 電 話 , 携 帯 電 話 や P H S の ユーザ

が 激 增 し て い ま す 。  し か し 、 現 在 の 移 動 通 信 に 使 わ

れ て い る U H F 帯 ( 3 0 0 M H z̃3 G H z ) の 電 波 は 使 用

で き る 周 波 数 の 帯 域 幅 が 限 ら れ て い る た め に 、  送 れ

る 情 報 量 に 限 界 が あ り ま す 。 将 来 、 移 動 通 信 を マ ル

チ メ デ ィ ア 化 す る た め に は 、 音 声 だ け で な く 高 速

デ 一 夕 や 動 画 像 な ど 、  ど ん な 情 報 で も 伝 送 で き る 必

要 が あ り ま す 。 そ こ で 、 こ れ を 解 決 す る 方 法 と し て 、

大容量伝送が可能な特長を持ち、 現 在 ま で 充 分 な 利

用 が な さ れ て い な い 新 た な 周 波 数 帯 で あ る ミ  リ 波 帯

( 波 長 1̃10 組m、 周波数30-300GHz )  の 電 波 を 用 い

る こ と に 注 目 し 、 そ の 開 拓 を 進 め ま し た 。

国 ミ リ 波 無 線 と 光 フ ァ イ バ 通 信 の 融 合

A T R で は こ の ミ  リ 波 電 波 の 信 号 を 光 に 直 接 載 せ 、

光 フ ァ イ バ を 通 し て 無 線 区 間 に 伝 送 す る シ ス テ ム を

提 案 し 、 研 究 を 進 め て き ま し た 111。 ミ リ 波 電 波 の

も う 一 つ の 特 長 は 、 到 達 距 離 が 短 く 、 ほ ぼ 直 進 す る

こ と で す 。  こ の 特 長 は 、 無 線 ソ ー ン を 構 成 す る と き

に 利 用 で き ま す 。  こ の シ ス テ ム で は サー ビ ス エ リ ア

を マ イ ク ロ セ ル ゾー ン ( 半 径 が 1 0 0 メ ー トル程度の

無 線 ゾー ン )  と 呼 ば れ る 小 さ なェ リ ア に 区 切 っ て 使

いますが、 こ の よ う な 性 質 は 、 信 号 の 混 信 を 軽 減 で

き 、 無 線 周 波 数 を 効 率 良 く 使 用 で き ま す 。 ま た 、 波

長 が 短 い た め ァ ン テ ナ 等 の 装 置 を 小 型 化 で き る メ

リ ッ ト が あ り ま す 。  こ の よ う な ミ リ 波 無 線 通 信 の 利

点を活かすため有線部分には低損失、 大 容 量 な 特 長

を も っ 光 フ ァ イ バ を 用 い ま す 。  こ の よ う に ミ リ 波 と

光 フ ァ イ バ を 融 合 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 最 大 の

利点は、 無 線 基 地 局 の 構 成 を 簡 易 化 で き る こ と 、  す

な わ ち 、  ミ リ 波 / 光 変 換 の み で 済 み 、 既 存 無 線 基 地

局 が 備 え て い る 機 能 を 制 御 局 に 集 中 設 置 で き る こ と

で す 。 無 線 基 地 局 が 簡 易 に 構 成 で き る こ と と 光 フ ァ

イバの低損失な性質を用いれば、 街や屋内の隅々ま

でェ リ ア 内 を き め 細 か く サー ビ ス す る こ と が 出 来 る

よ う に な り ま す 。 ま た 、 フ ァ イ バ の 広 帯 域 性 を 利 用

して、 ミ リ 波 帯 の た く さ ん の 情 報 を 一 度 に 同 時 に 伝

送 す る こ と が 可 能 で あ り 、 光 フ ァ イ バ 網 と の シ ー ム

レ ス な 接 続 も 考 え ら れ ま す 。

国 シ ス テ ム 実 現 に 向 け て

こ の よ う な シ ス テ ム の 有 効 性 を 示 す た め に 、  当 研

究 所 で は 、  モ デ ル シ ス テ ム を 構 築 し 、  そ の 基 本 性 能

の 評 価 を 進 め て い ま す 。 図 1 に 実 験 系 統 図 を 示 し ま

す。

F M と 広 帯 域 デ ィ ジ タ ル 信 号 を 用 い 双 方 向 の 伝

送 実 験 を 予 定 し て い ま す ( 上 り 4 8 G H z , 下 り 4 3 G H z

で 無 線 局 免 許 を 中 請 中 ) 。 無 線 基 地 局 は 2 ソ ー ン構

成 と し 、 ソ ゛ 一 ン 間 で の 切 り 替 え も で き ま す 。 制 御 局

で は 、  ア ナ ロ グ の 信 号 と デ ィ ジ タ ル の 信 号 を ス イ ッ

チ で 切 り 替 え 、 そ れ ぞ れ 外 部 光 変 調 器 ( E O M )  と

呼 ば れ る 変 調 器 に 入 力 し ま す 。  2つの変調器の光出

力 は 波 長 が 異 な り 、 制 御 局 で 合 成 さ れ 1 本 の フ ァ イ

バで無線基地局へ送 ら れ ま す 。  無線基地局では、 波

長 の 違 い を 利 用 し て 2 つ の 信 号 が ソ ー ン 1 と ゾー ン

2 に 分 け ら れ 、 各 々 の ソ、 ー ン 内 に あ る 移 動 局 と 通 信

を 行 い ま す 。  こ の 系 統 図 で は 、 ア ナ ロ グ 信 号 1 を

ソ ー ン 1 側 に 、 広 帯 域 信 号 を ソ ー ン 2 側 に 割 り 振 る

よ う に な っ て い ま す が 、 制 御 局 の ミ リ 波 ス イ ッ チ を

切 り 替 え る こ と に よ り 、  こ の 関 係 を 反 転 さ せ る こ と

も 可 能 で す 。 ま た 、 ソ ー ン 1 側 で は 、 下 り 回 線 ( 制

御 局 か ら 移 動 局 側 )  の 他 に 上 り 回 線  ( 移 動 局 か ら 制

御 局 側 )  も 備 え て お り 、  双 方 向 の 通 信 が 可 能 に な っ
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て い ま す 。  現 在 、  こ の 系 を 試 験 的 に 設 定 し 、  双方向

で ア ナ ロ グ 信 号 の 画 像 伝 送 が 可 能 な こ と を 確 認 し ま

し た 。

[1i 装置の小型化が重要

こ の シ ス テ ム で は マ イ ク ロ セ ル ゾー ン を 用 い る た

め 、  実 用 化 に 際 し て は 多 く の 基 地 局 が 必 要 に な っ て

き ま す 。 そ の た め 、 携 帯 機 と と も に 基 地 局 装 置 を 小

型 化 し て い く こ と が 非 常 に 重 要 な 課 題 と な っ て き ま

す 。 小 型 化 に 有 効 な 手 段 と し て 、 当 研 究 所 で は 、 以

前 か ら  G a A s 基 板 の 上 に 薄 い 誘 電 体 膜 を 多 層 に 積

層 し た モ ノ リ シ ッ ク の 集 積 回 路 ( 多 層 化 M M I C )

を 提 案 し 、 開 発 し て き ま し た [ 2 1 。 こ の 多 層 化

M M I C を 用 い た ミ リ 波 帯 の 基 本 回 路 の 性 能 を 評 価

し 、 本 シ ス テ ム に 適 用 で き る こ と を 確 認 し て い ま す 。

本 I C を 適 用 す る こ と に よ り 、 従 来 に 比 べ て 大 幅 な

装 置 の 小 型 化 が 可 能 に な り 、 将 来 的 に は 腕 時 計 サ イ

ズ の 携 帯 T V 電 話 も 可 能 に な る と 期 待 さ れ て い ま す 。

国 将 来 の パー ソ ナ ル 移 動 通 信

A T R で 開 発 を 進 め て い る ミ リ 波 を 使 っ た パー ソ

ナ ル 通 信 の 将 来 イ メ ー ジ で は 、 集 中 監 視 を 行 う 制 御

局 か ら 、 街 の 中 や 建 物 の 中 、 地 下 街 ・ ト ン ネ ル な ど 、

可 能 な 所 ま で 光 フ ァ イ バ を 伸 ば し て 無 線 基 地 局 を 配

置 し 、  こ こ で 光 と ミ リ 波 を 変 換 し て 周 囲 の 無 線 ソ ー

ン 内 に あ る パー ソ ナ ル 移 動 局 と ミ リ 波 電 波 で 通 信 を

行 つ て い ま す 。  こ の よ う な シ ス テ ム の ア ナ ロ ジ ー と

し て は 、  日 常 生 活 で の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー に

な っ て い る 照 明 設 備 が あ り ま す 。  ビル内はすべて照

明 器 具 で 明 る く 照 ら さ れ て い ま す し 、  外 の 道 路 に は

街 路 灯 が あ り ま す 。  こ れ ら の 器 具 に は 電 線 を 通 じ て

配 電 さ れ て い ま す 。  一方、 こ こ で 提 案 し た 移 動 通 信

網 で は 光 フ ァ イ バ が 電 線 に 、 光 / ミ リ 波 変 換 器 が 照

明 器 具 に 、 そ し て ミ リ 波 電 波 が 光 に 相 当 し て い る こ

と が 容 易 に 想 像 で き る と 思 い ま す 。  こ の よ う に 、 移

動 通 信 網 を 電 灯 線 の よ う に イ ン フ ラ 化 す る こ と に よ

り 電 波 の 暗 閣 を 追 放 で き ま す 。  こ の よ う な シ ス テ ム

を実用化すれば、 移 動 通 信 も マ ル チ メ デ ィ ア 化 さ れ 、

い っ で も 、 ど こ で も 、 だ れ と で も 、 ど ん な 情 報 で

も ” 通 信 で き る よ う に な り ま す 。 通 信 の 究 極 の 姿 が 、

も う そ こ ま で 私 た ち の 身 近 に や っ て き て い ま す 。

参考文献

111 小川l率事 tli、 “ 光 フ ァ イ バ と ミ リ 波 で パー ソ ナ ル 通 信 を 実 現

し よ う ”  一 そ の た め の キー テ ク ノ 口 ジ ー と は 一

A T R ジ ャ ー ナル N o . 1 3 p p . 3 0 - 3 5 ( 1 9 9 3 春 )

121 S. B a n b a  a n d  H . 0ga w a , ” M u l t i l a y e r  M M I C

d i r e c t i o n a l c o u p l e r s us i n g  th i n  d i e l e c t r i c l a y e r s ” ,,

I E ]111E1 Transac t i ons  o n  M T T  v o l . 4 3 , N o .6 , p p . 1 2 7 0 -

1275 J u n e 1 9 9 5 .

a 用無線基地局 i) 開無線基地局2

. , _ _ ミリ波マイクロセルゾー ン1 ミリ波マイクロセルゾー ン2LD.レー ザ ダ イ オ ー ド PD:受光器
E〇M:外部変調器

図 1  ミ リ 波 パー ソ ナ ル 通 信 シ ス テ ム の 実 験 系 統 図
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e短 信

夕 イ ミ ン グ

A T R を 去 つ て か ら  6 年 以 上 が 経 過 し ま  し た 。  先日、 A T R か ら 突 然 の 電 話 を 受 け ま  した。 “ す み ま せ ん 、

既 に 期 限 は 切 れ て い る の で す が 、  現 在 の 活 躍 状 況 な ど を 書 い て 頂 け ま せ ん か 。  順 番 で は 小 林 さ ん に な っ て お

り ま す の で 。 ”  と の 内 容 で し た 。  長 い 長 い真休 み の 合 間 の 偶 然 に も 机 に つ い た ほんの 一 瞬 を と ら え て の 電 話

で し た 。 あ ま り に も 夕 イ ミ ン グ が 良 か っ た こ と と 、 実 に フ ラ ン ク な 対 応 に 、 A T R 時 代 の 楽 し か っ た 日 々 が

脳裏をかすめ、 あ あ 良 い で す よ 、  と っ い 応 え て し ま い ま し た 。

6 年 前 、 A T R か ら N T T の 研 究 所 に 戻 つ て す ぐ 、 所 長 や 本 部 長 か ら A T R は ど う で あ っ た か と 聞 か れ た

時 の メ モ を 今 ま た な っ か し く 開 い て 眺 め て い ま す 。  A T R の 良 か っ た 点 の み を 書 い て み ま す 。

* A T R は 組 織 が 小 さ い の で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が ス ム ー ズ で あ り 、 幹 部 説 明 に 特 別 の 労 力 を 要 し な い 。

* 出 向 者 で 成 り 立 つ 為 に 、  期 限 を 定 め た 基 盤 研 究 が ス ム ー ズ に 行 え る 。  * 従 来 の 研 究 に 捕 ら わ れ な い 研 究 が

で き る 。  * 異 な る 文 化 の 集 ま り で 面 白 い 発 想 が 生 ま れ る 。  * 人 事 を 気 に し な い の で 、  本 音 の 議 論 が で き る 。

* 若 い 研 究 者 が 多 く 、  指 導 す る 立 場 か ら は 生 き 甲 斐 が あ る 。  * 組 織 が 新 し く 、  研 究 設 備 に 最 新 の 物 が 使 え る 。

* 実 用 化  ( 売 れ る 、  売 れ な い )  に こ だ わ ら な い 研 究 が で き る 。  * 大 阪 は 本 音 で 話 す の で 、  仲 間 に な れ ば 親 密

さ は 大 き い 。  * レ ク レー シ ョ ン が 活 発 で 楽 し い 。 な ど で す 。

約 3 年 間 、  こ の よ う な 文 化 に ど っ ぶ り 浸 か っ た 私 は 、 N T T に 戻 つ て か ら 暫 く の 間 、 カ ル チ ャ ー シ 重 ツ ク

に 見 舞 わ れ ま し た 。  し か し 、  美辞麗句を並べた一見虚しい車?P部説明資料を必11n1_に な って 作 成 し 、  報 告 を 重 ね

て い る と 、 こ れ が 私 に 適 し た 仕 事 の よ う に も 思 え て き ま し た 。  N T T に 戻 つ て か ら は 、 画 像 情 報 処 理 を 2 年 、

今 ま で 手 掛 け た こ と の な か っ た 音 声 、  音 響 情 報 処 理 を 2 年 と 、  新 し い 分 野 の 勉 強 も で き 、  大 変 幸 せ で し た 。

さ て 、 現 在 の 状 況 で す が 、 千 葉 工 業 大 学 の 先 生 に な っ て 3 年 目 に な り ま す 。 人 生 振 り 返 る と 、 生 ま れ て 就

職するまでが24年、 企業で働いたのが23年、 こ れ か ら 大 学 で 定 年 を 迎 え る ま で が 2 3 年 で す 。  N T T と A T R

で 過 ご し た 年 月 と 全 く 同 じ 年 月 こ れ か ら 研 究 活 動 す る こ と に な り ま す 。  う ん ざ り す る や ら 、 何 か や ら ね ば 、

何 か で き る 、  何 か を 絶 対 や っ て み せ る 、  な ど と 複 雑 な 心 境 で す 。  N T T で は 、  T V 電 話 や キ ャ プ テ ン シ ス テ

ム の 開 発 を 手 掛 け ま し た 。  “ お 父 さ ん の 研 究 は 全 て 成 功 し な い ね ”  と 子 供 は 言 い ま す 。  A T R で の 臨 場 感 通

信 だ け は ぜ ひ 成 功 し て く だ さ い 。  N T T で は 5 年 レ ン ジ の 研 究 を 、 A T R で は 1 0 年 レ ン ジ の 研 究 を し ま し た c

大 学 で は 2 3 年 レ ン ジ の 研 究 を し た い と 思 つ て い ま す 。  さ て 、  何 を 日 標 に と 悩 み っ つ 既 に 2 年 半 が 経 過 し ま し

た 。 研 究 費 は 今 ま で と 較 べ る も な く 少 な い 。 学 生 は や っ と 使 え る よ う に な る と 率 業 し て し ま う 。 で も 、 時 間

だ け は 十 分 過 ぎ る ほ ど あ る 。  幸 い 、  い ろ い ろ な 企 業 か ら 受 託 研 究 や ら 、  奨 学 寄 付 金 を い た だ き 、  研 究 ツ ー ル

は 整 い っ つ あ り ま す 。  こ れ か ら は 、  いよいよ頭を働かせるだけと自分に華便打 つてる今日このヒ項です。 い き な

り K 0 パ ン チ は 出 な い 。 ま ず は ジ ャ ブ だ 。 最 終 目 標 が な け れ ば 、 マ イ ル ス ト ン も な い 。 日 的 は な ん だ 。 あ れ

も、 こ れ も 全 て 研 究 さ れ て い る 。  ま ず は 面 白 そ う な 研 究 の 追 試 だ 。  美 辞 麗 句 に 惑 わ さ れ ず 、  真に役立ち、 真

に 独 創 的 な 研 究 を 、  な ど と 考 え 始 め る と 、  A T R 、  0 B か ら の テ ニ ス の お 誘 い 、  ゴ ル フ の お 誘 い 、  飲 み 会 の

お誘いです。 A T R は 本 当 に い っ も タ イ ミ ン グ が 良 い 。

千 葉 工 業 大 学 は 、 東 京 駅 か ら 3 0 分 の 津 田 沼 駅 か ら 徒 歩 1 分 に 位 置 し ま す 。 東 京 へ お 越 し の 節 は タ イ ミ ン グ

よ く お 立 ち よ り 下 さ い 。 今 年 も A T R 研 究 発 表 会 に タ イ ミ ン グ を 合 わ せ 、 A T R 、 0 B テ ニ ス 合 宿 に 参 加 す る

予定です。 皆 様 に 会 え る こ と を 楽 し み に し て い ま す 。



,e短 信

日 本 で の 生 活

( 株 ) A T R 光 電 波 通 信 研 究 所

無線通信第一研究室

Abde s s e l am  K1ouche - D j e d i d

( ア ブ デ セ ラ ム  ・ ク ル ー シ ェ ジ ェ デ ィ )

私は、 1994年10月からATR光電波通信研究所で、 将来の移動通信への 適 用 を 目 指 し た セ ン サー ア レ ーに

よ る 適 応 ア ル ゴ リ ズ ム の 研 究 を し て い ま す 。  私 の 研 究 が A T R に 貢 献 し 、  役 立 つ も の と な る こ と を 望 ん で い

ま す 。 私 は 、 1 9 8 8 年 6 月 に ア メ リ カ 合 衆 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 ア ー バ イ ン 校 で 博 士 課 程 を 終 了 し 、 そ の 後 ア

ル ジ ェ リ ア の ト レ ム セ ン 大 学 で 教 職 を 始 め ま し た 。 そ こ で 、 私 は 電 子 回 路 と 信 号 処 理 を 教 え て い ま し た 。  し

か し 、  財 政 難 や そ の 他 の 理 由 に よ り 、  母 国 で は 研 究 は ほ と ん ど 存 在 し な い と い っ て も よ く 、  J I S T E C  ( 社 団

法 人  科 学 技 術 国 際 交 流 セ ン 夕 一 )  の プ ロ グ ラ ム に よ る 日 本 の P o s t  d o c t r a l 奨 学 金 の 申 し 出 が あ っ た 時 は

と て も 嬉 し く 思 い ま し た 。  そ れ は 、 科 学 技 術 に お い て 最 先 端 の 国 の一つ で あ る 日 本 で 生 活 で き る 大 き な 機 会

だ っ た か ら で す 。  J I S T E C の プ ロ グ ラ ム は 、  日 本 語 の レ ッ ス ン や 、 時 に は 、  と て も 美 し い 自 然 に 恵 ま れ た

北 海 道 や 歴 史 的 な 地 で あ る 関 西 地 方 な ど 日 本 の 興 味 深 い 地 域への旅行が組まれ、 仕事、 研究、 日 本 の 紹 介 と

発 見 な ど の バ ラ ン ス が と て も 良 く と れ て い ま し た 。  日 本 の こ と を も っ と 学 び 、  ま た 自 分 の 研 究 を 続 け る た め

に 、 当 然 の ご と く 、 私 は 日 本 で の 滞 在 を 延 ば そ う と し ま し た 。  こ こ で も 私 は と て も 幸 運 な こ と に 、 A T R 光

電 波 通 信 研 究 所 で 研 究 職 を 得 る こ と が で き ま し た 。  A T R は 、  地 理 的 に 日 本 の 文 明 発 祥 の 地 に 位 置 す る だ け

で な く 、 最 高 の 条 件 で 研 究 を 遂 行 す る た め に 必 要 な 最 新 の 研 究 設 備 を 、 私 に 与 え て く れ ま し た 。 私 は 言 葉 で

は 表 わ せ ら れ な い 感 謝 の 気 持 ち で い っ ば い で す 。  特 に 私 が 日 本 に 来 て か ら は 、  母 国 に お い て は 社 会 不 安 の 増

加 に よ り 、  科学者、 研 究 者 に と っ て ま す ま す 難 し い 世 の 中 に な っ て き て い る か ら で す 。  こ れ か ら は 、  マルチ

メ デ ィ ア 双 方 向 情 報 ス ー パー ハ イ ウ ェ イ の 出 現 と い う 情 報 革 命 の 時 代 で す 。 私 は 、 こ の よ う な パ ワ フ ル と

な っ た 通 信 手 段 が 、  異 な っ た 背 景 を も っ 人 々 の 間 の 相 互 理 解 に 、  よ り 一層 の 寄 与 を し て ほ し い と 望 ん で い ま

す 。 そ の 意 味 に お い て 、 A T R と い う 国 際 色 豊 か な 職 場 は 、 学 生 、 教 授 、 科 学 者 、 技 術 者 、 そ し て 他 の ス

タ ッ フ の 人 達 が 一 つ の 場 所 に 集 ま り 、 意 見 や ア イ デ ア を 交 換 す る と い う 素 晴 ら し い 機 会 を 与 え て く れ ま す 。

私 は 一 人 の 人 間 と し て 、  関 西 文 化 学 術 研 究 都 市 の ま す ま す の 成 功 と 発 展 、  特 に 交 通 や 商 業 基 盤 が 整 備 さ れ て

都 会 の よ う な 便 利 さ を 持 ち 、 ま た 住 む 人 に や さ し い 街 と し て 発 展 す る こ と を 祈 り ま す 。 大 阪 、 京 都 、 奈 良 と

い っ た 経 済 や 歴 史 の 中 心 に 近 い の で 、  こ の 発 展 は き っ と 可 能 だ と 思 い ま す 。  ま た 、  経 済 の 加 速 を 象 徴 す る 注

目 す べ き 関 西 空 港 の 開 港 と そ れ に 伴 う 国 際 交 流 の 進 展 も 、  こ の 地 域 の 発 展 に 一 層 の 拍 車 を か け る こ と に な る

と 思 い ま す 。

( 訳 光 電 波 研 半 場 麻 美 ほ か )

( 注 筆 者 は 写 真 右 )
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A T R 科 学 技 術 セ  ミ ナ ー の 開 催 状 況

A T R で は 、  第一線の研究者の方をお招き し、 その分野の最新の動向等をご講演いただく ATR科学技術

セ ミ ナ ー を開催しています。人間情報科学、光電波科学、音声言語処理技術の3分野に、 8月から新たに

メディア科学を加え、4分野と更に充実しました。毎回多数の参加をいただき、講師との活発な討論も行

われ、 それぞれの先端分野の研究情報交流の場としての役割を果たしています。

第30回 9 5 年 7 月 3 日  ( 人 間 情 報 科 学  第23回)

L I F I A に お け る 口 ポ ッ ト 視 覚 の 研 究 動 向 R a d u  Horaud  ( グ ル ノ ー ブ ル L I F I A )

フ ラ ン ス の L I F I A に お い て 、  コ ン ピ ュ ー タ ビ ジ ョ ン 研 究 グ

ル ー プ の リ ー ダー と し て 活 躍 さ れ て い る オ ロ ウ 博 士 を お 招 き し て

ご 講 演 頂 き ま し た 。  L I F I A と い う 研 究 機 関 の 概 要 と フ ラ ン ス に

お け る 位 置 付 け の 紹 介 の 後 、  視 覚 認 識 機 能 を も っ た ロ ボ ッ ト の 実

現 を 目 指 し て 博 士 の 研 究 グ ル ー プ で 取 り 組 ん で い る コ ン ピ ュ 一 夕

ビ ジ ョ ン と ロ ボ テ ィ ッ ク ス の 融 合 に 関 す る 研 究 の 最 新 の 成 果 が 、

ビ デ オ に よ る デ モ も 交 え て 紹 介 さ れ ま し た 。

第31回 95年7月11日 ( 人 間 情 報 科 学  第24回)

哺 乳 類 に お け る 聴 覚 の 進 化

哨 乳 類 の 音 源 定 位 能 力 と 視 覚 と の 意 外 な 関 係

米 国 ト レ ド 大 学 のへ フ ナ 一 教 授 夫 妻 に ご 講 演 頂

き ま し た 。 多 種 。 多 様 な 動 物 の 聴 覚 測 定 方 法 の 紹

介 の 後 、 動 物 の サ イ ズ ( ソ、 ウ か ら ネ ズ ミ ま で ) や 、

生 活 様 式 ( コ ウ モ リ の よ う に 飛 ぶ も の か ら 、 地 中

で 生 活 す る も の ま で )  が ど の よ う に 聴 覚 の 違 い に

結 び っ い て い る か が 論 じ ら れ ま し た 。  哺 乳 類 の 聰

覚 が 生 存 の た め の マ ル チ モ ー ダ ル な 環 境 把 握 シ ス

テ ム の 一 環 と し て 視 覚 と 密 接 に 結 び っ い て 進 化 し

て き た こ と が 浮 き 彫 り に さ れ ま し た 。

H o r a u d 博 士

Henry E . Heffner ( ト レ ド 大 学 )

R i okye  S . Hef fner  ( ト レ ド 大 学 )

H . H e f f n e r 教 授  R . H e f f n e r 教 授

第32回 95年8月28日 ( メ デ ィ ア 科 学  第 1 回 )

米 国 メ リ ー ラ ン ド 大 学 に お け る コ ン ピ ュ 一 夕 ビ ジ ョ ン の 研 究  La r r y  S . D a v i s ( メ リ ー ラ ン ド 大 学 )

新 た に メ デ ィ ア 科 学 シ リ ー ズ が  1 2 0 名 近 く の ご 参 加 を 得 て ス

夕 一 ト い た し ま し た 。 第 1 回 の 講 師 と し て 、  コ ン ピ ュ 一 夕 ビ ジ ョ

ン に 関 す る 中 心 的 な 研 究 機 関 の一つ で あ る 米 国 メ リ ー ラ ン ド 大 学

高 度 コ ン ピ ュ 一 夕 工 学 研 究 所 に お い て 活 躍 さ れ て い る デー ビス教

授 を お 招 き し て ご 講 演 頂 き ま し た 。  ご 講 演 で は 、 メ リ ー ラ ン ド 大

に お い て 幅 広 く 行 わ れ て い る コ ン ピ ュ 一 夕 ビ ジ ョ ン の 研 究 か ら 、

移 動 物 体 の 検 出 、  3 次 元 画 像 の 復 元 、  顔 画 像 の 認 識 な ど の 最 新 の

成 果 を ビ デ オ に よ る デ モ を 交 え て 紹 介 さ れ ま し た 。

〔 お 間 い 合 わ せ 先 〕

人 間 情 報 科 学 担 当

メ デ ィ ア 科 学 担 当

D a v i s 教 授

A T R 科 学 技 術 セ  ミ ナ 一 事 務 局

F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 0 8 , E - m a i l : m i e k o @ h i p . a t r . co. j p

F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 4 0 8 , E - m a i 1 : s h i m e n o @ m i c .a t r .co. j p
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e受 賞

★lnteractive Media FestivalCommitteelnteractive Media FestlvalARC Award (1995年6月6目)

「デ ィ  ジ 夕 ル 先 駆 賞 」

◎ コ ン ピ ュ 一 夕 ネ ッ ト ヮ ー ク と い う 現 実 の 世 界 を デ ィ ジ 夕 ル 生 物 の 進 化 の 実 験 場 と す る 先 駆 的 ア イ デ ア

が 認 め ら れ 受 賞

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属

ATR人間情報通信研究所

客 員 研 究 員

内 容

突 然 変 異 と 自 然 淘 汰 に よ る プ ロ グ ラ ム 進 化

を 実 証 し た デ ィ ジ タ ル 生 態 系  「 テ ィ エ ラ 」

を 地 球 規 模 の ネ ッ ト ヮ ー ク を 環 境 と す る よ

う 拡 張 し た も の で あ る 。

A ne two rked  b i od i

- vers i ty reserve f o r

d i g i t a l o r g a n i s i m s

T h o m a s  R a y

「最 優 秀 人 気 賞 」

◎ 人 が 仮 想 生 命 体 と 自 然 な イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン が で き る 新 し い 世 界 を 切 り 開 い た こ と に よ る 受 賞

受 賞 発 明

“ A - Vo l v e”

A rea1 - t i m e  i n te -
r act ive e n v i r o n m e n t

受 賞 者

Ch r i s t a  S o m m e r e r

L a u r e n t  M i g n o n n e a u

所 属 内 容

。ATR知能映像通信研究所

客 員 研 究 員

同 客員研究員

A - V o l v e は 、  イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ C  G ア ー

ト と 人 工 生 命 と を 組 み 合 わ せ た シ ス テ ム で

あ り 、  コ ン ピ ュ 一 夕 が 創 り だ す 仮 想 世 界 と

現 実 の 世 界 を 手 の 動 き と い う ご く 自 然 な イ

ン 夕 フ ェ ー ス で っ な い だ も の で あ る 。
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e学 研 都 市 あ れ こ れ

積 水 ハ ウ ス総合住宅研究所

一 納 得 工 房 一

今回は、 実際に自分の目で見て、 体 験 し な が ら 、  住まいとは何かを考える積フjく ハ ウ ス の 納 得 工 房 に お

じ ゃましました。積水ハウス総合住宅研究所には、主に部材などの開発を行う技術研究所と、住み手に体

験してもらいながら住まい方の研究を行つている納得工房があります。来訪者は、月間約2 , 500人, 年間

約30 , 000人が訪れ、業界関連の方はもとより、主に家を建てようとしている方、学校の建築関係、また、

病院のリハビリ関係の方が多いとのことです。設立の目的は、住み手の方にも勉強してもらい、共により

良 い 新 し い も の を 作 り 上 げ て い く こ と 。 そ し て も う 1 つ 大 き な 日 的 と し て 、 社 員 研 修 の 場 と し て 活 用 す る

こ と だ そ う で す 。

家” という高価な商品の場合、購入した後では、 やり直すのに再び高額な費用がかかってしまいます。

社員が自社製品を知る場として、 ま た 、 家 の 構 造 ・ 性 能 を 学 ぶ 場 と し て 、 例 え ば 、 実 際 に キ ッ チ ン を 使 つ

て料理をっくり、  さ ま さ ま な 浴 室 に 入 り 体 験 す る こ と で 、 お 客 さ ま に 通 切 な ア ド バ イ ス が で き る と の 考 え

の よ う で す 。

関 西 学 研 都 市 平 城  ・ 相 楽 地 区 に あ る ハ イ タ  ッ チ リ サ ー チ パー ク 内 に 立 地 。
A T R よ り 車 で 1 0 分 の 距 離 。
職 員 : 約 1 1 0 名 ,  1990年4月技術研究所開所

同 8 月 納 得 工 房 オ ー プ ン

☆ 研 究 テ ー マ

「 住 ま い は 環 境 の 結 晶 で あ る 」 と い う 言 葉 が 端 的 に 表 す ょ う に 、 人 間 は 、 長 い 年 月 を 経 て そ れ ぞ れ の

環 境 。 気 候 に 適 し た 家 を 工 夫 し て 作 り 上 げ て き ま し た 。 納 得 工 房 で は 、  f 家 」 を 考 え る に あ た り 、  l一 住 ま

い と は 」, 「 設 備 と は 」, 1一 台 所 と は _1 , 「 生 涯 住 宅 と は 」, 1一 性 能 と は 」, 「 構 造 と は 」, l 収 納 と は 」 ,  「 階

段 と は 1 と い う 8 つ の テ ー マ に 分 け て そ れ ぞ れ 自 分 で 体 験 し て 納 得 し て も ら え る よ う に 作 ら れ て い ま す 。

☆ 「設 備 」  。 「 台 所 」

「 設 備 と は 」  と 「 台 所 と は 1 の コ ー ナ ー に は 、  各 メ ー カ ー の 浴 憎 ,  シ ャ ワ ー ,  洗 面 台 ,  照 明 器 具 ,  シ

ス テ ム キ ッ チ ン な ど が 設 置 さ れ 、  比 較 検 討 で き る よ う に な っ て い ま す 。

キ ッ チ ン ,  ダ イ ニ ン グ に お い て は 、  ウ オ ー ル キ ャ ビ ネ ッ  ト が 移 動 式 に な っ て お り 、  オ ー プ ン キ ッ チ ン ,

セ ミ オ ー プ ン キ ッ チ ン な ど を 自 由 に 作 り 出 し 、 :分囲 気 を 比 較 す る こ と が で き ま す 。 ま た 流 し 台 の 高 さ も

上 下 に 調 節 し て 自 分 の 使 い や す い 高 さ を 知 る こ と が で き ま す 。  食 器 洗 浄 器 か ら 生 ゴ ミ 処 理 関 連 装 置 な ど

も 各 種 そ ろ っ て お り 、  ま だ 各 家 庭へ の 普 及 率 が 低 い 器 具 な ど も 使 い 勝

手 を 試 す こ と が で き ま す 。

一見 、  自 社 製 品 を ァ ピ ー ル す る 各 メ ー カ ー の シ ョ ー ル ー ム の よ う に

思 わ れ が ち で す が 、  積 水 ハ ウ ス

の オ リ ジ ナ ル 製 品 よ り は 、 他 社

の 住 宅 設 備 が 多 く 並 ん で お り 、

見 学 者 の 方 か ら は 「 P  R く さ い

と こ ろ が な い の で い い で す ね 。

しかし、 一瞬 ど こ の 施 設 か わ か

ら な く な り ま す ね 。 」 と 言 わ れ

る こ と も あ る そ う で す 。



☆ 「 生 涯 住 宅 」

こ れ か ら の 日 本 は ま す ま す 長 寿 社 会 に な っ て い き ま す が 、  皆

さ ん は ご 自 分 が 歳 を と っ た と き の こ と を 考 え て 、  家 づ く り を さ

れ て い る で し ょ う か 。  「 生 涯 住 宅 と は 」 の コ ー ナ ー で は 、  自 分

が 高 齢 者 ,  身 体 が 不 自 由 に な る と い う よ う な 擬 似 体 験 に よ り 、

現 在 の 住 宅 の 問 題 な ど を 考 え さ せ ら れ ま す 。  車 椅 子 や 歩 行 器 ,

杖 な ど を 使 つ て 生 活 す る 場 合 、  普 段 は 差 し 支 え の な い 少 し の 段

差 や 廊 下 の 幅 が 狭 い こ と に 不 便 を 感 じ ま す 。 高 齢 者 の 7 ̃ 8 割

の 方 が な る 白 内 障 の 目 で み る 部 屋 の 様 子 は 、  白 濁 ま た は 黄 色 く

か わ り 、  敷 居 な ど 使 つ て い る 材 料 の 色 に よ っ て 極 端 に 見 え に く

く な り ま す 。 ま た 、 耳 が 違 く な っ た 場 合 、 ど の よ う な 音 と し て

聞 こ え る か と い う こ と も 体 験 で き ま す 。  水 の 音 、  チ ャ イ ム の 音 な ど 単 に 小 さ く 聞 こ え る だ け で は な く 、

音 自 体 が 雑 音 と 混 ざ り 、  あ い ま い に 聞 こ え ま す 。  聞 こ え る 音 の 高 低 の 範 囲 が 狭 く な る よ う で 、  特 に 高 い

音 が 聞 こ え に く く な る よ う で す 。 逆 に 、 低 い 声 で の ひ そ ひ そ 話 は 、 歳 を と っ て も ょ く 聞 こ え る 範 囲 に は

い っ て い る よ う で す 。 他 に も 妊 婦 体 験 の で き る 用 具 も あ り 、 足 元 の 見 え に く い 妊 婦 に と っ て も 少 し の 段

差 な ど が 危 険 だ と わ か る で し ょ う 。  さ ら に 、  こ ち ら の 納 得 工 房 で は 、 実 際 に 体 験 し て も ら い 、 そ こ か ら

よ り 良 い も の を っ く り 出 す と い う こ と が テ ー マ に な っ て い ま す 。 そ の 一 貫 と し て 、 地 元 の ご 老 人 の 方 々

に 実 際 に 浴 室 に 入 っ て い た だ き 、  そ の 様 子 を ビ デ オ に 撮 り 、  新 し い 浴 室 作 り が 行 わ れ た そ う で す 。  事 前

に 浴 室 の 手 す り に 赤 や 青 の テ ー プ を 印 と し て 張 つ て お き 、  ど の 辺 り を 持 つ て 浴 糟 に 入 ら れ る か な ど 、  動

き の 統 計 を と る こ と に よ り 、 高 齢 者 の 方 に と っ て 入 り や す い 浴 室 が 作 れ ま す 。 既 に 、 そ の 実 験 を も と に

作 ら れ た 浴 室 が あ り ま し た 。 特 徴 と し て は 、 次 の よ う な こ と が あ り ま す 。 浴 室 の タ イ ル が 滑 ら な い よ う

に ゴ ム 製 の ス ト ッ パーが っ い て い る 。 浴 權 の 縁 に 腰 を 掛 け ら れ る よ う に 縁 の 幅 が 一 部 広 い 。  ( 多 く の 方

は 、  腰 を 掛 け て か ら で な い と 湯 船 に っ か れ な い 。 )  浴權l に 入 る 際 に 1l國 ま る 手 す り に 加 え て 、  浴 糟 内 に も

手 す り を っ け る 。  ( 湯 船 に っ か り な が ら 、  浴 糟 内 の 手 す り を っ か む こ と に よ り 、  安 心 感 が あ る 。  ま た 手

が 冷 え な い 。 ) な ど で す 。 高 齢 者 の 方 に と っ て は 、  こ の 浴 室 は 従 来 の 浴 室 に 比 べ て き っ と 利 用 し ゃ す い

こ と で し ょ う 。

☆ 「 性 能 」  ・ 「構造」

現 代 の 社 会 生 活 に と っ て か か せ な い  「 防 音 」  の 問 題 を 、  『 音 場 空 間 』  と 呼 ぶ 部 屋 の 四 方 を そ れ ぞ れ

違 っ た 壁 で 仕 切 っ て あ る ス ペ ー ス で 、  壁 の 種 類 や 窓 の 有 無 に よ る 音 の 漏 れ の 違 い を 知 る こ と が で き 、  近

隣へ の 騒 音 漏 れ 対 策 を 考 え る こ と が で き ま す 。  ま た 、  阪 神 大 震 災 後 皆 さ ん の 関 心 が 高 ま っ た 地 震 と 建 物

の 関 係 も 、 振 動 の 実 験 で 、 地 震 動 の 周 期 と 建 物 の 固 有 周 期 が一致 す る と 揺 れ が 大 き く な る こ と が 学 べ ま す 。

こ の よ う に 、  8 つ の ソ ー ン 全 て を 体 験 す る こ と で 、  皆 さ ん に と っ て の一番 心 地 よ

い 『 住 ま い 』 を 見 つ け る こ と が で き る の で は な い で し ょ う か 。 既 に 、 マ イ ホ ー ム

を お 持 ち の 方 も ぜ ひ も う 一 度  『 自 分 の 住 ま い 』  を 探 し に 行 か れ て は い か が で す か 。

積 水 ハ ウ ス 株 式 会 社  総 合 住 宅 研 究 所  T E L : ( 0 7 7 4 ) 7 3 1 1 1 1

営 業 時 間 : 1 0 : 0 0 A .M .̃ 1 2 : 0 0 P .M . 1:00P .M . ̃ 5 : 0 0 P .M.

見 学 所 要 時 間 : 約 1 時 間 半 ( 要 予 約 )
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A T R  H e a r i n g  Schoo l  ( W i n d o w s 版 )

開発室では、 ATR視聴覚機構研究所の 「外国語音声知覚学習」 の研究成果に基づいた、 英 語 聴 き 取 り 学

習 教 材 「 A T R  Hearing Schoo l」の開発を行ってきましたが、1994年7月より好評発売中のMac in tosh

版に加えて、 1995年10月よりWindows版を販売開始しました。

従来、 文脈 。 文 法 等 の 情 報 に よ る 類 推 を 用 い ず に 、  外 国 語 を 音 と  し て 聴 き 取 る 能 力 は 、  成 人 に な っ て

か ら は あ ま り 向 上 し な い と 考 え ら れ て い ま し た 。  し か し 、 A T R の 研 究 で 、  日 本 人 の 最 も 苦 手 な R - L

音 の 聴 き 取 り 能 力 が 、 適 切 な 学 習 を 行 え ば 確 実 に 向 上 す る こ と が 確 か め ら れ ま し た 。  「 A T R  H e a r i ng

sc h o o l 」 は 、  こ れ ら A T R の 研 究 成 果 を 用 い た 科 学 的 英 語 学 習 ソ フ ト ゥ ェ ア で す 。

最 近 の A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所 の 研 究 で 、  聰 き 取 り の 訓 練 に よ り 発 音 も 向 上 す る こ と が 確 か め ら れ

て い ま す 。

「 A T R  H e a r i n g  S c h o o 1 」 は 、 現 在 、 N T T ラ ー ニ ン グ シ ス テ ム ズ ㈱ 、 ㈱ S C C 、 国 際 電 信 電 話 ㈱ お よ

び A T R 等 で 販 売 し て い ま す 。

「 A T R  H e a r i n g  S c h o o l 」 の 主 な 特 長 は 次 の 通 り で す 。

(1) 日 本 人 の 最 も 苦 手 な lllr 。 1 、iの ほ か l11 母 音 1]、 1l;b - v 1]、 l:1 s 。 e l1l、 lllz - 1:11l を 聴 き 取 る 能

力 を 徹 底 強 化 し ま す 。

(2) 学 習 者 の 聴 き 取 り 能 力 に 応 じ た 学 習 が 可 能 で 、  ゲー ム 感 覚 で 反 複 学 習 し 、 英 語 の 知 識 の 多 少 に か か

わ ら ず 、  誰 で も 聴 き 取 り の 基 礎 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き ま す 。

(3) 正 解 率 に よ り 学 習 レ ベ ル が 自 動 的 に 変 化 す る オ ー ト 学 習 モ ー ド が あ り ま す 。 学 習 レ ベ ル は R - L

オ ー ト 学 習 の 場 合 初 級 。 中 級 ・ 上 級 各 7 レ ベ ル 、 全 2 1. レベルです。

(4) 間 題 の 難 易 度 が 固 定 の マ ニ ュ ア ル 学 習 モ ー ド で

は 、 1l1 r .  1 1]、 [ 母 音 11 に 加 え て 1l lb , v 11、 ( 学 習 画 面 )

llls 。 e 13、 l11 z ・ 1111l l を 学 習 で き ま す 。

(5) 米 国 で は ス ピ ー チ セ ラ ピ ス ト の 立 ち 会 い の も と

に 録 音 し た 信 頼 性 の 高 い 音 声 を 使 用 し て い ま す 。

収 録 単 語 数 は 、 約 5 8 0 語 ( う ち R - L に 関 す る

ものが約390語) で す 。

( 仕 様 )

M a c h i n t o s h 版

M a cm tosh l- Cla s slc ll _ 以 l .

w mdows1'ux

80386以1 .の C P U を f答,1表し、Wmd o w s 3 1 か 動 1「1
す る パー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

0 S  Wmd o w s 3 1  (11本 1'1)
ハ 一 1 テ ィ ス ク '1一き容1 l 1 8 M B 以 l
サ ウ ン ド ホ ー ト
カ ラ ー モ ニ タ
( 6 4 0 x 4 8 0 ト ッ ト 以 l -,て256色表ノ」 か 可 能 な も の )

CD-ROV1

対象機押,

動 作 環 境

0 S  度 f Ta l k 7以1 :
ハー ドディスク '生き容11; 10MB以1.

メ モ リ '生.き容111 2 M B 以 l :
カ ラ ー モ ニ タ

3. 5 イ ン チ  2 H D

定 価 . I J 」l '

〔 お 問 い 合 わ せ 〕  ㈱ 国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所  開 発 室

T E L ( 0 7 7 4 ) 951193 F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9

Wmd o w s は 、  米1i 11 マ イ ク  ロ ソ フ  ト ,l1の米l l、]およひその他のl 1 1における者、録的構1てす。

Mac,n t o s h は 、  ア ノ プ ル コ ン ビ ュ ー タネ1の11l1l1般てす。

* l実 f'l T a l k は 、 米 l 表1 ア ソ プ ル コ ン ピ ュ 一 夕 本 i の 登 録 開 程l:て す 。
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研 究 用 ソ フ  ト ウ ェ ア 販 売 の 御 紹 介

ATRでは自動翻訳電話研究所および視聴覚機構研究所で開発した各種研究用ソフ ト ゥ ェ ア を 販 売 し て お

ります。その中から、本号では自動翻訳電話研究所の機械翻訳関係の研究用ソフトゥェアを紹介致します。

機械翻訳関係 研究用ソフ トウェア一覧

整理番号 名 称 内 容

DI - 001 対話構造解析プログラム 対話のフロ ーや言語運用知識を用いて、 対話の構造を解析し出
力するプログラムである。

DI -002 プラ ン認識プログラム 発話内容を記述したデー夕を入力すると、あらかじめ定義され

た階層型プランを用いて、その発話内容の、目的(プラン)を

推論するプログラムである。

DI - 003 発話行為抽出用規則 文末の言語表現から、発話の内容を抽出する規則を定義したも

のである。

DI -004 変換主導型翻訳プロ グ ラ ム 与えられた日本語の入力を、 あらかじめ格納しておいた対訳

デー タや単語の意味コ ー ドを用いることにより、近似的な訳を

出力するプログラムである。

DI - 005 日英対訳応対デー タ 変換主導型翻訳プログラムで用いるデ一夕であり、 「国際会議

への参加問い合わせ」 に関する対訳デ一夕である。

DI -006 言語表現間意味距離計算プ
ロ グ ラ ム

単語の意味コ ー ド ( シ ソ ー ラ ス )  を用いて、 言語表現間の類似

度を計算するプログラムである。

DI - 007 翻訳用語分析デ一 夕 多量のATR言語デー タ ベー スから、文パ夕 ー ン、単語n -gram
などの類似、日本語表現、日英対訳例などを抽出 。 分析したデー

夕である。分野は「国際会議への参加問い合わせ」である。

DI -008 英日翻訳プログラム 英語対話文を、文法や意味に関する規則を用いて日本語に翻訳

するプログラムである。 前置詞の対訳用例を使 つ て文法的な曖

味さを解消する機能を有する。

〔 お 問 い 合 わ せ 〕  ㈱ 国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所  開 発 室

T E L ( 0 7 7 4 ) 951193 F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9
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e登録特許の紹介

特公平06- 059007 No.1929762
ア レー ア ン テ ナ 装 置

ーつ の ア ン テ ナ で 複 数 の ビー ム を 有 す る マ ル チ ビー ム ア ン テ ナ を ァ レ ー ア ン テ ナ で 構 成 す る と 、  給 電

ネ ッ ト ヮ ー ク 回 路 が 複 雑 と な り 、 移 動 体 通 信 等 小 型 低 コ ス ト が 求 め ら れ る 分 野 へ の 適 用 が 難 し い 。 本 発

明 は 、 高 周 波 ( R  F ) 帯 の 信 号 を 一 旦 光 の 波 長 帯 に 変 換 し 、 R  F 部 で 必 要 と な っ て い た 給 電 ネ ッ ト ヮ ー

ク 回 路 を 、 小 型 に 実 現 可 能 な 光 デ バ イ ス ( 光 ス イ ッ チ や 光 フ ァ イ バー ) で 構 成 す る 方 法 で 、 共 通 部 分 の

回 路 を 有 効 に 利 用 す る こ と に よ り 小 型 ・ 低 コ ス ト 化 を 実 現 し た 。

特公平06- 042742 No.1949835
立 体 テ レ ビ ジ ョ ン シ ス テ ム

本 発 明 は 、  時 分 割 立 体 画 像 装 置 の 表 示 方 式 に 関 す る も の で あ る 。  ま ず 、 複 数 台 の カ メ ラ を 用 い て 視 差

に 対 応 し た 画 像 を 撮 影 し 、  こ の 出 力 を ノ ン イ ン タ レ ー ス の 複 数 倍 の ス キ ャ ン レ ー ト に 変 換 し て 、  時 間 軸

上 に 順 番 に 並 べ 、  シ リ ア ル 信 号 に 変 換 す る 。 さ ら に 、 観 察 者 の 頭 部 運 動 量 を 検 出 し 、  こ の 頭 部 運 動 量 に

よ り シ リ ア ル 信 号 に 変 換 さ れ た 画 像 信 号 の 中 か ら 適 切 な 画 像 対 を シ ャ ッ 夕 一 メ ガ ネ の 開 閉 タ イ ミ ン グ を

制 御 す る こ と に よ り 選 択 す る 。 本 発 明 に よ り 、 従 来 の よ う に 1 方 向 か ら だ け で な く 、  2 方 向 以 上 か ら の

立 体 画 像 の 観 察 が 可 能 と な る 。  ま た 、 複 数 の 観 察 者 が そ れ ぞ れ 別 方 向 か ら の 画 像 を 観 察 す る こ と が で き

る 。

8 イベントカレンダー

開 催 目 名 称 場 所 問 い 合 わ せ 先

1 1 月 2 日  ( 木 )

11月11日(土)
̃ 1 9 日 ( 日 )

第 8 回 A T R 研 究 発 表 会 A T R
国際電気通信基礎技術研究所
企画部 a (0774)951172

A P E C' 9 5 大 阪 会 議 関 西 プ ラ ザ に 音 声 翻 訳 シ ス

テ ム を 出 展
(11日̃12日は一般公開、14日̃19日はAPEC

関 係 者 向 け )

大販ビジネスパー ク
C & C プ ラ ザ

A T R 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所
公(0774 )951301

11月25日(土) A T R 施 設 一 般 公 開
( 一 部 施 設 を 精 華 ま っ り に 合 わ せ 公 開 )

A T R
国際電気通信基礎技術研究所
総 務 部  a (0774)951122

A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所
a (0774)951011

1996年
1 月 2 2 日 ( 月 )

̃ 2 5 日 ( 木 )

A T R  S y m p o s i u m  o n  Face  a n d Object
R e c ogn i t i o n ' 9 6 A T R

1 月 2 2 日 ( 月 ) 第35回 A T R 科 学 技 術 セ ミ ナー

〇顔と三次元物体認識に関する計算論的研究
T oma s o  P o s i o 氏 ( M I T ) ほ か

A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所
a (0774)951011

A T R

1月23日 ( 火 ) 第36回 A T R 科 学 技 術 セ ミ ナー

〇顔と三次元物体認識に関する心理物理研究
He i n r i c h  B u l l t h o f 氏 ( マ ッ ク ス プ ラ ン ク 研
究 所 ) ほ か

A T R
A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所

a (0774)951011

1月24日(水) 第37回 A T R 科 学 技 術 セ ミ ナ ー

〇 情 報 源 と し て の 顔 の 認 識
V i c k i  B r u c e 氏 ( ス 夕 ー リ ン グ 大 学 ) ほ か

A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所
a (0774)951011

A T R

1月25日 ( 木 ) 第38回 A T R 科 学 技 術 セ ミ ナ ー

〇マルチモー ダ ル な 情 報 源 と  しての顔の認識
D om i n i c  M a s s a r o 氏 ( U S C S )  ほか

A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所
a (0774)951011

A T R
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e所 員 往 来

平 成 7 年 6 月  2 日 よ り  9 月  1 日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( 但 し 、  6 ヵ 月 以 上 滞 在 の 方 の み 掲 載 )

採 用  年 月 日 A T R 所 属 氏 名 出向元等

H 7 .  6 .  21
6 .  22
6 . 29

7 .  37 .  37 .  3

7 .  10
7 .  13

8 .  28 .  28 .  28 .  3

8 .  14

g . 1g . 1

( 音 ) 第 四 研 究 室  研究員

( 国 ) 渉 外 部 長

( 国 ) 経 営 企 画 部  担 当 部 長

( 音 ) 第一研究室 研究員

( 音 ) 第 三 研 究 室  研究員
( 音 ) 第 三 研 究 室  研 究 員
( 映 ) 第一研究室
( 国 ) 経 理 部 長

( 音 ) 第 一 研 究 室  研究員

( 音 ) 第 二 研 究 室  研究員
( 音 ) 第 三 研 究 室  研究員
( 音 ) 第 三 研 究 室  研究員

( 国 ) 企 画 部

( 音 ) 第 一 研 究 室  研究員
( 音 ) 第 三 研 究 室  研 究 員

荒 川  直 哉

田 中  恒

小宮山牧児

高 橋  一 裕

安 藤  真一

Stephen G. E u b a n k
宮 田  裕之
石渡 隆 人
T h o m a s  Doue t
J e a n - C.L'Her i t eau
Hassan EI Nahas EI Homsi

S teph an e  A u b e r g e r
若 谷  俊 之
Mi c h a e l S c h u s t e r
Detlef K o l l

テンプル大

郵 政 省

郵 政 省

日本電気
日本電気

Prediction Company
N T T
N T T
E N S T
I N T
E N S T
I N T
N T T
ド イ ッ

カ ー ルスルー エ大学

退 職  年 月 日 復 帰 先 等 氏 名 A T R 所 属

H 7 .  6 .  6

6 . 14
6 .  16
6 .  21
6 .  30
7 . 12
7 .  20
7 .  21
7 . 23
7 .  31
8 .  15
8 .  31
8 .  31
8 .  31

K T H
D D  I ポ ケ ッ ト

ボ ス ト ン 大 学
オ ハ イ オ 州 立 大 学

日 本 電 気
N T T
日立製作所

松下電器産業
N T T
I N T

同徳女子大学
G E T A
ア メ リ カ

ア メ リ カ

N i k k o  S t r om

栗 倉  敏 博
M a r i Ostendor f
Kev i n  A .Lenzo

赤 峯  亨
小林 功
杉 本  晃 宏

脇 田  由 美
大坪 洋一

Chr i s t i a n  Le1ong
李 亮 熙
Her ve  B l a n c h o n

J .S. M a g n u s o n
I .M a r i e  Eigs t i

( 音 ) 第 一 研 究 室

( 国 ) 渉 外 部

( 音 ) 第一研究室
( 音 ) 第 三 研 究 室

( 音 ) 第 三 研 究 室

( 国 ) 経 理 部

( 人 ) 第 二 研 究 室
( 音 ) 第 三 研 究 室

( 国 ) 企 画 部

( 音 ) 第 二 研 究 室

( 音 ) 第 二 研 究 室

( 音 ) 第 四 研 究 室

( 人 ) 第一研究室
( 人 ) 第 四 研 究 室

尚 、 以 下 の 方 々 は 、 不 手 際 に よ り前号20号に掲載できずご迷惑をおかけ致しました。

退 職  年 月 目 復 帰 先 等 氏 名 A T R 所 属

H 7 . 3 . 10

3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 . 31
3 .  31

K A  I S T
キ ヤ ノ ン

目 電

三 菱
C S K

Ph i l i p s

K i m  Deok - B o n g
小坂 哲 夫

磯 谷  亮 輔
松 村  壮 史
側 嶋  康 博
H e l m u t  Lucke

( 音 ) 第 三 研 究 室
( 音 ) 第一研究室
( 音 ) 第 一 研 究 室

( 音 ) 第 一 研 究 室

( 音 ) 第 三 研 究 室

( 音 ) 第 一 研 究 室
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(平成7年3月から平成7年9月末における学術論文 ・学会発表等一覧。 但し、 一部前回記載漏れを含む)

A T R通信システム研究所

1. 田倉,太田,河田:'Process  specification generation
from communication service specifications ',The Int.
Journa1of Automated IEleasoning and Artificia1
Inte11igence i n  Software Engineefing(95. 06)

2. 佐藤:'広域状態邏移規則を用いた通信サ一l1ス仕様記述におけ
る可到達解析',電子情報通信学会論文誌(95.06)

3 . 下 村 , 沖 , 力 石 , 太 田 : ' フlロクラムスライシンタに基づく 、Jフトウェア独立

改造方式',情報処理学会論文誌(95.09)
4 .小林,大田,寺島: 'A  Requirement Description and

Acquisition 1llethod based on Communication Service
Knowledge',電子情報通信学会論文誌(95. 09)

5 . 下 村 , 沖 , 力 石 , 太 田 : ' A n  Algorithmic Fault-Locating
Method for ProceduralLanguages and I ts  Implementation
FIND',2nd Internationa1 1llorkshop on Automated and
Algorithmic Debugging(95.05)

6 .灰塚,  田倉: ; 通信サーピス要求理解方式の一考察', 1995年電
子情報通信学会総合大会(95.03)

7. 上田:'要求仕様の検証における状態検索の効率化方式',19
95年電子情報通信学会総合大会(95.03)

8 . 沖 , 力 石 , 下 村 , 太 田 : ' A  Design Method of Data
Integrity for Object-0riented Database Systems',IEEE
SICON/ICIE'95(95.07)

9. 田倉, 太田:' 二段階通信サー ピス仕様記述と f ロ1fラム仕様への自
動変換',情報処理学会論文誌(95. 05)

10. 佐藤:'通信システム仕様の高速検証方式',電子情報通信学
会 交換システム研究会(95.05)

1 1 . 若 林 , 河 原 崎 , 太 田 : ' 通 信 サ ー ビスの意味的競合の検出; ,,

電子情報通信学会 交換システム研究会(95.05)
12. 田倉, 灰塚:'通信サ一l1ス要求理解に関する一考察', 1995年

電子情報通信学会総合大会(95.03)
13. 若林, 河原崎:'仕様記述段階でのサ一 111ス競合検出手法の一考

察',1995年電子情報通信学会総合大会(95. 03)
14.榎木,小林:'概念モテルに基づく知識を用いた要求獲得',19

95年電子情報通信学会総合大会(95.03)
15.原田,河原崎:'通信サ一l1ス仕様における異常な状態への遷移

の解消支援に関する一考察', 1995年電子情報通信学会総合
大会(95.03)

16, 太田, 田倉:'The AutoElation of Requirement
Specification Acquisition for Communications Software

ICCI'95 (95. 07)
17 .佐藤,河原崎, 田倉:'通信:'フトウェア仕様の検証に関する課題

1995年電子情報通信学会総合大会(95.03)

18. 田倉,世良,太田:'ProtocolSynthesis from Service
Specifications Described by Graph Rewriting flules

書き換えシステムの理論と応用(95.07)
19. 田倉,世良,太田:'タラフ変換を用いた11ロトコル合成法',電子

情報通信学会 コン1iユテー ション研究会(95.03)
20. 深山, 田 倉 , 太 田 : ; 通信プロ1yラム仕様からサー ピス仕様への逆変

換手法',電子情報通信学会 交換システム研究会(95. 03)
21.河原崎,太田:'Visualdef in i t ion and verification of

telecommunication service',LASTED Internationa1
Conference通ode11ing and Simulation(95.04)

22.榎木,小林,太田:'Knowledge Representation Based on
a Conceptual Mod e l f o r  Communication Systems',Eighth
Int'1Conf . o n  Systems Research,Informatics, and
Cybernetics(95. 08)

23. 榎木, 小林, 太田:'交換機能モテル に基づく知識表現',電子
情報通信学会 交換システム研究会(95.03)

24. 張,小林,太田:'Us i ng  CBR in Telecommunication Service
Requirements Acquisition',Pacific-Asian Conference
on Expert Systems(95.05)

25. 張, 小林, 太田:'属性操作による通信サー ビスの発想支援
情報処理学会第51全国大会(95. 09)

26. 張, 小林, 太田:'事例から新しい通信サー ビスの導出',19
95年度人工知能学会全国大会(95.07)

2 7 .臼井(日本電子計算) ,小林,小西(日本電子計算) ,,

太田:'グラフ解析を用いた仕様部品の実行順序解析', 、J ウトウ

ェアシン111ソウム'95(95.06)

28.上田, 田倉,太田:'Stat ic  Analysis of Communications
Service specificat1on in Petri Nets',IASTED
InternationalConference Mode11ing and Simulation
(95.04)

29.力石,沖,下村,太田:'ネットワー クセキュリティ参照モテルのセキュリァィ課

題とその分類基準',通信の快適。安全。信頼性ワー クショップ
(95.03)

30.太田:'もっともっと積極的に',電子情報通信学会 通信ソ

フトゥェア時限研究会 (95.06)
31.世良:'サー ビスの高度化と通信ソフトゥェアの課題につい

で ,電子情報通信学会 第 1 回 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 会

(95.06)
32. 上田, 田倉, 太田:'離散事象システムにおける可達集合の

高速検証方式',電子情報通信学会 コンカレント工学研究
会(95.07)

33. 和田,河原崎,太田: '非専門家を対象とした仕様記述支援

法',電子情報通信学会 交換システム研究会(95.08)
34 .河原崎,上田,太田:'サー ビス仕様検証法の一考察',電子

情報通信学会 交換システム研究会(95.08)
35. 高見(NTT), 河原崎:'通信サー ビス仕様記述とビジュアル

プログラミング',電子情報通信学会誌(95, 06)
36. King,大谷:'The Representations of Agentu:A Study

of Phenomena in VirtualEnvironments',IEEE:Workshop
on Robot and liuman Communication R0-1llAN'95(95.07)

37.森井,岸野,鉄谷(NTT): '限のCGア二f ーションと視線の知覚

に関する検討',電子情報通信学会論文誌A(95.04)

38.志和,岸野:'A Stereoscopic 11lide-Field-of -View Display
for a Virtua1-Space Teleconferencing System',,

Society for Information Display Internationa1
Symposium,Sen1inar an(95.05)

39.北村, 田 中 ( 大 阪 大 ) , 岸 野 , 谷 内 田 ( 大 阪 大 ) : ' 3-D Path
Planning in a Dynamic Environment Using an Octree and
an Artificia1 PotentialField',1995IEEE

lnternationalConference onlnte11igent 111obots and
Systems (95.08)

4 0 . 野 間 , 北 村 , 宮 里 , 岸 野 : ' 1fu l t i-Point VitualSpace
Teleconferencing System',電子情報通信学会 英語論文
集B(95.07)

41.吉田,TIJERIN0,安部,岸野:'A VirtualSpace
Teleconferencing System that Supports Intuitive
Interaction for Creative and Cooperative 'llork',AClf
1995Symposiumon Interactive3D Graphics(95. 04)

42. 桑原,志和,鉄谷(NTT),岸野:'フラクタルを用いた階層的な
樹木形状表現による3次元樹木画像の高速生成方法',電子
情報通信学会論文誌D(95.07)
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43. 桑原, 志和, 岸野:'多視点樹木画像からの3次元樹木形状
の自動再構成法',1995年電子情報通信学会総合大会(95.03)

44 .桑原,志和,岸野: '3D  Tree Shape Reconstruction from
Multiviewpoint Images based on FractalGeometry',,

VisualCommunication and Image Processing'95(95.05)
45. 西 本 , 安 部 , 宮 里 , 岸 野 : ' A  system supporting a human

divergent thinking process by provision of relevant
and heterogeneous pieces of information based on an
outsider-mode1',IEA95AIE(95.06)

46.大村,志和,岸野:'Deve1opment of Lenticular
Stereoscopic Display System:Multiple Images for
Multiple Viewers',SID'95(95.05)

47.TIJERIN0,安部,岸野:'A mu l t i -modalvirtua1
environment that enhances creativity and
human-to-human communication',6th Internationa1
Conference on Human-Computer Interaction(95.07)

48.MOUBARAKI ,S INGH,大谷,岸野:'Wr ink l e  Animation of
C1oth and Faces for3D lfuman Models Using Texture
Morphing and Synthesis in Virtualspace
Teleconferencing',Distributed Multimedia Systems and
Applications(95.08)

49 .坂ロ,大谷,岸野:'ウェ一7'レット特徴を用いたHMMによる顔画
像からの表情認識',テレ1_ ジョン学会誌 「画像情報工学と放送技
術」(95.08)

50.成山,SINGH(オハイオ州立大),大谷,岸野:'Realistic3D
Synthesis of Human Body 1llovements for VirtualSpace
Teleconferencing',IASTED InternationalConference
MODELLING AND SIMULATION (95.04)

51. 宮里, 岸野:'把持動作における11リシェイl_ ン 11iからの目標物体の
推測', 1995年電子情報通信学会総合大会(95.03)

52. 宮里, 岸野:'視覚情報と触覚情報の間の遅延知覚に関する
検 討; , 電 子 情 報 通 信 学 会 1 9 9 5 年 ソ サェテ ィ 大 会

(95.09)

53. 中村,宮里,岸野:'把持動作におけるタ ー ゲット予測; , テ
レビジョン学会(95.07)

54. 大村, 志和, 岸野:'視点追従型レンティキュラ一立体表示
装置における視点追従特性',3D画像コンファ レンス; ,,

画 像 コ ン フ ァ レンス', (95.07)
5 5 . 北 村 , S1l[I TH ,竹村(奈良先端大) ,岸野: '並列計算機に

よる3次元物体の実時間衝突面検出',電子情報通信学会論
文誌(95.08)

56.桑原,志和,岸野:'仮想空間表示での視覚特性からみた問
題点',画像ラ;l1 (95. 05)

57.Altman,宮里,岸野:'Recognition of Dynamic Gestures
Using Synchronizing DynamicalSystems',CliI'95
Workshop:Gesture at the User Interface(95.05)

58 .桑原,志和,岸野: '多視点樹木画像を入力とするフラクタ

ルモデルを用いた3次元樹木形状自動再構成法',Visua1

Computing'95(95.06)
59 .T i j e r i n o ,T r i n h ,安部,岸野: 'An  Indirect Approach to

Hand Gesture ltecognition and i t s  Application onのヒュ
MultimodalVirtualEnvironments ; ,知的支援技術

マン・インタフェ ースへの適用及び一般(95.04)
60 .岸野: 'バー チ ャ ル リ ァ リ テ ィ の 通 信への応用',電子情報通

信学会関西支部「情報通信技術基礎講座」(95.07)
61.志和,岸野:'通信会議における立体表示',3次元画像コン

フ ァ レンス' 95(95.07)
62. 成山,シン(オハイオ州立大),大谷,岸野:'少数センサデー タ

からの全身動作の再構成に関する一検討',1995年電子
情報通信学会 ソ サェティ大会(95.09)

63 .野間,宮里,岸野: '可搬型ディ スプレイにおける直接操作
入力方式の実現',1995年電子情報通信学会 ソ サェテ
ィ大会(95.09)

64. 志和, 大村, 岸野:'焦点調節が連動する両眼視差立体表示

方式の提案',1995年電子情報通信学会 ソ サェテ ィ 大

会(95. 09)
65 .海老原,鈴木(ATR映像),大谷,岸野:'3次元計測に基づ

いた顔画像の実時間表示再現方法',1995年電子情報通
信学会 ソ サェティ大会(95.09)

66.中村,宮里,岸野:'把持動作におけるタ ー ゲ ッ ト 予 測 ' , 電
子情報通信学会 画像工学研究会(95.06)

67. リヤナク:, 田 原 ( 東 大 ) , 相 澤 ( 東 大 ) , 羽 鳥 ( 東 大 ) : ' 複 数

人同士の視線一致を可能とするテレビ会議システム(MPEc)

電子情報通信学会 マルチメディア仮想環境基礎研究会
(MVE)(95. 07)

68. 大谷, 岸野:'遺伝的アルゴリズムによるマルチ画像からの

人物の姿勢推定 一局所的色彩情報の利用による推定精度
改良一 ',電子情報通信学会 P R V研究会(95.07)

69. lMOUBA flAKI,大谷,岸野:'Rea l i s t i c3D FacialAnimation
in VirtualSpace Teleconferencing', 1ll0-1llAN'95(95. 07)

70.海老原,大谷,岸野:'A Study of RealTime Facia1
Expression Detection for VirtualSpace
Teleconferencing',ROBOT AND HU 1llAN C01llUNICATION R0-MA
N'95TOKY0(95.07)

71. 岸野,宮里,寺島:'VirtualSpace Teleconferencing
Communication with Realistic Sensations”',R0- 1llAN'95

(95.07)
72. 内海,宮里,岸野:'Mu l t i-Camera liand Pose Recognition

System llsing Skeleton Image ',R0-MAN'95(95.07)
73.北村,竹村,岸野:'Para11elAlgorithms for Rea1-time

Co11iding Face Detection',R0- lliAN'95(95.07)
74.宮里,岸野,寺島:'臨場感通信会議における参加者の対面

状況の保持特性の評価',電子情報通信学会論文誌A(95.07)
7 5 . 志 和 : ' 1 9 9 5 年 S  I D 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 報 告 ( II ) デ ィ

ス プ レ イ 関 連 技 術 ' , S  I D国際シンポジウム報告会(95 . 07 )

76.Sto11,大谷:'Applications of HMM 1llodeling to
Recognizing Human Gestures in Image Sequences for a
lllan-1iachine Inter face', lR0-11lAN'95(95.07)

77. T i j e r i no ,吉田,安部(1l l IC ) ,岸野: 'A  Shape Knowledge
Representation Scheme and i t s  Application on a
通ulti-modalInterface for a virtualspace
Teleconferencing Systen1 ',ll10-mN'95(95.07)

7 8 . 大 谷 , 北 村 , 竹 村 ( 奈 良 先 端 大 ) , 石 井 ( 松 下 電 器 ) ,,

岸野,寺島:'VirtualSpace Teleconfefencing:
Rea1- time lReproductin of 3D Human Images',J.of Vis-
ualCommunication and Image Representation(95. 03)

79.宮里, 中村,岸野:'3次元投影カ ー ソルの提案と評価',,

テレピン1ヨン学会誌「論文小特集」(95. 03)
80. 梶原:'物理的定義に基づいた時変ホモトビ ー を用いた3

次元顔画像の表情と動作の生成',テレピジョン学会誌(95. 03)
81. 志和, 岸野:'視点追従形レンティキュラ立体表示装置

ティシプレイァンドイf一ジン1y (95.03)

8 2 . S m i t h , 北 村 , 竹 村 ( 奈 良 先 端 大 ) , 岸 野 : ' A  Simple and
Efficient Methodfor Accurate Co11ision Detection
Among Deformable Polyhedra10bjects in Arbitrary
趙otion',IEEE VirtualReality AnnualInternationa1
Symp osium(VRAIS'95)(95.03)

83.Singh,大谷,Parent(0hio State Univ. ):'Hulnan Figure
Synthesie and Animation for VirtualSpace
Teleconference',IEEE VirtualReality Annua1
InternationalSymp osium(VRAIS'95)(95.03)

84. 坂口,大谷,岸野:'Wavelet変換による顔運動の特徴抽
出と表情認識への応用',電子情報通信学会 パタ ーン認識と
理解。画像工学 共催研究会(95. 03)



85. 海老原, 大谷, 岸野:'周波数領域変換を用いた実時間表

情検出',1995年電子情報通信学会総合大会(95.03)
86.坂ロ,大谷,岸野:'顔動画像からのHMMによる表情認

識 一 wavelet変換とコ ー ドヮ ー ド選択追加型VQによる
シンポル系列化',1995年電子情報通信学会総合大会
(95.03)

87.志和,岸野:'2面接続形立体ティ スプレイにおけるシームレス表示
性の検討',1995年電子情報通信学会総合大会(95.03)

8 8 .小野,田中(立命館大) ,岸野: '仮想空間と実空間の融

含のための自動色調補正', 1995年電子情報通信学会総合
大会(95. 03)

89. 成山, singh,大谷,岸野:'少数センサァータからの上半身動
作の再構成に関する一検討',1995年電子情報通信学会総
総合大会(95. 03)

90.大村,志和,岸野:'視点追従型立体表示装置の追従特性
評価',1995年電子情報通信学会総合大会(95.03)

91. 中村, 宮里, 岸野:'仮想空間における影の効果に関する

評価',1995年電子情報通信学会総合大会(95.03)
92. 畑, 大谷, 岸野:'Snakesを用いた複雑形状輪郭の自動抽

出,追従法の一検討',1995年電子情報通信学会総合大会

(95. 03)
93 .内海,宮里,岸野: '多数カメラによる実時間手振り認識

1995年電子情報通信学会総合大会(95.03)
94. 鈴木,大谷,岸野:'3次元計測に基づいた顔画像の表情

再現法の検討一多種類の表情再現 一 ' ,  1995年電子情報通
信学会総合大会(95.03)

95.海老原,山田,岸野:'臨場感通信会議システムにおける
3D顔画像処理',電子情報通信学会 ネ ッ ト ヮ ー ク映像
メディア(95.09)

96.内海, 11[ i l g ram,宮里,岸野:'画像ポケの奥行き知覚お
よび仮想物体操作に及ぼす影響',ヒュ ー マ ン イ ン タ フ ェ
ー ス研究会(95.09)

97.岸野:'知覚作業メディアとしての仮想空間',電気関連学
会 東海支部連合大会(95.09)

A T R音声翻訳通信研究所

1. 桑原(西東京科学大学),  匂坂:'Acoustic
Characteristics of Speaker Individuality:Contro1
and Conversion',Speech Communication(95.04)

2 . 岩 橋 (、1二一), 匂坂:'Speech Spectrum Conversion Based
on Speaker Interpolation and Multi-Functiona1
Representation with 1lleighting by RadialBasis
Function Networks',Speech Communication(95. 02)

4.渡辺, 山ロ, 片桐:'Discriminative 1lletric Design for
Pattern Recognition ; ,ICASSP'95(95. 05)

5. 中 井 ( 東 北 大 ) , S i n g e r ,  匂坂, 下平(北陸先端大)
Automatic Prosodic Segmentation by F0 Clustering

Using Superpositiona1 1llodeling',ICASSP'95(95.05)
小坂,松永, 倉岡(豊橋技科大) :'Speaker-Independent
Phone 種odeling Based on Speaker-Dependent HMMs''

Composition and Clustering ',ICASSP'95(95.05)
Fais,Loken-Kim:'LexicalAccommodation in

1Human-interpreted and 1llachine- interpreted Dua1
Language Interactions',ESCA Tutorialand Research
Workshop on . Spoken Dia1ogue Systems(95.05)

磯谷,松永, 嵯峨山(NTT) :'Speech lRecognition Using
Function- 1llord N-grams and Content-Word N-grams',電子
情報通信学会 英文論文誌Vo1.78-D,No.6(95.06)

Lucke:'Improved Acoustic 1llodeling for Speech
1iecognition Using2D 1l[arkov Random Fields

',ICASSP'95 (95.05)

10. 脇田, Singer, 匂坂:'Error Reduction due to
Co-articulation across SeveralPhonetic Segments Using
HMM State Sequences Spanning Phoneme llnits',ESCA
Tutorialand flesearch Workshop on Spoken Dia1ogue
Systems(95.05)

11. 藤尾, 匂坂, 觀ロ :'Stochastic Modeling of Pause
1nsertion Using Context- free Grammar',ICASSP'95
(95.05)

12. 清水, 門 前 ( 山 形 大 ) ,  松永, Singer:''

Time-Synchronous Continuous Speech Recognizer
Driven by a Context-Free Grammar',ICASSP'95(95.05)

13. 外村, 小坂, 松永:'Speaker Adaptation Based on Transfer
Vector Field Smoothing Using 整aximum a Posteriori
Probability Estimation',ICASSP'95(95.05)

14. 小坂, 嵯峨山(NTT) :'Auto1natic Determination of the
Number of 1llixture Components for Continuous HM磁S Based
on a Uniform Variance Criterion',電子情報通信学会英
文論文誌Vo1.E78-D,No.6(95.06)

15. 松永, 松村:'Continuous Speech Recognition Using
Non-uniform Units Based Acoustic and Language Models

4th lEuropean Conference on Speech Communication and
Techno1ogy(EUROSPEECH'95)(95. 09)

16. Paliw,a 1 ,  Bacchiani, 匂坂:'klinimum Classification
Error Training for Feature Extraction and Pattern
Classification in Speech Recognition',4th European
Conference on Speech Communication and Techno1ogy
(EUROSPEECll'95)(95.09)

17. 渡辺, 山口, 片桐:'A NovelApproach to Pattern
Recognition Based on Discriminative Metric Design',,

1995IEEE 1llorkshop on NeuralNetworks for Signa1
Processing(NNSP'95) (95.08)

18. Singer, Palilfa 1 ,  別府, 匂坂:'Effect of RASTA-Type
Processing for Speech Recognition with Speaking-Rate
選ismatches' ,4 th  European Conference on Speech
Communication and Techno1ogy(EUf10SPEECH'95)(95.09)

19. 別府, 相川(ATR人間) '動的ケプストラムを用いた音声認識にお

けるパー スト性雑音に対する耐性の検討',日本音響学会平成7

年度春季研究発表会(95.03)

20. 別府, 相川(ATR人間) 'Spo]-1taneous Speech Recognition
Using Dynan1i c  Cepstralncorporating Forward and
Backward liasking Effect',4th European Conference on
Speech Communication and Techno1ogy(EUROSPEECH; 95)
(95.09)

21. Lenzo, Josephson(0SIJ ) ,  Fujimura(0SU),,

Bailey-Ke11ogg(0SU) 'Layered Language Understander:
A Speech Recognition System Using Layered Abduction',,

129th lfeeting of the ASA(95. 05)
22. 渡辺, 山ロ, 片桐: ; Feature Representation in a

Law-dimensionalSpace Based on I)iscriminative llletric
Design',日本音響学会平成7年度春季研究発表会(95.03)

23. 松永, 小坂, 清水:'Speaking-Style and Speaker Adaptation
for the Recognition of Spontaneous Dia1ogue Speech',,

4th European Conference on Speech Communication and
Techno1ogy(EUROSPEECH'95)(95. 09)

24. 坂本, 松永:'Detection of Unknown Words Using Garbage
Cluster Models for Continuous Speech Recognition',,

4th European Conference on Speech Communication and
Techno1ogy(EUROSPEECH'95)(95. 09)

25. 山ロ (SHARP),Singer, 松永, 嵯峨山(NTT) ''

Speaker-consistent Parsing for Speaker-independent
Continuous Speech Recognition',電子情報通信学会 英
文論文誌Vo1.E78-D,No. 6(95.06)
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26.松村,松永:'Non-uniform Unit HMMs for Speech
Recognition',4th European Conference on Speech
Communicatio1r and Techno1ogy(EUROSPEECH'95)(95.09)

27. 平井,樋口,匂坂:'臨界制動モ1l'ルパラ1l ー タの分布特性を用いた
フレーズ境界の自動推定のための尺度の検討', 日本音響学会平

成7年度春季研究発表会(95.03)

28. 側嶋:'多元的類似度計算に基づく文脈を考慮した,ホ1トムアップ構

文解析法',情報処理学会 自然言語処理研究会(95.03)
29. 外村,小坂,松永,  門田:'Speaker Adaptation Fitting

Training Data Size and Contents',4th European
Conference on Speech Communication and Techno1ogy
(EUll10SPEECH'95)(95. 09)

30. 中村:'A Minimum lError Training of Garbage 1l lodel for
Keyword Spotter with Artificia11y Generated Training
Data',4th European Conference on Speech Communication
and Techno1ogy(EUROSPEECH'95)(95.09)

31. 渡辺, 片桐:'Discriminative Subspace lliethod for Minimum
Error Pattern Recognition',1995IEEE Workshop or1
NeuralNetworks for SignalProcessing(NNSP'95)(95.08)

32. 平井,樋口,  匂坂:'Automatic Detection of Major
Phrase Boundaries Using StatisticalProperties of
SuperpositionalFo ControlModelParameters',4th
European Conference on Speech Communication and
Techno1ogy(EUROSPEECH'95)(95.09)

33. 宮 澤 , 應 見 ,  嵯峨山,松永:'Unsupervised Speaker
Adaptation Using A11-phoneme Ergodic Hidden Markov
Network',電子情報通信学会英文論文誌Vo1.E78-D, No.8
(95.08)

34. 坂 本 , 松 永 :; 連続音声認識における道誤検出の結果; ,日本

音響学会平成7年度秋季研究発表会(95.09)
35. 外村, 松フ:i:,1: '状態別話者クラスタリングを用いた不特定話

者モデル検討',目本音響学会平成7年度秋季研究発表会

(95.09)
36. 石井, 外村, 松永:'逐次状態分割法の分割過程を考慮した

移動ぺクトル場平滑化の検討',日本音響学会平成7年度秋
季研究発表会(95.09)

37. Huo, Lee(AT&T) '0n-Line Quasi -Bayes Adaptation of
CD HMM Parameters for Speech Recognition',目本音響学
会平成7年度秋季研究発表会(95.09)

36. 平 井 , 樋 口 ,  匂坂:'Differences in F0  ControlRules
Extracted from Multiple Speech Databases',ATR Int,,

Workshop on ComputationalModeling of Prosody for
Spontaneous Speech Processing(95.04)

39. 橋本, 樋口:'話者選択と移動べクトル場平滑化を用いた声

質変換のためのスぺクトル写像',電子情報通信学会 音声
研究会(95.05)

40. 清水, 山本(CSK ) ,松永,勾坂: '単語グラフを用いた連続
音声認識法',日本音響学会平成7年度秋季研究発表会

(95.09)

41. 藤尾,匂坂,樋口:'Stochast ic  Modeling of Prosodic
Phrase Boundary Location and Pause Insertion Using
a Context- free Grammar',ATR Int. 1l1orkshop on
ColnputationalModeling of Prosody for Spontaneous
Speech Processing(95.04)

42. 中 井 ( 東 北 大 ) , S i n g e r , 匂 坂 , 下 平 ( 北 陸 先 端 大 )

Accent Phrase Segmentation byF0 Clustering Using
SuperpositionalModeling',ATR Int.Workshop on
ComputationalModeling of Prosody for Spontaneous
Speech Processing(95.04)

43. Pal i 1, a 1 ,Ba c ch i a n i ,  匂坂:'Simultaneous Design of
Feature Extractor and Pattern Classifier Using the
Minimum Classification Error Training Algorithm',,

1995IEEE 1lorkshop on NeuralNetworks for Signa1

Processing(NNSP'95)(95.08)
44.別府,相川(ATR人間):'各種時間周波数マスキングフィル

タを用いた耐雜音性連続音声認識',電子情報通信学会 音
声研究会(95.06)

45 .村上,杉山(会津大) ,渡辺: 'E r god i c  HMMを用いた未知・
複数信号源クラスタリン'1l 間題の検討',電子情報通信学会論文誌
Vo1.J78-D- II No.2(95.02)

46. 1l1oundenberg(ATR人間),E.McDermott (ATR人間),片桐:

A Telephone-based Recognition System Adaptively
Trained Using Minimum Classification Error/Generalized
Probabilistic Descent', 日本音響学会平成7年度春季研
究発表会(95.03)

47. 中 井 ( 東 北 大 ) , S i n g e r , 匂 坂 , 下 平 ( 北 陸 先 端 大 ) : ' F
0生成モテル に基づくァクセントテンプレー トの連続整合による句境界

検出',日本音響学会平成7年度春季研究発表会(95.03)
48 .外村,小坂,松永,門田(奈良先端大): 'MAP-VFS話者適

応法における平滑化係数制御の効果',日本音響学会平成7
年度春季研究発表会(95.03)

49.小坂,松永:'発話/話者適応による自由発話音声中の音素
認識',日本音響学会平成7年度春季研究発表会(95.03)

50.清水,松永:'語順の制約による探索空間の削減効果',日本
音響学会平成7年度春季研究発表会(95.03)

51. 伊藤, 極口:'音素内最適経路探索を用いた可変長単位接続

音声合成方式',日本音響学会平成7年度春季研究発表会
(95.03)

52. 橋本, 極口:'話者選択と移動べクトル場平滑化を用いたスぺクトル

写像による声質変換の検討',日本音響学会平成7年度春季
研究発表会(95.03)

53. l luo,Chan(llniv.of Hong Kong): ; 0n the ljse of
Bi -directionalContextualDependence in Acoustic
Modeling for Speech Recognition',4th European Con-
ference on Speech Communication and Techno1ogy
(EUROSPEECH'95)(95.09)

54.Huo,Chan(Univ.of Hong Kong) 'Discriminative Training
of HMM Based Speech Recognizer with Gradient
Projection Method',4th European Conference on Speech
Communication and Techno1ogy(EUROSPEECH'95)(95.09)

55.加藤(ATR人間),津崎(ATR人間),旬坂:'音韻長変動に対
する主観評価値の予測モデル',日本音響学会平成7年度秋
季研究発表会(95.09)

56. 平井, 匂坂, 樋口:'複数話者の音声デー タベー スから自動
生成されたFo制御規則の分析',日本音響学会平成7年度秋
季研究発表会(95.09)

57.Campbe11:'Prosodic Influence on SegmentalQuality',,

4th European Conference on Speech Com lnunication and
Techno1ogy(EUROSPEECH'95)(95.09)

5 8 . 樋ロ,橋本:'Ana l y s i s  of Acoustic Features Affecting
Speaker Identification; ,4th European Conference on
Speech Communication and Techno1ogy(EUROSPEECH'95)
(95.09)

59.橋本,樋口:'SpectralMapping for Voice Conversion
Using Speaker Selection and Vector Field Smoothing',,

4th European Conference on Speech Communication and
Technology(EUROSPEECH'95)(95.09)

60. 橋本, 樋ロ :'個人性の知覚に影響を及ぼす音響的特徴の分
析',日本音響学会平成7年度春季研究発表会(95.03)

61.Hunt:'Syntactic Influence on Prosodic Phrasing in
the Framework of the Link Grammar',4th European
Conference on Speech Communication and Techno1ogy
(EUROSPEECH'95)(95.09)

62 .伊藤,樋口:'Sub-phonemic OptimalPath Search for
Concatenative Speech Synthesis',4th European
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63.64.65.66.67.68.69.70.71.72.73.74.75.76.77.78.79.80.81.82.83.

Conference on Speech Communication and Techno1ogy
(EllROSPEECH'95)(95.09)
A. Black,Campbe11:'0ptimising Selection of Units from
Speech Databases for Concatenative Synthesis',4th
European Conference on Speech Communication and
Techno1ogy(EUROSPEECH'95)(95.09)
藤尾,Campbe11,樋ロ :'韻律を用いた発語タイプの識別',,

目本音響学会平成7年度秋季研究発表会(95.09)
A.Black,Campbe11:'Predicting the Intonation of
Discourse Segraents from Examples i n  Dia1ogue Speech

ESCA Tutorialand Research 1lorkshop on Spoken
I)ia1ogue Systems(95.05)
A.Black:'Predicting the Intonation of Discourse
Segments from iixamples in  Dia1ogue Speech',ATlt Int.
Workshop on Computationa1 1llodeling of Prosody for
Spontaneous Speech Processing(95. 04)
竹澤, 田代, 森元:'自然発話の言語現象と音声認識用日本
語文法',情報処理学会 音声言語情報処理研究会(95.05)

Campbe11:'From Read Speech to RealSpeech',,

InternationalCongress of Phonetic Sciences(ICPhS'95)
(95.08)
Beckman:'LocalShapes and G1obalTrends' ,,

InternationalCongress of Phonetic Sciences(ICPhS'95)
(95.08)
Beckman:'A Typo1ogy of Spontaneous Speech',ATRlnt.
'器'orkshop on Computationa1 liodeling of Prosody for
Spontaneous Speech Processing(95.04)
Campbe11:'lliapping from lRead Speech to RealSpeech',,

ATR Int.Workshop on Computationa1 置odeling of Prosody
for Spontaneous Speech Processing(95.04)
Campbe11:'Loudness,SpectralTilt,and Perceived
Prominence i n I)i a1ogues' , InternationalCongress of
Phonetic Sciences(ICPhS'95)(95.08)
Beckman,Erickson(ATR人間),本多(ATR人間),平井
(ATIR人間),Niimi(RILP):'Physio1ogicalCorrelates
of G1obalandLocalPitch Range Variation in the
Production of High Tones i n  English',Internationa1
Congress of Phonetic Sciences(ICPhS'95)(95. 08)
Beckman:'Problems of Intonation',Internationa1

Congress of Phonetic Sciences(ICPhS'95)(95.08)
Campbe11,Beckman: ; Steress,Loundness,and Spectra1
Tilt',目本音響学会平成7年度春季研究発表会(95.03)
A.Black:'Comparison of Algorith1ns for Predicting
Accent Placement in linglish Speech Synthesis', 日本
音響学会平成7年度春季研究発表会(95.03)
Blanchon:'Clarification:Towards liore User-Friendly
NaturalLanguage Human-Computer Interaction',HCI
1nternationa1'95(95. 07)

(95.04)
84. 傳:'話し言葉の文法構築は可能か? ' ,情報処理学会 音声

言語情報処理研究会 自然言語処理研究会(95.05)
85.脇田,Singer,旬坂:'複数音素にわたるHMMの誤認識特

性を用いた語彙候補の追加',電子情報通信学会 音声研究
会(95.06)

86. 飯田:'自然言語処理応用に期待される並列処理',情報処理

学会1995年並列処理シンポジウム(95.05 )
87.柏岡,E.Black:'相互情報量を用いた単語の分類の詳細化',,

言語処理学会第1回年次大会(95.03)

88, AIHa j ,隅田,飯田: 'P a r a l l e 1 1mplementation of
Information fletr ievalwith lRelevance Feedback',言語
処理学会第1回年次大会(95. 03)

89. 傳:'制約と統計に基づく自然な発話の解析',言語処理学会
第1回年次大会(95.03)

90, 脇田,Singer,勾坂:'話者適応が誤認識特性に及ぼす影響
についで,日本音響学会平成7年度春季研究発表会(95.03)

91. 傳:'実世界課題による知能システムの評価',Workshop on
ArtificialInte11igence toward LearningCIAL'95)
(95.03)

92.古瀬,赤峯,河井,金,飯田:'経験的な言語知識を利用す
る対話翻訳機構 一日英。日韓の対話翻訳システム ー ' ,言語処

理学会 第1回年次大会(95. 03)
93.橋田(電総研),傳,長尾(SONY),柏岡,酒井(キヤノン),,

島津(NTT):'対話リ一111 戦:対話システム性能評価コンテストの提案',,

言語処理学会 第1回年次大会(95.03)
94.妹尾,隅田,飯田:'相互情報量を用いた単語の分類の高速

化',言語処理学会 第1回年次大会(95.03)
95. 赤峯, 古瀬:'英目対話文翻訳における漸進的な日本語文生

成法',言語処理学会 第1回年次大会(95.03)

96. 森元:'Communication Throughlnterpretation:
InternationalInterpreti ng Telephony',Science
Spectrum(95.04)

9 7 . 巖 寺 , 石 崎 , 森 元 :; Recognizing an Interactiona1
Structure and Topics of Task-0riented Dia1ogues

ESCA Tutorialand Research Workshop on Spoken
I)ia1ogue Systems(95.05)

98. Loken-Kim,Park,水梨,Fais ,友清:'Verba1-Gestura1
Behaviors in  MultimodalSpoken Language Interpreting
Telecommunications',4th European Conference on Speech
Communication and Techno1ogy(EUROSPEECH'95)(95. 09)

99. 田代, 森元:'音声言語処理のための構文解析ツー ルキット',情報

処理学会 自然言語処理研究会(95.03)
l00. 竹 澤 , 末 松 ( 日 本 電 子 化 辞 書 研 ) : ' 音 声 。 テ キ ス ト コ ー パ

スとその構築技術、標準化動向',人工知能学会誌Vo1.10
No.2(95.03)

101. 村上:'Reducing 1l[emory Requirements and Computationa1
Costs for the Baum-1llelch Algorithm and Application

隅 田 , 大 井 , 古 瀬 , 飯 田 , 樋ロ (電総研) :'Example-Based to Automatic Stochastic Network Grammar Acquisition',
1liachine Translation IJsing Associative Processors', 4th European Conference on Speech Comm lunication and
Journa1of NaturalLanguage Processing Vo1.2,No. 3 Techno1ogy(EU量0SPEECH'95)(95. 09)
(95. 07) 102.村上:'New Word Spotting Algorithm Based on Forward
AIHaj ,  隅田,飯田:'A Para11elText RetrievalSystem Decoding',4th European Conference on Speech

Workshop on Para11elProcessing for Artificia1 Communication and Techno1ogy(EUf10SPEECH'95)(95. 09)
Inte11igence(IJCAI'95)(95.09) 103.Fais,Loken-Kim,Park:'Speakers'. Responses for
A1lia j , 隅 田 , 鈑 田 : ' T e x t  RetrievalUsing Para11e1 IRepetition in a 選ultimedia Languag Processing
Computers',情報処理学会第50回全国大会(95. 03) Environment',InternationalConference on
隅田,鈑田: ' 1leterogeneous Computing for Exalfple-Based Cooperative MultimodalCommunication(95.05)
Translation of Spoken Language',T1l[I-95(95.07) 104. Hunt:'Prediction of Break Indices from Acoustic Pro-
飯田:'Spoken Dia1ogue Translation Techno1ogies and sodic Features Using Regression Models ' ,  日本音響学

Speech Translation', 1llT-Summit V(95.07) 会平成7年度秋季研究発表会(95. 09)
傳:'DiaLeague:A New Contest for NaturalLanguage 105. Campbe11, Venditti(0SU):'Labe11ing Japanese Prosody',
I)ia1ogue System',R1llCP状況推論と対話ワ ー ク シ ョ ッ プ  日本音響学会平成7年度秋季研究発表会(95.09)
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中村:'疑似的な学習デー タを用いたキ ー ワ ー ドスポッチン

グのためのガーベ ジモデル学習法',目本音響学会平成7年

度秋季研究発表会(95.09)
竹澤, 森元:'部分木を単位とする構文規則を利用した連続
音声認識の効果',日本音響学会平成7年度秋季研究発表会

(95.09)
Blanchon,Fais,Loken-K i m , 森 元 : ' A  Pattern-Based

Approach for Interactive Clarification of Natura1
Language Utterances ; ,情報処理学会音声言語情報処理研
究会(95.05)

加藤, 森元:'統計的手法による談話構造解析',情報処理学

会 第51回全国大会(95.09)
巌寺,石崎,森元:'対話構造の定量的評価',情報処理学会

第51回全国大会(95.09)
水梨,Loken-K i m , P a r k , 友 清 , 森 元 : ' マ ル チ モー ダル翻

訳対話における発話とジェスチャの関連性',情報処理学会
音声言語情報処理研究会(95.05)

田代:'差分情報を利用した木構造書き換え規則の自動抽出',,

情報処理学会 第51回全国大会(95.09)
Boitet,友清:'Ambiguities&Ambiguity Labe11ing:
towards Ambiguity Data Bases',P A N L  P(95.09)

橋 田 ( 電 総 研 ) , 伝 , 村 田 ( 沖 電 気 ) , 杉 村 ( 松 下 電 器 ) : ''

自然言語処理における理論と実際',コンビュ ー タ ソ フ ト ゥ
ェアVo1.12,No.5(95.09)

山崎:'究極のマルチメディア通信サー ビスを目指しで,,

人工知能学会 第30回人工知能セミナ 「マルチメディ

ア通信時代におけるA I 」 ( 9 5 . 0 9 )
田代,森元:'日本語会話文の言語解析実験',情報処理学会

自然言語処理研究会(95.07)
Park,Loken-Kim,森元:'Analys is  of Gestures in a
Multimedia/1llultimodalInterpreting Experiment',電子
情報通信学会 「マルチfティアと音声処理」シン;11ジウム(95.03)

石 崎 , 巌 寺 , 伝 , 柏 岡 ,  田代,赤峯:'計算機上の対話シミ
ュ レー ションにおける発話戦略と課題達成の効率との関係

についで , 日 本 ソ フ ト ゥ ェ ア 科 学 会  言語と知能研究会

「対話研究の新展開」 ワ ー クショプ(95.07)
Loken-K im ,水梨,友清,Fa i s ,森元: 'Ana l y s i s  and
Integration of 1llultimodalInputs i n  Interpreting
Telecommunications',情報処理学会 音声言語情報処理研
究会(95.07)

友清:'Segmentation and Aggregation of Utterances by
Using Speech Act Labels toward a Discourse Analysis' ,

情報処理学会音声言語情報処理研究会 自然言語処理研究
会(95.05)

Hunt:'Using 1l lultivariate StatisticalTechniques to
Train Prosody-Syntax Models for Resolving Syntactic
Ambiguity',ATR Int.Workshop on Computational Modelin
of Prosody for Sp,ontaneous Speech Processing(95.04)

竹澤:'話し言葉の文法構築を目指しで,情報処理学会 音

声言語情報処理研究会 自然言語処理研究会(95. 05)
田代,竹澤,森元:'音声言語処理のための部分木併合手法',

情報処理学会自然言語処理研究会(95.09)
橋本,樋口:'話者選択とVFSを用いたスべクトル写像のた
めの学習デー タ決定法',目本音響学会平成7年度秋季研究

発表会(95.09)

村上:'Spotter における認識アルゴリズムの検討',日本音響学会

平成7年度春季研究発表会(95.03)
Lenzo:'Prosodica11y Driven Sy11abic Speech
Recognition Using Abductive Inference',Institute of
Acoustics Speech Group Meeting(95. 01)

森元:'Issues in MultimodalTelecommunications',MT-
Summit V(95.07)

A T R人間情報通信研究所

1. 東 倉 : ' ソ フ テ ク ノ ア メ ニ テ ィ 社 会への道; , 「コンピュ ー タ

ソフトゥェア」巻頭言(95 . 0 5 )

2.Magnuson, 山田:'The effects of talker variabi l ity on
the acquisition of non-native speech contrasts',Ⅷth
InternationalCongress of Phonetic Sciences (95.08)

3.Brad1ow(インティアナ大),Pisoni(インァイアナ大), 山 田 , 東 倉

:'The effect of training/r/-/1/perception/r/-/1/
pr(xiuction by Japanese speakers ',第13回国際音声学会
議 ( 9 5. 08)

4.相川:'0nset-sensitive time- frequency masking and i t s
application to speech',129th 1l[eeting of the Acoustica1
Society of America(95.05)

5. 山田:'音声言語研究の現状と将来:知覚心理学の立場から
一 外国語音の知識と学習一',生理心理学と精神生理学l2巻
2号(94.12)

6.Cook,Fruh(Zurich Univ.),Landis(Zurich Univ):'The
CerebralHemispheres and NeuralNetwork Simulations:
Design Considerations',Journalof Experimenta1
Psycho1ogy:Human Perception and Performance(95.01)

7. 加藤,津崎,匂坂(ATR音声) ' 1feasuring tempora1
compensation effect In speech perception',ATR
Workshop on Computationa1 1llodeling of Prosody for
Spontaneous Speech Processing Vo1.2l,No.2 (95.04)

8.河原:'Hearing Voice:Transformed Auditory Feedback
Effects on Voice Pitch Contro1',人工知能国際会議(IJC
AI'95)ワークショップ、ComputationalAuditory Scene Analysis
(CASA)(95.08)

9. 山 田 ( 大 阪 大 ) ,  山田,Strange(サウスフロリタ大) 'Perceptua1
1earning of Japanese mora sy11ables by native speakers
of American English:Effects of training stimulus sets
and initialstates',第13回国際音声学会議Vo1.1 (95.08)

10. 相 川 , 津 崎 , 河 原 : ' ス イ ープ音追跡系の動特性',目本音響
学会聴覚研究会(95, 05)

11.津崎,加藤:'Shrinking i11usion of speech duration
caused by noise-gap replacement',129th lfeeting of
the AcousticalSociety of America (95. 05)

12. 山田,東倉,Brad1ow(インァィアナ大),Pisoni(インティアナ大) :''

Effects of perceptualLearning on the production of
a non-native contrast',129th Meeting of the
AcousticalSociety of America (95. 05)

13. 1llagnuson, 山田,東倉,Brad1ow(インティアナ大学):'Testing
the importance of talker variabi l i ty in non-native
speech contrast training',129th Meeting of the
AcousticalSociety of America (95.05)

14. 津崎:'聴覚的オアジェクトの形成と外界の再構築',日本音響学会
平成6年度秋季研究発表会(94.10)

15. 河原:'音声知覚・生成相互作用の伝達特性',日本音響学会
聴覚研究会(95.06)

16.加藤:'音声知覚・生成相互作用の解析',日本統計学会第6
3回大会(95. 07)

17.津崎,加藤:'雑音中断による持続長縮小錯覚 一中断位置

と 「 連 続 感 」 の 効 果 一 ',電子情報通信学会 音声研究会/
日本音響学会 聴覚研究会共催(95. 07)

18. 河原,Wi11ian1s(0hio State Univ. ):'Hearing Voice :

Invsetigating auditory functions through interactions
between speech perception and production',Katsuki
種emorialSymposium(95.07)
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19. 相川, 津崎:'周波数変化音知覚における残効',電子情報通

信学会 音声研究会/日本音響学会 聴覚研究会共催
(95.07)

20.相川,津崎,河原:'Psychoacoustic Analysis of the
Sweep Tone Tracking Process ',IBR0 Sate11ite
Symposium (95.07)

21.河原:'人間のマルチモー ダ ル 情 報 処 理 と イ ン タ ラ ク テ ィ ブ

システム',電子情報通信学会 パタ ー ン認識。理解研究会、

ヒュ ーマン情報処理研究会(95.07)
22.志沢,磯(NTT):'局所微分フィルタを用いた多重スケール,多重方

向場の表現と検出',電子情報通信学会論文誌A (インテリシェント

信号処理特集)(95.02)
2 3 . 金 沢 , 加 藤 , 赤 松 : ' A  discrepancy between subjective

judgements and physicaldifferences of human faces',,

6th InternationalConference on Human-Computer
Interaction(95.07)

24.Hi11,Bruce(llniv.of S t i r l i n g ) : 'A  ccoparisin between
the ho11ow face and ho11ow”potato” i 11us i on s ' ,,

Perception(95.11)
25. 山 口 , 姪 川 ( 東 京 大 ) , 金 沢 ( 京 都 大 ) : ' J u d g e m e n t  of

Gender through FacialParts ',Perception(95.11)
26.尾田:' 1lluman Interface for an Ambiguous 11mage Retrieva1

System',HCI Internationa1'95in Tokyo(95.07)
27.磯(NTT),志沢:'3次元物体投影像における一撃的交差形

状解析法',情報処理学会論文誌(95. 04)
28.加藤,尾田:' Ind i rect  Measurement of Feature Saliency

in Face Processing',画像情報工学と放送技術(95.08)
29.Craw,Costem,Kato, f1obertsom (U.of Aberdeeu),Akamatsu

:'Autolnat i c  face recognitoin:combining configuration
and texture ',InternationalWorkshop on Automatic Face
and Gesture Recognition(95.06)

30.Hi11(Univ.of Stir l ing),Schyns(Univ.of 1llontrea1),赤
松:'Virtua lv iews for face recognition? ',European
Conference on VisualPerception'95(95.08)

31 .加藤,尾田, 山ロ,赤松:'FacialFeatures and
Configurations,Affecting I lnpression of Faces',The
6th 1lnternationalConference on IHuman-Computer
Interaction(95.07)

32 .加藤,神崎,東倉,赤松:'顔と声の記憶における相互文脈
効果',日本音響学会平成7年度秋季研究発表会(95.09)

33 .加藤,神崎,東倉,赤松:'顔と声の再認記憶における文脈
情報の効果',東北心理学会第49回大会(95.09)

推名,尾田,加藤: '特異値分析と2元C a n d e l i  n c
による顔画像の解析',日本行動計量学会第23回大会

(95.09)
3 4 . 権 名 , 尾 田 , 加 藤 : ' 特 異 値 分 析 と 2 元 C  a n d e l i  n c

による顔画像の解析',日本行動計量学会第23回大会

(95.09)
35 .加藤,赤松:' Imp l i c i t  Learning of Face-1ike Visua1

Patterns' ,電子情報通信学会ヒュ ーマン情報処理研究会技
術研究報告(95.07)

36. 山口:'顔の形にその特徴を測る',日本行動計量学会 シン

ポジウム”顔の認識と計量” (95.09)
37 .加藤,神崎,東倉,赤松: 'E f f e c t s  of other-mode context

on face and voice memory',電子情報通信学会パタ ー ン認

識 。 理 解 。 ヒ ュ ーマン情報処理研究会(95.07)
38.宮本,五味(NTT),川人:'タスクレ,Vl1のロ,11ット学習',情報制御シス

テム学会 論文誌(95.09)
39 .和田,小池,Bateson ,川人:'A Computationaltheory

for movement pattern recognition based on optima1
movement pattern generation',Bio1ogicalCybernetics
(95.06)

4 0 . 和 田 , 小 池 , 川 人 : ' A  theory for cursive handwriting
based on the minimization principle',Bio1ogica1
Cybernetics(95.06)

41.川人:'Cerebe11um and Motor Contro1',The Handbook of
Brain Theory and NeuralNetworks(95.06)

42. 小 林 , 川 人 , 河 野 ( 電 総 研 ) , 井 上 ( 筑 波 大 学 ) , 設 楽
( 電 総 研 ) , 五 味 : ' 種PLEX-SPIKE ACTIVITY 0F PURKINJE

CELLS IN MONKEY CERIEBELLAR VENTRAL',Fourth IBR0 'llorld

Congress of Neuroscience(95.07)
43.川人:' Unidirectionalversus Bi-directionalTheory for

Trajectory Planning and Contro1',国際ワー クショップ 「 第 2

回ゆらぎの解析」報告集(95.09)
44. 今水,宇野,川人:'LEARNING AND TRAJECTORY PLANNING

UNDER KINElfATIC ALTERATION',Fourth IBR0 1llorld Congress
of Neuroscience(95.07)

45.銅谷,Sejnowski(Salk Institute) :'A Computational
1fode1of Birdsong Vocalization Learning',Fourth IBR0
World Congress of Neuroscience(95.07)

46.Po11ick,Sapiro(HP Labs) ; CONSTANT AFFINE V9LOCITY
AND THE GENERATION AND PERCEPTION 0F UNIFORM PLANAR
MOTION',The Association for Research i n  Vision and

Ophthalmo1ogy annualconference(95.05)
47.安藤,鈴木:'Extraction of Object Representation:The

Effects of Learning Tasks and3D Information',The
Association for Research in Vision and Ophthalmo1ogy
annualconference(95.05)

48.大須,字野,小池,川人:'COMPARISON 0F THE PERFORMANCE
INDICES FOR HUMAN MULTI- JOINT AR 1ll 1llOVElllENTS',Fourth

IBf10 World Congress of Neuroscience(95.07)
49.Po11ick,渡辺,川人:'THREE-DIMENSIONAL DRAWING

1llOVElllENTS 0N THE SURFACE 0F A VIRTUAL OBJECT',Fourth

IBR0 1lorld Congress of Neuroscience(95.07)
50.今水:'The Locus of VisualMotor Learning at the Task

Leve1or 11lanipulator Leve1?:Implications from
IntermanualTransfer', Journa1of Experimenta1
Psycho1ogy:Hu lnan Perception and Performance(95.08)

51.Schaa1:'Nonparametric Regression for Learning',ZIF
Conference”PrerationalInte11igence in Robotics”
(94.05)

52. 川人:'一般化線形モデルによる発火頻度解析 Analysis
of NeuralFiring Frequency by a Generalized Linear
1llode1 ; ,電子情報通信学会 二ユ ーロ コ ンll1ュ ーティンタ研究会

(95.07)
53 .宮本,大須,  中野, 川人,GandolfoCllIT), 五味(NTT),,

Schaa1(GIT),小池(トョタ自),和田(川崎製鉄) ' ケ ン 玉

ロ ポ ッ ト の 開 発 ' , 月 刊 誌 「 発 明 」 ( 9 5 . 0 6 )
54.Po11ick:'VisualInformation and the Production of

Grasps to VirtualSurfaces',Human Voluntary lfovement
Sate11ite Symposium(95.07)

55.川人:'Learning internalmodels of the motor apparatus
Acquisition of lfotor Behavior in Vertebrates(95.04)

56.宇野,今水,五味(NTT),川人:'Space where arm
trajectory i s  planned:evidence from experiments i n
altered dynamics',Fourth IBR0 World Congress of
Neuroscience(95. 07)

57. 宇野:'人にやさしいロ;11ットの軌道計画をめざして一生体のよ

うな滑らかな動きのモデルからのアプロ ー チ',計測と制御
第34巻第4号 特集解説(95.04)

58.川人:'Representation of Space in the Brain',第4回神
経科学世界大会(95.07)
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59.小林, 河 野 ( 電 総 研 ) , 井 上 ( 筑 波 大 ) , 竹 村 ( 筑 波 大 ) ,,

五味(NTT), 川人:' 一般化線形モデルを用いた小脳への登
上線維入力の発火頻度解析',電子情報通信学会 二ユ ー ロ コンピュ
ティンク研究会(95.07)

60. 宮本,Francesca(MIT),五味(NTT),Schaa1,小池(トョタ自)
大須, 中 野 , 和 田 ( 川 崎 製 鉄 ) , 川 人 : ' A  Kendama

Learning Robot based on a Dynamic Optimization Theory
IEEE InternationalWorkshop on f1obot and Human

Communication(95.07)
61. 銅谷, Sejnowski(Salk Inst i tute ) : 'A Mode1of Birdsong

Vocalization Learning',Fourth InternationalCongress
of Neuroetho1ogy(95.09)

62. 小林, 河野(電総研),川人:'一般化線形モデルを用いた

神経細胞発火頻度解析(モデルの検証)',電子情報通信学

会 二ユ ー ロ コ ンピュ ーティンl1l研究会(95.07)
63. 今水:'視覚運動学習を可能にするメカニズム(計算論モデ

ルに基づく行動学的アプロ ー チ) ',文部省重点領域研究

「脳の高次情報処理」夏のワ ー ク シ ョ ッ プ ( 9 5. 08)
64. 川人:'情動と行動',文部省重点領域研究「脳の高次情報処

理 」 夏 の ワ ー ク シ ョ ッ プ ( 9 5, 08)
65. 銅谷:'情動と行動の計算論',文部省重点領域研究「脳の高

次情報処理」夏のワ ー ク シ ョ ツ プ(95.08)
66.V-Bateson,0stry(Mcgi11 ijn i v . ) : 'An  analysis of the

dimensionality of jaw motion in speech',Journa1of
Phonetics(95. 01)

67. 本多:'Laryngealand extra-1aryngealmechanisms of F0
contro1',Producing Speech:Contemporary Issues for
K.S.Harris(95.06)

68. 本多, 栗田(金沢工大) ,垣田(金沢工大) ,前田(CNRS )

:'Physio1ogy of t h e l i p s  and modeling of l i p  gestures
Journa1of Phonetics(95.01)

69.Stone(J.Hopkins Un i v . ) ,V-Bateson:'Trade-o f f s  in
tongue, jaw, and palate contributions to speech
production', Journa1of Phonetics(95.01)

70. 小森, 片桐(ATR音声) 'A NovelSpotting-Based Approach
to Continuous Speech Recognition: 1llinimum Error
Classification of Keyword-Sequences ',The Journa1of
the AcousticalSociety of Japan(E)(95.05)

71. 1l lunhal1, V-Bateson,東倉:'X-ray f i lm database for
speech research', Journa1of the AcousticalSociety
of America(95.06)

72.Eigst i ,  V-Bateson, 矢野,Munha11(Queens Univ . ) : ''

Effects of l istener expectation on eye movement
behavior during audiovisualperception',129th Meeting
of the AcousticalSociety of America(95.05)

73.正木, 本多:'Influence of the nufnber of sy11ables and
morae on reaction time in Japanese speech production

129th Meeting of the AcousticalSociety of America
(95.05)

74. 1llu, Tricarco(MIT):'Tongue StructuralMode1:Integra-
ting MRI data and anatomicalstructure Into a
f i n i t e  element mode1of the tongue',ICPHS95(95.08)

75. 大西, 正木,本多,草川(ATRI), 島田(高の原中央病院)
藤 本 ( 高 の 原 中 央 病 院 ) , 飛 永 ( 住 友 金 属 ) : ' liultimoda1

1lleasurement of Brain Function IJsing Near-Infrared
Spectroscopy,Magnetoencepha1ography,and Function
Magnetic Resonance Imaging',IBR0 Sate11ite Symposium
Processing in Auditory and Language Cortex
(Katuski Memoria1)(95.07)

76. Tiede,  Bateson:'Automatic measurement of articulator
motion from video sequences',ACCOR W0lllKSHOP 0N
ARTICULATORY DATABASES(95.05)

77. 党, 本多:'母音発声時の音声スぺク トルに対する梨状高の

影響',音声研究会(95.05)
78.V-Bateson,Munha11(Queens Univ . ) ,平山(HP-Labs,,

,Lee(Univ, Toronto),Terzopou1os(Univ.Toronto):''

Dynamics of FacialMotion in Speech:Kinematic and
Electromyographic Studies of OrofacialStructures ' ,,

Speechreading by Man and Machine:Models,Systems ・ and
Applicat1ons(95.08)

79.Rubin(Haskins,Yale Univ),Tiede , V-Bateson,,

Goldstein(Haskins,Yale Univ),Cathe Browman(Haskins)
:'V-TV:The Haskins VocalTract Visualizer CD-ROM',,

ACCOR WORKSHOP 0N ARTICULATORY DATABASES(95. 05)

80. 1l:unha11(Queens Un iv . ) ,Ba teson,東倉:'Preserving
X-ray Films for Speech Research(Invited)',ACCOR
WORKSHOP 0N ARTICULATORY DATABASES(95. 05)

8 l .V-Baeson,Eigsti,Munha11(Queens Univ. ) , 矢 野 , R u b i n
(Haskins Labs):'Effects of Listener Expectation on
Eye Movement Behavior During AudiovisualPerception
( Inv i ted) ' ,8th InternationalConference on Perception
and Action(95.07)

82.Tiede , V-Bateson:'Extrapolating pharyngealtongu
shape from point source data' ,目本音響学会平成7年度
秋季研究発表会(95.09)

83. 党, 本多:'発話時鼻腔と ロ腔との結合および軟口蓋の働き
に関する観測',日本音響学会平成7年度秋季研究発表会
(95.09)

84 .Suzuk i (静岡大),Dang ,Naka i (静岡大),  I sh ida (静岡
大 ) , S a k a k i b a r a ( 静 岡 大 ) : ' 3-D FEM analysis of sound
propagation in the vocaltract for nasalized sounds

ICA95 (95.06)
85.正木,本多:'単語の音節数,語頭音,音節の連鎖パタンの

発話潜時への影響',日本音響学会平成7年度秋季研究発表
会(95.09)

86. I)ang,Honda:' an investigation of the acoustic
characteristics of the paranasalcavities',ICPhS95
(95.08)

87.0stry(1llcGi11 Univ. ) ,Laboiss iere,Bateson,Feldman
:'CONTROL OFMULTI-MUSCLE SYSTEMS:HU1llAN JA'll AND
HYOID MOVElfENTS',IBR0-95(95.07)

88. 大塚:'Poggendorff図形における偏向効果と立体視',1995
年テレビジョン学会年次大会(95.07)

89.濱田(豊橋技科大),松井:'視覚系方位チャネル特性に関
する実験的検討',1995年テレビジョン学会年次大会(95, 07)

90 .石樽(豊橋技科大),大塚:'ステレオ表示における画枠ひ
ずみの解析と対処法',1995年テレビジョン学会年次大会
(95.07)

91. 大塚,矢野:'0cclusion and distortion of perceived
visualdirection in three-dimensionalspace',ECVP'95
(95.08)

92. 蘆田, 須佐見:'運動残効における局所的運動及び相対運動
への順応効果',日本視覚学会1995年夏季研究会(95.07)

93. 須佐見:'An orthogonalpair of elements in relative
motion produces aftereffect of motion- in-depth',,

European Conference on VisualPerception(ECVP'95)
(95. 08)

94.尾島:'SPIE参加報告IS&T/SPIE Symposium on Electronic
Imaging:Science&Techno1ogy',テレピジョン学会誌(95.05)

95.永野(奈良先端大),大塚:'幾何学的図形の筆記練習と眼
球運動',1995年テレビジョン学会年次大会(95. C7)

96. 大塚:'遮蔽のある立体観視条件下での視方向の知覚',P R
U / H  I P研究会(95.07)

97.金子,Howard(York Univ. ):'両眼立体視における垂直剪断
視差の役割',目本視覚学会夏期研究会(95.07)
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98. 金子, Howard(York Univ. ):'両願立体視における垂直大き
さ視差の役割' ,テレビジョン学会ヒュ ーマ ン イ ン フ ォ メ ー

ション研究会(95.09)
99.須佐見,0no(York Univ.):' ウオ ー ルぺーパ一現象と

ver t i ca ld i spar i ty ' ,  日本基礎心理学会第14回大会
(基礎心理学研究)(95.05)

100. 蘆田, 須佐見:'相対運動検出機構における順応効果',テレ

ビジョン学会ヒュ ーマンインフオメーション研究会
(95.09)

101. 松井:'時空間視覚モデルの応用による多重仮現運動の解析
1995年電子情報通信学会 ソ サェティ大会(95.09)

102. 足立:'Time-domain simulation of sound production in
the brass instrument',Journa1of AcousticalSociety
of America(Vo197)(95, 06)

103.足立:'エアリ ー ド楽器発音機構の時間領域適考察',目本音

響学会 平成7年度秋季研究発表会(95.09)
104 .邊見,溝口(目本HP) ,下原: '行動型ハー ドウェアの進化',遺伝

的アルゴりズム2(95.05)
105.下原:'自律性と創造性に富むコンピュ ー タ' ,感性・人間・

コンビュ ー タ(95. 09)
106. 足立,佐藤:'0n  the transition of l i p-vibration states

in the brass instrument',InternationalSymposium on
1l lusicalAcoustics(95, 07)

107.deGaris:'CAM-BflAIN:The Evolutionary Engineering
of a Bi11ion Neuron Arti f ic ia lBrain by2001which
Grows/Evolves at Electronic Speeds inside a Ce11ular
Automata 1llachine(CA1ll)',ICANNGA95(Int.Conf.on
ArtificialNeuralNetworks&Genetic Algorithms)
(95. 04)

108. 土 居 ( 富 士 通 研 ) , 和 田 , 古 沢 ( 第一製薬):'Asymmetric
Mutations Due to Semiconservative DNA Replication:
b u b l e-stranded DNA Type Genetic Algorithf1s ' ,,

Ar t i f i c i a l L i f e  「V(95.07)
109 .下原,Vaar i o (奈良女子大): '協調システムのファジー ネ

ス',第11回ファジーシステムシンポジウム(95 .07 )

110. 山川:'並列計算磯を用いた最適化計算の実際',,

Communications of Operations ResearchSociety of
Japan(95.07)

111, 邊 見 , 下 原 : ' 行 動 型 ハ ー ド ウ ェ ア の 進 化 ' , 第 1 1 回 フ ァ ジ
ーシステムシンポジウム(95.07)

112. 下原:'生命論パラタイムに基づく情報処理',情報処理(95.05)
113. 石井:'最適化間題のためのカオスポッツスビン',NOLTA

Workshop'95(95.07)
114. 下原: ; 人工生命研究の現状と動向 ̃ 生 命 論 パ ラ ダ イ ム に

基づく情報処理̃',第39回システム制御情報学会研究発

表講演会(95. 05)
115.Vaario,下原:'0n Formation of Structures',3rd.

European Conf.on Arti f ic ia lLi fe(95.06)
116. 石井:'カオスポッツスピンモデノレと最適化問題への応用

電子情報通信学会 二ユ ーロコンl_ ュ ーティン 11l研究会(95.05)
117.足立,佐藤:'Brass Sound Simulation using a

Two-DimensionalLip Vibration 1llode1',Proceedings of
the15th InternationalCongress on Acoustics Volume
III (95.06)

118.野村,三好(シャ ープ):'Fuzzy i f -then Rule抽出のためのニュ
ーラルネットおよび遺伝的アルゴリズムの構成',電気学会

産業システム情報化研究会(95.09)
1 1 9 . 牧 ( 奈 良 先 端 大 ) ,  山川:'行列分割法に基づく並列アルゴ

リズムとその周辺' ,第30回S  S 0 R(Summer Seminar of
Operation Research)(95.08)

120.deGar i s : ' CAM-BRAIN The Evolutionary Engineering
of a Bi11ion Neuron Art i f i c i a lBra in  by2001which
Grows/lEvolves at Electronic Speeds inside a Ce11ular
Automata Machine(CAM)',WCNN95,World Congress
on NeuralNetworks(95.05)

121 .石井,佐藤:'巡回セー ルスマン間題における解の分岐',電
子情報通信学会 二ユ ーロコンピュ ーティンタ研究会(95. 06)

122. 山川:'並列最適化に関する最新の研究から',第7回R A M
Pシンポジウム(95.09)

A T R光電波通信研究所

1'2.3.4.5.6.7.8.g.10.11.12.

村上, 稲垣, 唐沢:'Beam-Steering Characteristics of
a Waveguide Type OpticalPhased Array Antenna',,

Pacific Rim Conference on Lasers and Electro-0ptics
(CLE0/Pacific Rim'95)(95. 07)
三浦, 田中,千葉,堀江,唐沢:'Experiment with a
1llultibeam DBF Antenna 11[ounted on a Vehicle by
Receiving',1995IEEE AP-S Internationalsymposium
(95.06)
竹 内 , 千 葉 , 唐 沢 : ' A  s1ot coupled microstrip antenna
with a multi-1ayer thick ground plane',IEICE
Transactions on Electronics(95.08)
稲垣,唐沢:'Fiber-type OpticalPhased Array Antenna
一Two DimensionalBeam Steering and Coherent Power
Combining-',NinthlnternationalConference on''

Antennas and Propagation(95. 04)
田中,三浦,千葉,唐沢: 'AS IC  Implementation of DSP for
Beam Space ClllA Adaptive Array Antenna in 蘭obile
Communications',1995IEEE AP-S Internationa1
symposium(95.06)
木村, 稲垣, 唐沢:'2層構成衛星配置を用いた衛星通信ネ

ッ ト ヮ ー ク 一傾斜軌道の場合一' , 1 9 9 5 年 電 子 情 報 通
信学会 ソサイ ェティ大会(95.09)
宮 崎 , 稲 垣 , 唐 沢 , 吉 田 ( 三 菱 電 線 ) : ' ダ ブ ル ク ラ ッ ド 高
出力光ファイバ増幅器に関する検討',1995年電子情報

通信学会 ソサイ ェティ大会(95.09)
唐沢:'移動体パーソナル衛星通信伝搬環境のマルコフ表現

と衛星ダイバーシチ評価への適用',第396回電波科学研究

連絡委員会F分科会(URS1-F分科会)(95.07)
三浦, 田中, 唐沢:'マルチパスのダイバー シチ合成を行う

デ ィ 、ジタルセルフビー ム ス テ ア リ ン グ ア レー' ,電子情報通

信学会 ァンテナ,伝播研究会(95.05)

関ロ,K1ouche-D j ed i d ,三浦: 'ディジタルビー ム フ ォ ー ミ

ングの2次元領域表現に関する考察',1995年電子情報
通信学会 ソサイ ェティ大会(95.09)
田中, 三浦, 唐沢:'移動体通信用D B Fマルチビー ムアン

テナのビー ム切り替わり時のビ ッ ト 誤 り 率 特 性 ' , 1 9 9 5
年電子情報通信学会 ソサイ ェティ大会(95.09)
山田,千葉,唐沢:'光制御アレー アンテナ給電系の周波数

特性と放射実験',電子情報通信学会 ァンテナ。伝播研究
会(95.05)
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26.田中,三浦,千葉,唐沢:'ASIClmplementation of DSP
for Beam Space C11[A Adaptive Array Antenna in Mobile
Communications',1995IEEE AP-S Internationa1
symposium (95.06)

27.土居,大鐘:'Multipath Time Delay Estimation by
Super-resolution PN Correlation Method',Ninth
InternationalConference on”Antennas and

Propagation”(ICAP'95)(95.04)
28 .川村,末松,今井: 'A45-50 GHz Monolithic Integrated

HFET/MS1ll OEIC Receiver',25th European 1llicrowave
Conference1995(95.09)

29 .平塚,井田,今井,小川: 'A  Ku-Band TransversalFilter
using DirectionalCouplers made of a Multilayer
Ceramic',IEICE Transactions on Electronics(95.08)

30 .今岡,馬場,今井:'A l lf i11imeter- 1llave Wideband Balanced
Amplifier using Multilayer MMIC DirectionalCouplers

25th European Microwave Conference1995(95.09)

31 .松井,皆川,今井: 'A 1lli11imeter-wave Bridge-type MMIC
Switch',25th European Microwave Conference1995
(95.09)

32, Davis ,Helkey:'0pticalswitching in arbitrary
sequences using pre-chaotic controlsignals',Pacif ic
Rim Conference on Lasers and Electro-0ptics
(CEL0/Pacific Rim'95)(95.07)

3 3 . 三 村 , 松 本 ( 新 日 鐵 ) , 金 光 ( 筑 波 大 ) : ' G r e e n  and blue
1ight emitting devices using porous materials ' ,16th
InternationalConference on Amorphous Semiconductors
(95.09)

34.新上:'Intensity of 1llotion in Phase Space',the19th
IUPAP InternationalConference on StatisticalPhysics
(95. 07)

35.新上; 佐々田(湘南工科大):'相空間における運動の強度
物性研究(95.05)

36. 山實,DAVIS ,奈良(広島大学): '神経回路網における記

憶シ ー ケンス間のカオス',テレビジョン学会情報入力研究
会(95.05)

37.木村,稲垣,唐沢:'2層構成衛星配置を用いた衛星通信ネ

ッ ト ヮ ー ク 一傾斜軌道の場合一',1995年電子情報通
信学会 ソ サ イ ェティ大会(95.09)

3 8 . 土 居 , 大 鐘 , 小 川 : ' ア ダ プ ア ィ プ ア レーア ン テ ナ と 最 ゆ う

推定等化器の組み合わせによるI S 1 ・ C C  I キ ャ ン セ ラ

1995年電子情報通信学会 ソサイ ェティ大会(95.09)
39. 木村,稲垣,唐沢:'2層構成の衛星配置を用いた衛星通信

ネ ッ ト ヮ ー ク',電子情報通信学会 衛星通信研究会(95.04)
40 .今岡,馬場,今井:'多層構造を用いたミリ波帯MMI  C平

衡型増幅器',1995年電子情報通信学会 ソサイ ェテ ィ

大会(95.09)

4 1 . 宮 崎 , 稲 垣 , 唐 沢 , 吉 田 ( 三 菱 電 線 ) : ' ダ プ ル ク ラ ッ ド 高
出力光ファイバ増幅器に関する検討; , 1 9 9 5 年 電 子 情 報
通信学会 ソ サ イ ェティ大会(95.09)

42. 皆 川 , 今 岡 , 松 井 , 今 井 , 小 川 : ' ミ リ 波 回 路 1  (多層化M
M I C技術とそのミリ波回路への応用)',電気学会デバイ
ス研究会(95. 08)

43. 下川:'計算論的な網設計基礎の模索',第3回複雑系札幌シ
ンポジウム報文集(95.06)

44. 唐沢:'移動体パーソナル衛星通信伝搬環境のマルコフ表現

と衛星ダイバー シチ評価への適用',第396回電波科学研究
連絡委員会F分科会(URSI-F分科会)(95.07)
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45. 水上(N「「), 平野(NTT), 新 上 : ' ハ ミ ル ト ニアンアルゴリ
ズムを用いた多自由度光軸調整法一ロ ー カルミ ニマム及び
外乱付加間題に関する検討 一 ' ,第34回計測自動制御学会

学術講演会(95.07)
4 6 . 大 谷 , 三 村 , 細 田 , 富 永 , 渡 辺 , 藤 原 ( 九 州 工 大 ) : ''

Influence of type- I t o  type- Il transition by an
applied electric f i e l d  on photoluminescence and
carrier transport i n 'GaAs/AIAs type- Ishort-period
superlattices',1995InternationalConference on Solid
State Devices and Materials(ssdm95) (95.08)

47.原山,牧野,宮坂,相沢:'チャンネル付き卵形ビリヤー ド
の分岐現象とその量子力学的効果',日本物理学会1995
年秋の分科会(95. 09)

48. 今 井 : ' ミ リ 波 パーソナル移動通信用光ファイバリンク' ,研

究会”ミリ波帯電波の利用に関する調査研究”(95, 07)
49. 三浦, 田中,唐沢:'マルチパスのダイバー シチ合成を行う

デ ィ ジ タ ル セ ル フ ビー ム ス テ ア リ ン グ ア レー',電子情報通

信学会 ァンテナ。伝播研究会(95.05)
5 0 .関ロ,K1ouche-Djed i d ,三浦: 'ディジタルビー ムフォ ー ミ

ングの2次元領域表現に関する考察',1995年電子情報

通信学会 ソサイ ェティ大会(95.09)
51. '墓永,細田,渡辺,藤原(九州工大): 'Va l ence  band

modulation in InGaAs/InAIAs superlattices with
tensilely strained we11s grown on InGaAs
quasi-substrate on GaAs ; ,(ssdm95)1995Internationa1
Conference on Sol id State Devices and 1llaterials
(95.08)

52. 大鐘:'セルラ基地局用アダプティプアレ ーの誤り率特性',,

1995年電子情報通信学会 ソサイ ェティ大会(95.09)

53 .松井,皆川,今井: 'ミリ波ブリッジ型器MICスイッチ; ,電子
情報通信学会 マイクロ波研究会(95.05)

54. 田中,三浦,唐沢:'移動体通信用D B Fマルチビー ムアン
テナのビー ム切り替わり時のビ ッ ト 誤 り 率 特 性 ' , 1 9 9 5

年電子情報通信学会 ソ サ イ ェティ大会(95.09)
55. 山 田 , 千 葉 , 唐 沢 : ' 光 制 御 ア レ ーアンテナ給電系の周波数

特性と放射実験',電子情報通信学会 ァンテナ。伝播研究

会(95.05)
56. 三浦, 田 中 , 堀 江 , 唐 沢 : ' D B F ア ン テ ナ に よ る マ ル チ パ

ス信号の最大比合成受信と送信ビー ム 形 成 の 検 討 ' , 1 9 9

5年電子情報通信学会 ソサイ ェティ大会(95.09)
57.今井,井田,小川:'方向性結合器を用いたフィルタの一検

討',1995年電子情報通信学会 ソサイェテ ィ 大 会

(95. 09)
5 8 . 堀 江 , 三 浦 , 唐 沢 : ' ビー ムスペー スで最大比合成受信を行

う デ ィ ジ タ ル ビー ム フ ォ ー ミングアンテナにっいての検討
1995年電子情報通信学会 ソ サ イ ェティ大会(95.09)

59.K1ouche-Djed id,関ロ,三浦:'HighResolut ion
Detection-Estimation in Sensor Arrays without
Eigendecompositions ' , 1 9 9 5 年 電 子 情 報 通 信 学 会
ソ サ イ ェティ大会(95.09)

60.井田,今井,小川:'方向性結合器を用いたトランスバーサ

ルフィル夕の新設計法と減衰特性に関する検討',1995

年電子情報通信学会 ソサイ ェティ大会(95.09)
6 1 . 宮 崎 , 稲 垣 , 唐 沢 , 吉 田 ( 三 菱 電 線 工 業 ) : ' ダ ブ ル コ ア N d

ドープ 光 フ ァ イ バーを用いた高出力増幅器に関する検討',,

電子情報通信学会, 光通信システム研究会(95. 05)
62.山賀,DAVIS:'連続パタ ー ンを記憶させた神経回路網にお

けるカオスと引き込み現象',1995年電子情報通信学会
ソ サ イ ェティ大会(95. 09)

63. 原山:'量子カオスの周期軌道理論',物性理論コロキウム
(95.05)

64.會田(NHK技研),Davis,Helkey:'High-speed optica1
sequence generator using delay- induced instabi l i ty i n
a nonlinear opticalresonator',Paci f ic Rim Conference
on Lasers and Electro-0ptics(Cle0/Pacific Rim'95)
(95.07)

6 5 . 川 村 , 末 松 , 今 井 : ' 4 5 - 5 0 G H z モ ノ リ シ ッ ク H F E
T / M S  M受光器',電子情報通信学会 マ イ ク ロ 波 ・ 光
エレクトロニクス共催研究会(95.06)

6 6 . 稲 垣 , 唐 沢 : ' フ ァ イ バ 型 光 フ ェ ーズドァレーの特性改善法
に関する検討',電子情報通信学会 マイクロ波。光エレク
トロニクス共催研究会(95.06)

67. 唐沢, 木村:'移動体衛星通信における衛星ダイバー シチと

伝搬チャンネルモデル [ II ] 一 低軌道周回衛星を想定した

検討一',電子情報通信学会 ァンテナ。伝播研究会(95.08)

6 8 . 三 村 , 松 本 ( 新 日 鉄 ) , 金 光 ( 筑 波 大 ) : ' 多 孔 質 S  i の 発
光機構:微結晶内部及び表面',第56回応用物理学会学術
講演会(95.08)

6 9 . 今 岡 , 馬 場 ( 三 洋 電 機 ) , 今 井 : ' 多 層 構 造 を 用 い た ミ リ 波
帯M llIC平衡型增幅器',電子情報通信学会 マイクロ波研究
会(95.05)

7 0 .三村,大谷,細田,富永,渡辺,藤原(九州工大) : 'G aA s

/AIAs短周期超格子におけるキャリア輸送の異常な遅れ現
象(3)',第56回応用物理学会学術講演会(95. 08)

7 1 . 大 谷 , 三 村 , 細 田 , 富 永 , 渡 辺 , 藤 原 ( 九 州 工 大 ) : ' タ イ

プI型GaAs/AIAs短周期超格子の電界によるタイプI[ 転移
と P  L特性',第56回応用物理学会学術講演会(95.08)

7 2 . 細 田 , 三 村 , 大 谷 , 富 永 , 渡 辺 , 藤 原 ( 九 州 工 大 ) : ; 短周
期超格子における、準安定ドメイン生成とソリトン的電子
輸送',第56回応用物理学会学術講演会(95.08)

73.富永,細田,渡辺,藤原(九州工大):' InGaAs疑似基板上
に成長した歪超格子を用いたワニェ シュタルク型SEED',第
56回応用物理学会学術講演会(95.08)

74.藤田,大西,渡辺:'GaAs(111)A段差基板上サプミクロンキ
ャリア閉じ込め構造の1l lBE成長',第56回応用物理学会学
術講演会(95.08)

7 5 . 細 田 , 富 永 , 渡 辺 , 藤 原 ( 九 州 工 大 ) - 'Vanishing of
negative differentialresistance region due to
electric f i e l d  screening in Wannier-Stark1ocalization
type self -electro-optic ef fect devices ',1995
InternationalConference on Solid State Devices and
選aterials(ssdm95)(95. 08)

76.大西,平井,藤田,渡辺:'GaAs(111)A面段差基板上横型バ
ンド間トンネルトランジスタの作製' ,第56回応用物理学
会学術講演会(95.08)

77 .Vaccaro ,細田,藤田,渡辺:'Carr i e r  dynamics in
piezoelectric quantum we11s grown on GaAs(111)A,(211)A
and(311)A studied by time resolved photoluminescence
spectroscopy',1995InternationalConference on Solid
State Devices and 1l later ia ls(ssdm95)(95.08)

78.平井,大西,藤田,渡辺:'GaAs(111)A基板上GaAs成長にお
けるファセット生成原因の検討',第56回応用物理学会学
術講演会(95.08)

79. 川村,末松,今井: ' 4 5-50GHzモノリシック 1iFET/1llS1ll受光器

1995年電子情報通信学会 ソサイ ェティ大会(95.09)
80.大西,平井,藤田,渡辺:'LateralTunnel ing Devices on

GaAs(111)A and(311)A Patterned Substrates Grown by
1fBE Using Only Silicon Dopant',1995Internationa1
Conference on Solid State Devices and Materials
(ssdm95)(95.08)
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81. 高橋, Vaccaro, 藤田, 渡辺:'共鳴光励起によるGaAs(311)A
基板上マイクロ共振器面発光レ ーザの発振特性',第56回

応用物理学会学術講演会(95.08)
8 2 . 葉 原 , 古 濱 , 藤 瀬 , 荒 木 , 有 本 , 野 原 , 中 條 , 稲 垣 : ' A T

R 先 端 テ ク ノ ロ ジ ーシリ ー ズ 光衛星間通信',光衛星間通
信(95.06)

8 3 . 皆 川 , 今 井 : ' 4 0  G H z 帯 M M  I Cバランス型アップコン

バー タ',電子情報通信学会マイクロ波研究会(95.07)

8 4 .土居,大鐘,小川: '準静的なレイリ ーフェ一ジング伝搬路

におけるアダプティプアレー アンテナと最ゆう推定等化器

の組み合わせによるI S I ・ C  C I適応キャンセラの特性
電子情報通信学会 無線システム研究会(95.07)

8 5 . 橋 口 ( 新 日 鐵 ) , 三 村 , 藤 田 ( 東 大 ) : ' F a b r i c a t i o n  and
Emission Characteristics of Polycrysta11ine Sil icon
Field Emitters', Japanese Journa1of Applied Physics
(95.07)

86. 下川:' 「通信網の理論設計」一 複雑性との遭遇を契機とし

て導かれた、 従来設計への問題意識 (と理論化の魅力)
シ ン ポ ジ ウ ム 「 確 率 ・ カ オ ス ・ フ ラ ク タ ル の 応 用 9 5 」

(95.07)
8 7 . 堀 江 , 三 浦 , 唐 沢 : ' ビー ムスペー スで最大比合成受信を行

う デ ィ ジ タ ル ビー ム フ ォ ー ミングアンテナの追尾特性',電

子情報通信学会 ァンテナ ・伝播研究会(95.05)
88. 唐 沢 : ' 移 動 体 ・ パー ソナル衛星通信の電波伝搬環境と高稼

働率化技術',1995年電子情報通信学会 ソサイ ェテ ィ

大会 併催事業講演会(95.09)
8 9 .渡辺: 'MS  S 7 及 び I  C S H報告',日本電子工業振興会微

精細構造プロセス・ デバイス専門調査会委員会(95.09)
9 0 . 宮 崎 , 唐 沢 , 佐 藤 ( 並 木 精 密 宝 石 ) , 今 泉 ( 並 木 精 密 宝 石 )

: '直交2曲面を有するシリカロッド集光レンズに関する検

討',電子情報通信学会、光通信システム、光エレクトロ=
ク ス 、  レ ーザ、 ・量子エレクトロニクス共催研究会(95. 09)

9 1 . 下 津 ( 住 友 セ メ ン ト ) , 及 川 ( 住 友 セ メ ン ト ) , 斉 藤

( 住 友 セ メ ン ト ) , 川 村 , 萩 原 ( 住 友 セ メ ン ト ) , 箕 輪

( 住 友 セ メ ン ト ) : ' L  i N b  0 3 導波路型高速変調器の
特性',電子情報通信学会、光通信システム、光エレクト
ロ ニ ク ス 、 レーザ・量子エレクトロニクス共催研究会
(95.09)

9 2 . 金 光 ( 筑 波 大 ) , 三 村 , 松 本 ( 新 目 鉄 ) : ' ポー ラ ス シ リ

コンの緑色発光',日本物理学会 1995年秋の分科会
(95.09)

93.藤井(CRL元無2),飯塚(トロント大):'A NeuralNetwork
Type Step Frequency Fault Locator',0ptica1
Engineering(95. 05)

A T R知能映像通信研究所

1. 中津:'  A T R知能映像通信研究所',画像電子学会誌
(95.03)

2. 中 津 : ' A  T R知能映像通信研究所の研究とその狙い',情報
処理学会「第7回音声言語情報処理研究会」(95.07)

3. 中津:'マルチメディアを駆使した新しいコミュニケー シ ョ

ン方式',人工現実感とテレイプジスタンス研究委員会
(95. 05)

4. 中 津 : ' コ ミ ニ ュ ケー ションにおけるマルチモー ダ ル イ ン タ

ラクション',情報処理学会「第7回音声言語情報処理研究
会(95.07)

5.Chr ista ,Laurent : ' Interact ive  Media Festiva1'95
presentation of ”A-Volve”&1ecture on Art i f i ca lL i f e
and Art' ,Arc Bytes conference:ArtificalLife,Los
Angles,USA(95. 04)

6.Chrs i ta ,Laurent : ' Images du Futer-L'Aventure
Virtue11e L'art interactive internationalexhibition

Imabes du Futur(95.05)
7.Christa,Laurent:'”Kulturpraemie”Staedelschule in

BASF Feierabendhaus Ludwingshafen,Germany1995
ISBN3-86104-027-1(95.05)

8. Christa,Laurent:'”Triennale d i  Milano Beyond the
GlobalVi11age”internationalexhibition, Milano
I t a ly95' , ISBN88-435-5292-9(95.05)

9. Christa,Laurent:'ARTEC'95The4th internattiona1
Biennale in  Nagoya-presentation of 2interactive
computer insta11ations&1ecture on Ar t i f i c i a lL i f e
and Art',ARTEC'95Symposium(95.04)

10. 畑,大谷,岸野:'Automatic Extraction and Tracking of
Moving Contours by an AIC-based ACM',The Second Asian
Conference on Computer Vision,ACCV'95(95.05)

11. 内海,宮里,岸野:'Rea1-time Hand Gesture Recognition
System',The Second Asian Conference on Computer Vision
ACCV'9(95.05)

12.Christa ,Laurent:'”Imagination”一 Images and
techno1ogy ga11ery exhibition Tokyo Metropolitan
Museum of Photography Japan1995',”Imagination”
一cata1ogue,Tokyo Metropolitan Museum of Photography,,

Japan1995(95.04)

13. 海老原(ATR通信),鈴木,大谷(ATR通信),岸野(ATR通信)
:'3次元計測に基づいた顔画像の実時間表示再現方法',,

1995年電子情報通信学会総合大会(95. 05)
1 4 . 角 , 堀 ( 東 京 大 ) , 大 須 賀 ( 早 稲 田 大 ) : ' ソ フ ト ゥ ェ ア の

要求モデル構築における発想支援とモデル生成

A system for aiding acquisition of requirements and
modeling in construction of software requirement mode1

1 9 9 5 年 人 工 知 能 学 会 全 国 大 会 ( 第 9 回 ) ( 9 5 . 0 7 )

15. 岡田: '口ごもるコンピュ ー タ',情報処理学会編 情報フロ
ン テ ィ ア シ リ ー ズ(95.C8)
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eテ クニカルレポー トの公開

A T R グ ル ー プ で は 、  社 内 研 究 資 料 と し て テ ク ニ カ ル レ ポ ー ト を 作 成 し て お り ま す が 、  下 記 の レ ポ ー ト に

っ き ま し て は 、  有料にて公開しておりますのでご紹介します。(*は英文レポ ー トを示す)

な お 、  レポ ー ト に 関 す る ご 質 問 、 な ら び に ご 希 望 が ご ざ い ま し た ら 下 記 の 各 研 究 所 窓 口へお問い合わせ下さい。

A T R 通 信 シ ス テ ム 研 究 所 電 話 :
国 内  (0774)951211

国 際 + 8 1 7 7 4 9 5 1 2 1 1
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N0.

タ イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

C- 5C- 7

C- 10
C- 11

C- 14
C- 16

C- 18
C- 21

C- 22
C- 23

C- 25
C- 26
C- 27

C- 30

C- 31
C- 33

C- 37
C- 42
C- 43
C- 45
C- 48

C- 50

C- 51

C- 52

C- 53
C- 54
C- 56

C- 58
C- 59

C- 63
C- 65
C- 66
C- 67
C- 68
C- 69

C- 70

C- 71

C- 72

C- 73
C- 74
C- 75
C- 76
C- 77

光切断方法における 3次元立体形状自動入力
言語・画像情報統合理解の研究
構文解析ツ ー ル P A R  S E R
対話と係り受け情報を利用した文献検索シス
テムの研究
概念図作成支援システムの試作
出 版 業 に お け る レ イ ア ウ ト に 関 す る 専 門 知 識
の調査
暗号研究の現状
直 線 型 3 次 元 H  0 U G H変換による平面の抽
出
セ キ ュ リ テ ィ 研 究 の 現 状
Relative Order Dstermination i n  A rnbiguo-
us ]lloire Pictures Surface Carvetures(*)
顔の向き検出法に関する研究
光切断法による3次元形状の自動入力
Symbo l i c s用日本語入力フロントェ ン ド 。 キ
ー ポ ー ド ェ ミ ュ レ ー タ ー 「 J O K E R 」
Facia11mage Processing and Face 1llodeli -
ng(*)
指文字を例にした手振り認識の結果
ス ケ ー ルスペ ー ス解析と輪郭線の規則性によ
る 輪 郭 像 の セ グ メ ン テ ー シ ョ ン 手 法
地 図 案 内 シ ス テ ム  I M A G  E
3 次元形状の再構成手法について
演 的 学 習 に っいて
U l t  r i xコマンド利用者マニュアル
要求理解プログラムの類似サ ー ビス検索部の
一部 に っいてのA R T に よ る 実 現
J O K E  R シ ス テ ム  S y m b o l i c s 側 ソ フ ト ゥ
ェア解説書
Symbolics用 日本語タ ー ミ ナ ル , エ ミ ュ レ
一 タ
Symbolics用 d v i フ ァ イ ル  プ レ ビ ュ ア ー

シ ス テ ム
ネ ッ ト ヮ ー ク仕様記述言語処理系仕様書
知 的 電 話 機 設 計 ド キ ュ ン ト
プ ロ ダ ク シ ョ ン シ ス テ ム と A T M S に よ る 、
画 像 認 識 シ ス テ ム A  S D S
PV-WAVE拡張プロシジャー マニュアル
Hand Motion 1lnterpretation Using Neura1
Networks(*)
ステレオ画像を用いた指先位置の実時間測定
通信yフトウェアの非手続的手法と解析手法の研究
通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア の 自 動 作 成 実 験
C G に よ る 枝 ぶ り 生 成 法
格子点探索方法における最近傍底点の周期性
Software Design and i t s  Automation Fina1
Report(*)
視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出
処理と高精度化の検討
3次元画像モデルデ ー タベー ス の ア ク セ ス ・
指示法の研究
2次元対象物の3次元化手法としてB S E 法
の提案
S T R ( S t a t e  Transition Ru le )記述仕様書
State Transition Rule(STf1)Description(*)
視点追跡形立体表示装置の構成と操作方法
運動視における表示遅れの影響
定ealTime liand Motion Detection and lRec-
ognit ion(*)

C- 78

C- 79
C- 80
C- 81
C- 82

C- 83

C- 84

C- 85
C- 87

C- 88
C- 89

C- 91

C- 92

C- 93

C- 94

C- 97

C- 99

C-100
C-101

C-102

C-103

C-104

C-105
C-106

C-108
C-110

C-111
C-112
C-113

C-114
C-115

C-116

C-117
C-119

C-120

視線検出装置とマウス を併用する指示入力法の
評価
通信サ一 l1スにおける要求の理解
自然言語空間記述による視野探索
仮想協調作業空間における物体の管理
自然言語と手指示を総合した3次元仮想空間
中での対象物操作と配置
Interctions between objects i n  a virtua1
space(*)

利 用 者 イ ン タ フ ェ ー ス の た め の 手 振 り 確 認 と
理解について
設計知識の構造化と活用
Acquiring3D 1llodels from Sequences of
Contours(*)
通信サ一l1ス仕様から通信、fフトウェアを生成する手法
Evaluation of the lfomotopy Sweep Techni -
que flepresentation and animation of
three-dimensionaltmages for  human face
generation and mouth animation
オ -f シ,クト指向 ア ー タべー スのアクセス制御機構とセキュリティ設
計支援手法
バー、ノナル・ -1ンストラクト・心 理 実 験 に も と づ く 自 動 車 記
述のための概念検出可能性に関する研究
1llhat You Say I s  lfhat You See
一Interactive Generation, 11lanipulat ion
and 11lodfication of 3-D Shapes Based on
VerbalDescriptions- (*)
Calibration of a Stereoscopic Display
System without specialequipment needs(*)
眼のG S ア ニ メ ー シ ョ ン と 視 線 の 知 覚 に 関 す
る検討
PerceptualKinemations:Vision-based Con-
t r o1o f  Robot 11lanipulators(*)
設計知識の構造化と活用 一設計知識の再活用 一

ド メ イ ン モ デ ル を 利 用 し た 通 信 サ ー ビス仕様
生成手法
空 間 多 重 フ ィ ル タ リ ン グ の 基 づ く 3 次 元 曲 面
の特徴計測とその一般化
Towards the Realization of Rea1-Time
Co11ision Detection(*)
通信サ ー ビス仕様におけるサ ー ビス競合の自
動検出法
Screening services s i m u l a t i o n (*)
3 D仮想物体を用いた形状に関する概念獲得
方法
S n a k e s に よ る 複 雑 な 輪 郭 の 追 跡
S T R手法と通信サ ー ビ ス 競 合 ( 非 決 定 性 )
検出に関する考察
ネ ッ ト ヮ ー ク セ キ ュ リ テ ィ 参 照 モ デ ル
格子点探索法による素因数分解高速化手法
安定姿勢における形状対象性を用いた能動的
3次元形状推定
通信サ ー ビス要求記述への自然言語の適用
自 然 言 語 に よ る 通 信 サ ー ビス要求記述からS
T Rへの変換
通信サ ー ビス仕様S T R か ら プ ロ グ ラ ム 仕 様
S D L への変換
ド メ イ ン モ デ ル に よ る 要 求 理 解 に つ い て

連想記憶を用いた異質性を含む情報の抽出法
の検討
S T R ( S t a t e  Transition R u l e ) 記 述 様 式 書



A T R 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 電 話 :

N0.

タ イ ト ル No タ イ ト ル

IT- 02

IT- 09

IT- 23

Analysis,generation and more by means of
genetic algorithms(*)
音 声 デ ー タベ ー スにおける日本語形態素解析
マ ニ ュ ア ル
用例検索の超並列計算機C M - 2 を 使 つ た 高
速化

IT- 29

IT- 35
IT- 53

1T- 77

マルチモ ー ダ ル ・ シ ュ ミ レ ー タ E  M M  I を 用
いた道案内デ ー タペー ス の テ キ ス  ト
1l lu l t i -1 e v e l t i m ing i n  speech(*)
音 声 言 語 デ ー タベ ー ス に お け る 日 本 語 形 態 素
マニュアルの補遺
A l j n i f i e d  Approach to Pattern Recognitior
(*)

A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所 電 話 :

国内 (0774)951301

国 際 十 8 1 7 7 4 9 5 1 3 0 1

国内 (0774)951011

国 際 + 8 1 7 7 4 9 5 1 0 1 1

N0.

タ イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

H- 01

H- 02

H- 03

H- 04

H- 05

H - 06

H- 07

A NeuralNetwork 1l l ode l f o r  Arm Trajectory
Formation Using Forward and Inverse
Dynamics Models(*)
Supervised Learning for  Coordinative
Motor Contro1(*)
A New Information Criterion Combined
with Cross-Validation Method to Estimate
Generalization Capabi l i ty(*)
回逆投影法による複数画像からの3次元情報
の抽出
From EMG to Sound Patterns of
Vowels:Software
Word Recognition ljsing Auditory 1llode1
Front-end Incorporating Spectro-Tempora1
Masking
Speaker - Independent Speech Recognition
Using an Auditory ModelFront End that
incorporates the Spectro-Tempora1
1llasking Ef fect
Implementation of Feature Tracking and
Factorization Algorithm for Shape and
Motion Recovery from Image Streams
変換聴覚フィ ー ドパッ クの基礎検討 一非定常l1 ッチ
変換による発声ピッチの変動について 一

Dynamic Cepstrum Parameterlncorporating
Time-Frequency Masking and I t s
Application to Speech Recognition
DynamicalControlof Cluster Boundaries
by Changing the State Space Structure of
an Associative Memory Mode1
Osci11atory NeuralNetwork and Learning
of Continuously Transformed Patterns
Switching the Vector Field According to
the Input of an Osci11atory Neura1
Network
NumericalBi furcation Analysis of an
Osci1latory NeuralNetwork with
Synchronous/Asynchronous Connections
両眼立体視におけるトランスぺアレンシ ーの計算理論と
2重視差の一撃計算モテル
Time-domain comb f i l t e r i n g  for speech
separation
Context-Driven Retr ieva land  Saliency
of Facia lFeatures
From E 1llG to formant patterns of vowels:
the impl icat ion of vowelsystems and
spaces
Ind i rect  Measurement of Feature Saliency
i n  Face Processing
The production of 1ow tones i n  English
intonation
Reconstructing the VocalTract During
VowelProduction using 1lIagnetic Resonanc l

Images
標準正則化理論の多価関数への 拡 張 ( 1 )
一 超並列緩和計算によるなめらかな多重表面

の復元 一

H- 28

H- 29

H- 30

11l - 31

H- 32

fl- 33

H- 34
li- 35
1f - 36

H- 37

1H- 38

H- 39

H- 41

H- 42

H- 43

最適化原理に基づく運動パ夕一ンの生成と
認識に関する研究
DT 1llに基づく音声認識アルゴリスムと統計的参照バタ
ー ン設計法
1forpho1ogicaland acoust ica lana lys is  of
the nasaland the paranasalcavit ies.
A Theory for  Cursive Handwriting Based
on the lil inimization Principle
A ComputationalTheory for 1llovement
Pattern Recognition Based on Optima1
選ovement Pattern Generation
A r t i f i c i a l L i f e  Primer
Project ive lnvar iant  of Lines on Adjacent
Planar Regions i n  a Sing le  View
音声情報処理へ のニ ユ ー ラルネットワ ー クの応用
Junctions Analysis on the Projected Image
of 3D Ob jec t s̃Detec t i ng  Y -and
arrow - Junctions from LocalImage
De r i v a t i v e s ̃
1l lu l t i -Valued Standard Regularization
Theory(1):G1obalReconstruction of
liu l t i p l e  Transparent Surfaces via 蘭assiv
ery Para11elRelaxation Algorithms
標準正則化における滑らかさの尺度の一般化
と面復元への応用
標準正則化理論の多価関数への拡張(2)
一 多価正則化ネットワー クとその学習アル:1リ スム ー

1liethods f o r  modeling of soft- t issue
speech art iculators
An analysis of the dimensionality of jaw
motion i n  speech
Princ ip les of Systemic Contro1:The
implications of d u a l c o n t r o l i n  natura1
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Ti fne-domain simulat ion of sound produc-
tion in the brass instrument
A new discriminant generalised cross cor -
relator
EFFECTS 0F IMAGERY 0N FACE PRI 1llING
Using an Inverse Dynamics Representation
to Reconstruct TemporalFiring Patterns
of Purkinje-ce11s i n  Monkey Ventra1
Paraf1occulus
多 価 正 規 化 ネ ッ ト ヮ ー ク一多対h写像を学習
す る 多 層 ネ ッ ト ヮ ー クの理論 一

The Asynchronous 期FT Equation Converges
Faster Than the lHop f i e ld  Network
並列計算機C1ll-5を用いた逐次線形化法に対す
る数値実験
局 所 微 分 フ ィ ル タ を 用 い た 多 重 ス ケ ー ル多重
方向場の表現と検出
Exemplar-based and Norm-based lfodels of
Face Recognition
Exp1oing the Structure of 1llultidimensio-
nalFace Space
Nonparametricliegression for Learning
Auditory SignalProcessing for the Segre・

gation of Speech from Interfering Sounds
:A ComputationalInvestigation of Spatia
Location and Periodicity Cues
The sy11ables,InternalStructure and
flole in Prosodic Organization
2次計画問題に対する主双対内点法とその数
値実験
E l i ln inat ing spurious memories using a
network of chaotic elements
筋電位に基づ く 調音運動開始時点の測定
一発話潜時との比較 一

H-108

H-109

H-112

H-113
H-115

fl-116
1l-118

H-121

]f-122

H-126

H-127

H-128

H-129

H-132

H-133

H-135

H-136
H-138

H-139
H-140
H-141

il-142
H-143
H-144

H-145
H-150

H-151

H-154
H-158

. H-160

H-161

40



A T R 光 電 波 通 信 研 究 所 電 話 :

N0.

タ イ ト ル Na タ イ ト ル

0- 02

0- 03
0- 04

0- 07

0- 09

0- 10
0- 11

0- 12
0- 13

0- 14

0- 15

0- 16

0- 17

0- 18

0- 21

0- 22
0- 24
0- 25

0- 26

0- 27

0- 29
0- 33

0- 34
0- 35
0- 36

光衛星間通信に適用可能な光デバイス、 通信
方式に関する調査報告書
偏光変調/直接検波方式に関する実験的検討
衛星間通信に際して地球大気分子による吸収
の計算
S i 選 択 ド ー プG a A s / A I G a A s量子
井戸構造の発光応答
Towards exoeriments i n  functiona1optica1
chaos (* )
有機高分子の非線形光学効果に関する調査
選 択 ド ー プ量子井戸のサプバンド構造とサブ
バ ン ド 間 吸 収 の 解 析
Tera liertz Coherent Radar
Electronic structures of GaAs/AIAs super -
1att ices(*)
Vibration 1l[odes Around a Sol iton i n
Tran-Polyacetylcne( ト ラ ン ス ポ リ ア セ チ レ
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and I t s  Application to Indoor
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験的検討
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特性
A T R光電波通信研究所の5年間の歩み
MM I Cの超小型化・高機能化技術の研究
1991年度MMIC研究成果報告
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移動体衛星通信用アクァィ フ1アレ ー アンテナの研究
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について(*)
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ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー クの音声情報処理への
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時 間 遅 れ 神 経 回 路 網 ( T  D N N ) を 用 い た 音
韻/音節ス1l ツ ティllf
Para11elism,Hierarchy,Scaling i n  Time-
Delay NeuralNetworks f o r  Spotting Pho-
nemes and CV -Sy11ables
対話における名詞句の同一性 の 理 解 と そ の 応
用
セパレ ー トベクトル量子化に基づく話者適応化
ファシィ べクトル量子化に基づく話者適応化
ベクトル量子化話者適応のHMM音韻認識への適用
ベクトル量子化話者適応の時間遅れ神経回路網
(TDNN)による音韻認識への適用
話者重量型Hmを用いた調音様式の話者適応
化
ぺクトル量子化話者適応化の研究
話者適応化における写像方法の比較
音声言語目英翻訳実験システム(SL-TRANS)
時間運れ神経回路網(TDNN)による音額ス;111ツ ティン
タのための効果的学習法
結合価情報を用いた誤認識単語の推定手法
単語間の連続確率を用いた付属語列の生成実
験
高精度HMMを用いた英単語認識
係り受け関係を用いた文節候補選択処理
SL-TRANSにおける、文節候補選択処理、問合
わせ処理
文節候補選択処理のための係り受けテ ー タ
会話文音声生成のための音声合成、 およびニユ
一 ラルネットワ ー クの連続音声への適用
l l lultiple Inheritance i n  RETIF
Research Activ i t ies of the Speech Pro-
cessing Department
0N INTERPRETATIONS 0F A FEED-FOR 1llARD
NEURAL NETlfORK
flesearch Activit ies of the Natura1 Lan -
guage Understanding I)epartment and the
Knowledge and Data Base Department f o r
Feb.1989-0ct.1989
ニュ ー ラルネットにおけるパックプロパf 一ション学習の効率化
方法
Connectionist Large Vocabulary Word Re-
cognition
日英機械翻訳システムにおける生成文の評価

ー 「 ダ 」 型 表 現 を 中 心 に し て 一
日英機械翻訳システムにおける生成文の評価

ー 「 ダ 」 型 表 現 を 中 心 に し て 一 ( 付 録 )
Constructive Neura1 Network f o r  Speech
Recognition
HMM音韻連結学習とNETgramを用いた英単語
音声の認識
Ef f i c i ent  Disjunctive Unif icat ion i n  a
Bottom-Up S h i f t-Reduce Parser
文節に基づく単一化文法の一案 特 に 任 意 要
素類の扱いを巡つて
Cross-Language Voice Conversion
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I -121

I -122

I -123

I -124

I -125

I -126

I- 71

I- 72

I- 74

42



1、10. タ イ ト ル 1、10 タ イ ト ル

I - 128

I - l29

I -130
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I -138
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I -140
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I - l41

I -142

I -143
I -144

I -145

I -147

I -148

I -150
I - 151
I -152
I -155
I -156
l -157
T -161

I -163
I -164

I - 165

I -166

I -167

I -168

I -169
I -170
I - 173

I -174

I - 175
I -176
I -177
1 -179

I -180

I -181
I -182
I -183
I -184

I -185
I -186

Known Current Problems i n  Automatic
Interpretation:Cha11enges f o r  Language
Understanding
Strategic Lazy Incrementa1 Copy Graph
Unif icat ion Method
シフト不変型決定論的 ,11 ルツマンマシンによる音声認識
SL-T 1llANSの現状と課題
波形重ね合わせ法による合成音の品質に っい
て
音 額 環 境 に 応  じた音声合成素片の接続方法の
検討
The 1lIapS i gna l r e lnote speech editor
Experiments i n  pi tch extraction
Auditory nerve f i b e r  spike generation
mode1
複合音声単位を用いた規則合成実験システム
複合音声単位を用いた規則合成実験システム ( 付
録1iロ1lラムリスト)
テキスト・ァ ー タべ ー スを用いた分脈自由文法の適用確
率推定
種々の音韻連接単位を用いる規則合成方式の
診断的な評価
大規模音声テー タベ ー スに基づ く 音声合成
TDNN音言員ス求ツ ティン11と予測バー ザを用いた大語彙
単語音声認識
TDNNの構造の音韻認識率、 、ノフトインパリアント性への
影 響
Hidden lfarkov Modelによる音音員認実験の結
果
HMM音韻認識における音韻連鎖統計情報の利
用
自動翻訳電話研究用言語テー タベ ー スの構成
日英対訳対応テー タ
日英対訳対応ア ー タの仕様
日本語解析文法の意味表現について
SL-TRANSにおける日本語文法の概要
対話ア ー タべ ー スからの頻度情報の抽出
Generalized LR Parsing i n  Hidden lfarkov
1llode1
素性構造の単一化に基づく バ ーサの並列化方式
Time-Frequency Spectral Estimation of
Speech-The Role of Variance In Estimator
Perfornance
AB1llT FOR TEXT AND DIALOGUE a perliminary
assessment of i t s  potentials

研究用日本語音声ア ー タべ 一 ス利用解説書 (連続音
声ア ー タ編)
Automatic Language Recognition Using
Acoustic Features
統 計 に よ る 音 声 認 識 候 補 の 絞 り 込 み に 関 す る
考察
音声認識における文法活用の有効性
音声認識用言語モテル構築に関する考察
ATRにおける Neura1 Network を用いた音声
情報処理
Study on Combining HMHs and Neura1 Net-
work lfodels -TDNN-HMM for Phoneme IRe-
cognition-
声質変換技術と高品質ピッチ変換法
ニュ ー ラルネyトによる英単語品詞列予測モテル
ニュ ーラルネットによる音素フィルタを用いた母音認識
So lne ComputationalApplications of Lex-
i ca lFunct ions
並列自然言語処理における単一化手法の高速
化
中間概念を定義 した知識ぺ一 ス作成手順
A T R自動翻訳電話研究所シン,求ジウムの開催
発話変動にロパストなTDNNの検討
Overview of ATIR Basic Research into
Telephone Interpretation(ATf1における自動
翻訳電話の概要)
「 は 」  と 「 が 」 の 処 理

ATR対話 ア ー タぺ ー スの内容
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I -191
I -194

I -195
I -196

I -197

I -203
I -204
I -205
I -206
I -207

I -208
I -209

I -210

1 -214

I -215

I -216

I -217
I -218
I -221
I -223
1 -228

I -229

I -230

I -231

A Design f o r  a Disambiguation-Based
Dia1og llnderstanding Sys tem曖昧さのない
対話理解システムの設計
A Fuzzy Training Approach f o r  Phoneme
Classi f icat ion NeuralNetworks
A Study on Speaker I nd i v i dua l i t y  Contro1
単語間の共起関係を定義した知識ベー スの構成
とその制御方法
言語情報を利用 した母音継続時間長の制御
A Bil ingualDia1ogue Database f o r  Auto-
n1a t i c  Spoken Language Interpretation
between Japanese and English
1lfONA -LISA: lMu l t imoda10nto1ogica1 Archi -
tecture for  Linguist ic Interactions and
Scalable Adaptations
話者重畳型Hmに よ る 文 節 認 識
階層的クラスタリン 1y手法の訳語選択への応用
依存関係合成による機械翻訳システム PARTs
タイ7'付き素性構造主導型生成
Optimization of Unif ication-based Gene-
ration
単一化文法解析生成システムのための英文法
Connectionist Large-Vocabulary Continu-
ous Speech Recognition
ニュ ー ラルネットワ ー クによる音声認識の研究̃発表論

文 集 ̃

対判定型ニユ ー ラルネットワ ー クの原理と時間遅れ神経
回路網との統合によるロパストな音素認識
単語の意味カテゴリ ーを用いた係り受け整合度の
平滑化
Comparing Fr i ca t i ves :A  Spec ia lAna lys i s
of /hi/and/C5/in Japanese and German
日本語形態素分析の細則
言語テー タベ ー スから抽出した知識アータの分布
歪み尺度測地線を用いた音声スぺクトルの補間
伝送誤りに強いVQ符号帳構成法に関する検討
Tools f o r  Monitoring Para11elLisp Pro-
grams
lin i f i ca t ion-Based Parsing on Increasing
Levels of Para11elism並列効果の高い単一
化解析法
Research Activit ies of the Speech Pro-
cessing Depart lnent
Research Activ it ies of the Natura1 Lan-
guage Understanding Departmentand the
Knowledge and I)atabase Department f o r
Nov.1989̃ 11lar. 1991
Text- Independent Speaker Recognition
[Jsing NeuralNetworks
Determining Surface Form f o r  Indirect
Speech Acts i n  English
Speech Recognition Expert System.A
study on Knowledge and NeuralNetworks
Integratior1
A Study on Expert System and NeuralNets
for  Speech Recognition
The Role of 1l d e n t i f i a b i l i t y  and Accessi -
b i l i t y  i n  Accouting for  Japanese Zero
Pronouns
A Basic Introduction to Planning and
選eta-Decision-Making with Uncertai-n
Nonde terminist ic Actions Using Second-
Order Probabi l i t ies
Communicative Functions of Spoken Japa-
nese and I t s  Meaning Interpretation on
HT System
Research Activit ies of the Speech Pro-
cessing Department, January through
Decem ber,1991
A Study of Speaker Adaptation and Speak-
er Indiv idual i ty
Third Person Referring Expressions i n
English
話者選択手法を用いた音声認識の基礎検討
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I -266

I -267

I -269

I -273

I -276

I -278
I -281

I -284

I -287

I -288

I -293

I -294
I -295
I -298

混合連続分布HMMを用いた移動ぺクトル場平滑化
話者適応方式
Discourse 1l[anagement 1llechanism on Spoken
Dia1ogue Processing(in an MT System)
English-Japanese Transfer by ASU意A Frame
work
A Study on Language Modeling for  Speech
Recognition
Tree-based 11n i t  Selection for English
Speech Synthesis
SL-TRANSの日本語標準表記に関する検討
Research Activ i t ies for the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Data Processing Department for Apr.1991
̃ 1llar.1992
混合連続分布HM 1ll移動べクトル場平滑化話者適応
方式の文節認識性能の評価
Automated Labe11ing of Prosodic Aspects
of Eng l i s h :F i na lRepo r t
単一化に基づく構文解析:入門編An Intro-
duction to Unification-Based Parsing
Techniques
Easier C programming Input/output f ac i-
1 i t i e s
Easier C programming Some use fu1objects
Easier C programming Dynamic programming
日英対話ア ー タべ ー スへの発話行為タイ f の付与方法
に関する基礎的検討 First Steps Toward
Annotation I11ocutionary Force Types to
a Bi l ingua lD ia1og
言語 11'ー タべ ー ス用格・係り受け関係属性付与基準

一 深層格編 一

マイク入力音声で混合連続分布HMMの電話音声
認識への適用
変換知識作成のためのコー パス検索テ ー タ
Research Act i v i t i e s  of the Natura1 Lan-
guage Understanding Pepartmentand the
Data Processing I)epartment for Apr.1992
̃Jan.1993
Research Activit ies of the Speech Pro-
cessing Department,January through
December,1992
雑音環境下文節認識実験による 'llLR ,WGD ,

SGDSの距離尺度の比較
ATR対話テー タペ ー ス用英語形態素解析作業基準書

I -321

I -325
I -326
I -327

I -328

I -332
I -336

I -338
I -340
I -342

言語テ ー タペ ー ス用格係り受け関係属性付与基準 一

表層格編 一

文脈自由文法を用いた連続音声認識
日本語形態素解析法の評価
ニュ ー ラルネットワ ー クを用いた話者適応化および不特
定話者連続音声認識の研究 一発表論文リスト ー

The ATR-C 1lIU Conference Registration Task
Speech Database User' s Guide
音声言語翻訳実験システムASuRAの対象コー バス
雑音環境下連続音声認識およ び話者適応に関
する研究
自動翻訳電話国際共同実験の実施報告
ATR対話テー タペ ー ス用会話収集と文字化
The Need f o r  Second-order Probabi l i ty
Distributions Under lRepeated Tria ls  with
Nonlinear Ut i l i t i e s  or Catastrophic
Outcomes
The Heanings of Abi l i t y  Utterances with
Applications to Dia1og Understanding
音声認識のための音声分析とラぺル変換
S/Splus for Speech Processing Research
a t  ATR/ITL
Japanese generation within ASURA Home-
work
A English Analysis Grammar i n  a Un i f i-
cation-based f r ame work
音声 1l'ー タ 。ラぺりンタ。マニュアル
LRパーザの応用法
Results of the ABDUCK Disambiguation
System ABDUCK ABDUCK会話理解システムの概要
liu l t i-Agent Com1nunication and Commitment
and The BEHOLDER family of algorithms
f o r  scheduling mul t ip l e  para11eluncerta
i n  processes unde r l im i t ed- resorce con-
d i t ions
Research Act iv i t i e s  of the Speech Pro-
cessing Department,January through lllarch
, 1993
1llesearch Activit ies of the Natura1 Lan-
guage Understanding Department and the
Data Processing Department for February
1 9 9 3 ̃ 藤arch1993
FBI:A Program f o r  i n f e r r ing  stochastic
grammar rules from example text
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A -01

A -02
A-03

A -05
A -06

A -07

A -08
A -09

A -10
A -11

A-12

A -14

A-15

音声認識のための重み付きケプストラム距離
尺度(*)
文字認識機能を持つ文字フォント ェデ ィ タ ー

時空間的なマスキングパタ ー ンから見た聴覚
系内における音声スぺク トル表現(*)
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ー デ ィ ン グ
音 声 知 覚 に お け る ス ぺ ク ト ル タ ー ゲ ッ ト 予 測
モデルの評価(*)
リ ス プ マ シ ン 用 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ 接 続 プ ロ グ
ラ ム  K A O R U
U n i x の セ キ ュ リ テ ィ に 関 す る 考 察
高速視覚刺激提示装置A T R タ キ ス ト
スコ ー プ
漢 字 デ ー タベ ー スC H I C
A T Rタキストスコ ー フl制御 yフトウェア

一 ATRTSPとクラフィッ クコンパイラ ー

Properties of visualmemory for b1ock
patterns(*)
逆 転 ラ ン ダ ム ・ ド ッ ト ・ シ ネ マ ト グ ラ ム の 移
動 限 界 (*)
網膜モデルT A M  I T の 計 算 機 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン

A-16

A -17
A -20
A -21
A -22

,A-23

A -24

A -25
A -26
A-27

A -28
A -29
A -30

A -31
A-33
A-34
A-35

S T A X S R A P r oの周波数特性
一人工耳及びダミ ー ヘ ッ ド に よ る 測 定 一

コ ネ ク シ ョ ニ ス ト モ デ ル と 認 知 心 理 学
テクスチャ一識別の心理学的研究の展望(*)
誘発電位によ る両眼視機構の研究
音 の 鋭 さ と 振 幅 包 絡
時空間フィルタを用いた運動視知覚モデルの
検討
0n the Approximate Realization of Contin
uous 題appings by NeuralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向
研究用日本語音声デ ー タベ ー ス利用解説書
色 度 ラ ン ダ ム ド ッ ト パ 夕 一 ンにおける運動弁
別と領域分離(*)
誘発電位記録解析システム
V M  S 版 S  A Sの使い方
リスプマシン上の音声処理ユ ー テ ィ リ テ ィ

一 SPIRE,synthesizer,PEF 入門 一

認知地図形成過程のモデル化に関する一考察
on the Capabi l i t ies of NeuralNetworks
聴覚実験用へ ッ ド フ ォ ン ア ン プ シ ス テ ム
アイコンの認知容易性に関する諸要因の検討
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A -80
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A -83
A-84

A-86

ゲシュタルト心理学の流れを汲む最近の
視知覚研究
ATR NeuralNetwork Research on Speech
Processing(*)
パ夕 一 ン の 良 さ 判 断 に 対 す る シ ン メ ト ロ ビ ー

尺度の有効性
マルチD S Pで構成する多チャンネル蝸手
フ ィ ル タ バ ン ク の 試 作
乳児の泣き声における音響特徴の分析と
カ テ ゴ リ 一 判 断 の 単 位
A11iant,Convex,Ncubeのア ー キ テ ク チ ャ と パ
フ ォ ー マ ン ス
A CompuationalCochlear Nonlinear Prepro
cessing Modelwith Adaptive Q Circuits(*
視覚 ・ 認知機構研究における並列処理計算機
N C U B  E の 利 用 に っいて
視覚・認知機構研究における並列処理計算機
NCUBEの利用について (プロタラム仕様付)
日本人とア1,lリ力人における英語/r,1,w/音知覚
の手掛かり
音の高さの知覚一 「 音 響 心 理 と 聴 知 覚 」 よ り 一

Sharpness and amplitude enve1opes of
broadband noise
Effects of Preceding Scale on Me1odic
Pitch Interva1
Modeling of contextua le f fect  based on
spectra lpeak interaction
PerceptualUnits of the In faut Cry

Motion and depth perception with
dichoptic-sequentialpresentation of
random-dot patterns

Trajectoty Formation of Ar ln Movement by
Cascade NeuralNetwork ModelBased on
Minimum Torque-change Criterion(*)
Object ive Functions for Improve Pattern
Class i f i cat ion  with Back-propagation
Networks(B P ネ ッ ト ヮ ー クにおける誤差測
度 の 改 良 ) (*)
A Hybrid Speech Recognition System Using
H選M an LVQ- trained Codebook
A T R視聴覚機構研究所画像入出力システム
の概要
D F T と 聴 覚 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム を 用 い た H M
M音声認識(*)
Ident i f icat ion of Kanji and Kana
characters within Japanese words
日本語の視覚的処理単位
一 単語認識過程における諸現象 一

音 と は 何 か  - NaturalCoverpntation,
”W.Richard E d 第 4 章 よ り 一

神経回路モテル による画像の情報処理について
文書画像検索システムCHASERS
ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー クを用いた手書き文字
認識
CGを用いた心理実験に基づく空間認知モデル
CGを用いた心理実験に基づく方向評定モデル
D F T と 聴 覚 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム を 用 い た H M
M音声認識(PART2)(*)
可変残響室の残響時間測定
ス ケ ル ト ン を 用 い た 階 層 的 形 状 記 述 お よ び=
ュ ー ラ ル ネ ッ ト に よ る 階 層 的 形 状 識 別
ノ イ マ ン を 越 え て  一 視聴覚認知機構研究に
おける並列計算構成理いて 一

日本人発話の英語及び外国人発話の日本語の
プ ロ ソ デ ィ に 関 す る 研 究
音声 ・ 発話障害の定量評価に関する研究
U N I X 版 S  A Sの使い方
聴覚実験用 へ ッ ドホンの歪率の測定
3次元知覚における手がかり間の相互作用
Psychoacoustic evidence for the
contextua le f fect  mode1
Optimization and Learning i n  NeuralNet-
works f o r  Formation and Contro1of Co-
ordinated Movement(*)

A -88

A -91

A-92

A-93

A-94

A-95
A-96

A-98
A-99

A-100

A-101
A-102
A -103
A-105

A-106

A -108

A -109

A -111

A -112

A -113

A-114

A -115
A-116
A-117

A-118

A -119

A New HMlll/LVQ Hybrid Algorithm for  Speect
Recognition
The proofreading of Japanese sentences:
visua1,and semantic processing
Effects of the Preceding Scale on
Me1odic Interva1 Judgment i n  Terms of
Equality and Size
遭c Gurk Effect under Conditions with or
without Noise
Extraction of the Nonlinear G1obalCoor-
dinate System of a Manifold by a Five
Layered Hour-Glass Network(*)
音声録音系の諸特性
A g1ottalwaveform mode l fo r  high qua1-
i t y  speech synthesis(*)
UNIX上の音声研究用ツ ー ル(*)
Acoustic and Physio1ogicalCharacteris-
t i cs  of Tradit iona lS ing ing i n  Japan(*)
The ef fect  of experiment variables on
the perception of A 1nerican English/r,1/
for Japanesel isteners
視覚認知用語集
陰影による形状知覚と単眼立体視モデル
多 重 解 像 度 に よ る 点 パ タ ー ンの構造化モデル
ColnputationalTheory and NeuralNetwork
t i c a l A r e a s ( * )
運動視と両眼立体視の相互関係̃運動視、 立
体視の成立と両眼入力画像の時間関係̃(* )
神 経 回 路 モ デ ル を 用 い た 重 な っ た パ タ ー ンの
分離
Stat ic Analysis of Posture and lfovement,
Using a 1 7-muscle lfode1of  the 1llonkey' s
Arm(*) -

帯 域 制 限 ラ ン ダ ム ド ッ ト に 誘 導 さ れ る 正 方 向
の運動残効
11lathematicalConnections between the
probabi l i ty, Fuzzy set, Poss ib i l i t y  and
Dempster-Shafer theories(*)
Simpli fying Discontinuity Detection with
an Eye on Recognition Ed Ga n1ble(*)
Neura1-Network Cont ro l f o r  a C1osed-Loop
System using Feedback- lError-Learning(*)
Recurrent LVQ f o r  Phoneme Recognition(*)
視聴覚特殊実験室の音響特性 .

Investigation of headphones su i tab le  for
psychophysicalexperiments(*)
Auditory Spectrograms i n  HM 種 Phoneme
Recognition
Effect of 1llord Fami l iar i ty on Non-native
Phoneme Perception:Identi f ication of
English/r/,/1/,and/w/by Native Speakers
of Japanese.
Acousticalanalysis of whispered vowels
i n  d i f f e ren t  no te s (音程を変えて発話した
囁き声の音響分析)(* )
0n the Role of F0 i n  Vowel Ident i f i cat io
A ComputationalMode1of Four Regions of
the Cerebe11um Based on Feedback-Error-

Learning(*)
識別学習論による音声認識
文字構造抽出の研究 一 手書き文字品質の人間
の主観評価に準じた品質決定要因による客観
的定量評価一
Equilibrium Point Contro1of a Honkey
Ar ln Simulator by a Fast Learning Ar t i f i-
calNeuralNetwork(*)
Feedforward NeuralNetwork Modeling of
Target-Accuracy Trade-o f f ( * )
Enhanced Discontinvity Detection from
Postulated Discontinvities Ed Gamble(*)
GPD Training of Dynamic Programming-
Based Speech Recognizers(*)
Auditory Front-end i n  DTW Word Recognit-
ion Under Noisy, Reverberant and Multi -
Speaker Conditions(*)

A -120

A -121
A -122

A -123
A -124

A-125

A -128

A-129

A -130

A -131
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N0.

タ イ ト ル No タ イ ト ル ,

A -133

A-134

A -135

A-136
A-137
A-138

A -139

A-140

A -141

A-142

A -144

A -145

A-147

A-148
A-149

A -150

A -153

S t a b i l i t y  Constraints for  the Equ i l i b r i -
um-Point Hypothesis(*)
Appl icab i l i ty  of Oriented Fi l t e r s  to Ed-
ge Detection of Motion Analysis(*)
flecognition of Manipulated Objects  by
Motor Learning with 1llodular Architecture
Networks(*)

U N I X 上 の 音 声 研 究 用 ツ ー ル
Speech Tools 題anualPages
Relative Pitch Judgements for  Formant
Structured Broadband Noise
The Effects of Tempo and Pitch on the
Judgement of Infant Cries
Spatioemporalproperties of motion per-
ception for  random-check contrast modula
tions(*)
Second-0rder System;Its Role and
Mechanism
Accurate Reconstruction of 3D Scenes f r o
Multiple Imprecise and Uncertain Data
VirtualTrajectory and St i f f ness  E11ipse
During Multi - Jo int  Arm Movement Predict-
ed by Neural Inverse lllode1(*)
A Para11e1-]iierarchica lNeuralNetwork
1fo d e l f o r  Motor Contro1of A 1lluscu1o-
SkeletalSystem
Rhythm Type and Articulatory Dynamics i n
English, French, and Japanese(*)
画像の不連続を利用 した陰影からの形状推定
Error Tolerant 1llethod f o r  Invariance
Based Feature Correspondence(*)
Unsupervised Learning of Receptive Field
Famii ies  on Regular Frids(*)
Point Configuration Invariants under
Simulaneous Projective and Permutation
Transformations

A -154

A -155

A -156
A -157

A -160

A -162

A-164
A-166

A -167
A -165
A -168
A -169

A -170

A-171
A -172

A -173

Direct Estimation of Multiple Dispar i t ies
f o r  Transparent Mult ip le Surfaces i n
Binocular Stereo
ウェ ー フ'レ ット表現を用いた演算子形式による多重
方向検出̃重ね合わせの原理に基づ く 多重方
向同時検出演算子̃
Discriminative Feature Extraction
Recognition by Combinations of Paraper-
spective Images
特徴点対応に基づいた運動立体視における
トランスぺアレンシ ー

Dynam i c  Cepstrum Parameter 1lncorporating
Time-Frequency 通asking and I t s  Appli -
cation to Speech flecognition
温度差つき遺伝的アル:lリ スムの収束
F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像(MRI
の分析
自由手書き文字認識の研究
ア二一リンクスケジュ ールの定数倍加速
喉頭筋の非侵襲計測と韻律制御の生理機構
母 音 に お け る 音 声 と ロ唇形状の視聴覚に関
す る 研 究 ( そ の 1 .  母音口形連続体における
視知覚)
A So f twa re l i b r a l y  of C十十 c l a s s  objects
f o r  bio1ogica lstructure modeling.
外舌筋収縮力空間における調音軌道の作成
Production and Perception of the
ConsonantalVoicing Distinction i n
Speech without VOT:An Acoustic Study
Using Electr ic Larynx Speech
口唇の調音動作を実現する生理学的モデル

A T R  J o u r n a l 2 0 号 に 誤 り が あ り ま し

た。
下 記 の と お り 訂 正 さ せ て い た だ く と と も

に 、  関 係 者 の 方 に ご 迷 惑 を か け た こ と を

深 く お 詫 び い た し ま す 。

誤

正

受賞者 所 属

山田 光穂 NHK放送技術研究
所 主幹研究員

受賞者 所 属

山田 光穂 NHK放送技術研究
所 主任研究員

46





編 集 後 記

新 し い 技 術 に よ る 新 産 業 の 創 出 が 、  今 後 の 日 本 に と っ て

極めて大切です。 即 ち 、  既 存 の 産 業 が 行 き 詰 ま っ て い る 状

況下、 活 性 化 を 図 る た め 技 術 の 役 割 に 新 た な 注 目 が 集 ま っ

て い ま す 。  ''

A T R グ ルー プは、創立以来10年、電気通信分野におけ

る基礎的、 独 創 的 な 研 究 を 通 じ 数 多 く の 成 果 を あ げ て き て

い ま す 。 時 代 の 要 請 を う け 、 こ れ ら 研 究 成 果 の 普 及 、 産 業

化が、 基 礎 研 究 の 着 実 な 推 進 に 加 え 新 た な 課 題 と な っ て い

ます。

2 年 前 、 グ ルー プ 内 に 専 管 組 織 ( 開 発 室 ) を 設 け 活 動 を

開 始 し ま し た 。  研究成果の普及は時間がかかる仕事です。

も と よ り 、 開 発 室 だ け で は 制 約 も あ り ま す が 、  その時々の

動 向 を 本 紙 に 紹 介 し て き ま し た 。  本紙が、 成 果 普 及 面 で も

お 役 に 立 て れ ば と 考 え て ま す 。  関 係 各 位 の ご 協 力 、  ご支援

を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

A T R  Journa1第21号 1995年11月1日発行

e発 行 ・ 編 集

e, 製
e,定

作

価

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

〒619-02
京都府相楽郡精華町光台2T目2番地

(0774)951111(大代表)

学会センタ一関西

400円(税込・送料別)

本誌記事の無断転載を禁じます。ｩ

1995 (株)国際電気通信基礎技術研究所



ATRジャ ーナル担当宛 FAX (0774)951178

ATR Journal ぃずれかに,/ をお願いします。
口新規購読申込口変更連絡 口ご意見なと

フ リ ガ ナ

お名前

送

付

先

送 り 先
5

会社名

部署名

Te1

ご意見
ご要望

ATRジャ ー ナルの送付希望または送付先変更、 ご意見、 ご要望等をお寄せ

下さる場合は上記にご記入のうえFAXでご送付下さい。

ATRグルー プのご紹介 ATRグル ー プは電気通信分野における基礎的・独創

的研究の一大拠点として内外に開かれた研究所を設立

す る 構 想 の も と に 産 ・ 学 ・ 官 の 幅 広 い ご 支 援 を ぃ た だ

き1986年3月に設立しました。

ATRグル ー プは研究活動を行つている5つの研究会

社(5R&D会社)と、 既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つてぃる2つの成果管理会社、 お よ び こ れ ら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の8つの株式

会社の総称です。

5R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70%、 民間約140社からの出資30%で構成されてぃ

ます。

国際電気通信基礎技術研究所は5R&D会社に対し、

建物スペー ス・研究施設の貸与・研究者の確保・派遺、

研究資金の出費、研究企画の支援、各種事務の援助など、

総 合 的 な 支 援 を 行 う と と も に 2 成 果 管 理 会 社 に 対 す る

研究成果の管理・販売などの各種の支援を行つていま

す。




